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第８６図 SM６０出土遺物（７４）
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第８７図 SM６０出土遺物（７５）
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第８８図 SM６０出土遺物（７６）
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第８９図 SM６０出土遺物（７７）
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第９０図 SM６０出土遺物（７８）
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第９１図 SM６０出土遺物（７９）
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第９２図 SM６０出土遺物（８０）
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第９３図 SM６０出土遺物（８１）

第２節 検出遺構と出土遺物
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第９４図 SM６０出土遺物（８２）

第４章 調査の記録

―１３４―



第９５図 SM６０出土遺物（８３）
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―１３５―



第９６図 SM６０出土遺物（８４）
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第９７図 SM６０出土遺物（８５）

第２節 検出遺構と出土遺物
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第９８図 SM６０出土遺物（８６）

第４章 調査の記録

―１３８―



第９９図 SM６０出土遺物（８７）

第２節 検出遺構と出土遺物

―１３９―



第１００図 SM６０出土遺物（８８）

第４章 調査の記録

―１４０―



第１０１図 SM６０出土遺物（８９）

第２節 検出遺構と出土遺物

―１４１―



第１０２図 SM６０出土遺物（９０）
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第１０３図 SM６０出土遺物（９１）

第２節 検出遺構と出土遺物

―１４３―



第８表 掲載土器一覧（１）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第１２図 １ SK１０４ 縄文晩期 深鉢形土器 口縁部 口縁部：LR縄文横回
転 炭化物付着

口縁部：ナデ 口唇部平坦

第１２図 ２ SK１０４ 大洞B２式 鉢形土器 口縁部
口縁部：上端LR縄文
横回転 入組三叉文？・
ミガキ

口縁部：ミガキ 口唇部丸み・小突起
付く

第１２図 ３ SK１０４ 大洞B２式 鉢形土器 口縁部 口縁部：入組三叉文 口縁部：ミガキ 炭
化物付着

第１２図 ４ SK１０４ 縄文晩期 鉢形土器 体部 体部：LR縄文横回転 体部：ナデ 高台付くか

第１２図 ５ SK１０４ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部 口縁部：横位沈線間刻
み目列２段

口縁部：ミガキ

第１２図 ６ SK１０４ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：咬み合わない
右傾羊歯状文 体部：
RL縄文横回転 底部：
二重楕円形沈線内渦巻
き状Ｃ字文・Ｘ字文
口縁部～底部：赤彩

口縁部～底部：赤彩
摩滅

上面観一端が尖る楕
円形 口唇部やや平
坦・弧状沈線加えた
頂部が三山に分かれ
る小突起５個

第１２図 ７ SK１２９ 大洞B２式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上半入組三叉
文 下半横位沈線間横
位短沈線充填 体部：
LR縄文横回転 口縁
部～体部：炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部外傾 口唇部
平坦

第１２図 ８ SR１３０ 大洞B２式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：上半入組三叉
文 下半横位沈線２条
体部：LR縄文横回転
底部：ナデ 口縁部～
体部：被熱痕

口縁部～底部：ナデ
体部下位：炭化物付
着

口唇部平坦・２個１組
小Ｂ突起付く

第１３図 １ NR４０bM５９ SM６０ 円筒下層a式 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：不整綾繰文横
回転 体部：短軸絡条
体第１種Ｌ縦回転

口縁部～体部：ナデ 胎土繊維含む 幅
１．５～２㎝前後粘土紐
外傾接合 口唇部丸
み

第１３図 ２ NO４０bM６３ SM６０ 円筒下層a式 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：不整綾繰文横
回転 体部：上位正反
の合（LR・LL）横回転
中位LR縄文（０段多条）
横回転

口縁部～体部：ナデ 胎土繊維含む 幅
２㎝前後粘土紐外傾
接合 口縁部外反
口唇部丸み

第１３図 ３ NQ３９aM１７ SM６０ 円筒下層c式 深鉢形土器 口縁部 口縁部：LR縄文横回
転・LR縄文側面圧痕

口縁部：ミガキ 口唇部丸み

第１３図 ４ NQ３８cM１７ SM６０ 円筒上層a式 深鉢形土器 口縁部 口縁部：隆線貼り付
け・RL縄文

口縁部：ナデ

第１３図 ５ NQ３９bM２２ SM６０ 円筒上層b式 深鉢形土器 口縁部 口縁部：R縄文Ｃ字形・
側面圧痕

口縁部：ナデ 胎土繊維少量含む

第１３図 ６ NR３８bM１７ SM６０ 円筒上層c式 深鉢形土器 口縁部
口縁部：隆線貼り付
け・隆線脇Ｃ字形刺突
列

口縁部：ミガキ

第１３図 ７ NQ３８dM５６ SM６０ 大木７b式 深鉢形土器 口縁部 口縁部：LR縄文側面
圧痕

口縁部：ナデ 口縁
部体部境界段

口縁部肥厚 弁状突
起か 口唇部平坦

第１３図 ８ NN３９aM１５ SM６０ 大木８a式 深鉢形土器 口縁部 口縁部：上端横位隆線
２条

口縁部：ミガキ 口唇部丸み

第１３図 ９ NN４１bM５９ SM６０ 大木１０式 深鉢形土器 体部 体部：平行弧状低隆線
垂下

体部：ナデ

第１３図 １０ NR３９aM５６ SM６０ 十腰内４式 深鉢形土器 口縁部

口縁部：RL縄文横回
転・横位沈線４条・貼
り瘤１個

口縁部：ミガキ 幅１㎝前後粘土紐内
傾接合 口縁部肥厚
口唇部平坦・内傾
口唇部頂部刻み目加
えた円筒状突起付く

第１３図 １１ NO４０aM５７ SM６０ 十腰内５式 深鉢形土器 口縁部
口縁部：上端刻み目
列・横位沈線間刻み目
列 炭化物付着

口縁部：ナデ 炭化
物付着

口唇部瘤状突起

第１３図 １２ NQ３９aM１７ SM６０ 大洞B１式 深鉢形土器 口縁部

口縁部：横位平行沈線
間帯状文・LR縄文充
填 炭化物付着

口縁部：ナデ 炭化
物付着

幅１～１．５㎝前後粘土
紐内傾接合 口縁部
外反 口唇部平坦・
小突起付く

第１３図 １３ NN３９aM５７ SM６０ 大洞B１式 深鉢形土器 口縁部 口縁部：入組帯状文・
LR縄文

口縁部：ミガキ 口縁部外反 口唇部
小瘤付く

第１３図 １４ NQ３８cM５６ SM６０ 大洞B１式 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：LR縄文横回
転・上下端横位沈線間
入組帯状文・縦位ケズ
リ 体部：LR縄文横
回転 口縁部～体部：
炭化物付着

口縁部：上半ナデ
下半横位ケズリ 体
部：ナデ 口縁部～
体部：炭化物付着

口縁部外反 口縁部
体部境界内屈 口唇
部やや丸み・頂部刻
み目１～２個加えた小
突起付く

第１３図 １５ NP３９bM１７ SM６０ 大洞B１式 深鉢形土器 口縁部

口縁部：LR縄文横回
転・末端横位Ｓ字状沈
線あるクランク状平行
沈線・ミガキ 炭化物
付着

口縁部：ミガキ 炭
化物付着

口縁部外反 口唇部
丸み・斜位刻み目加
えた小山形突起付く

第１３図 １６ NN３９aM１５ SM６０ 大洞B１式 深鉢形土器 口縁部

口縁部：上位・下位
LR縄文横回転 中位
入組帯状文・LR縄文
充填

口縁部：ナデ 幅１．５㎝前後粘土紐
内傾接合 口縁部外
反 口唇部山形突起
付くか

第１３図 １７

NQ３９aM１７
NQ３９aM５６
NQ３９aM５７
NR３８bM５７

SM６０ 大洞B２式 深鉢形土器 口縁部

口縁部：上位入組三叉
文 中位横位沈線１条
下位横長入組三叉文

口縁部：ナデ 幅１．５～２㎝前後粘土
紐内傾接合 口縁部
外反 口唇部平坦・
低山形突起付く

第４章 調査の記録

―１４４―



第９表 掲載土器一覧（２）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第１３図 １８ NN３９bM５７ SM６０ 大洞B２式 深鉢形土器 口縁部

口縁部：上位入組三叉
文 中位横位沈線２条
下位入組三叉文 体
部：LR縄文横回転

口縁部：ナデ 幅２．５㎝前後粘土紐
内傾接合 口縁部外
反 口唇部頂部二山
に分かれる大山形突
起

第１３図 １９ NN３９bM５７ SM６０ 大洞B２式 深鉢形土器 口縁部

口縁部：上位・下位入
組三叉文 中位横位沈
線間横位短沈線列

口縁部：ナデ 幅１．５㎝前後粘土紐
外傾接合 口縁部外
反 口唇部平坦・三
山に分かれる小突起
付く

第１３図 ２０ NN３９aM５７ SM６０ 大洞B２式 深鉢形土器 口縁部 口縁部：入組三叉文・
ナデ

口縁部：ナデ 口唇部平坦・中央く
ぼむ低突起付く

第１３図 ２１ NQ３９cM５９ SM６０ 大洞B２式 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位三叉文
下位横位沈線間横位短
沈線列 体部：LR縄
文横回転

口縁部～体部：ナデ 幅１．５㎝前後粘土紐
内傾接合 口縁部外
反 口唇部平坦・小
山形突起列付く

第１３図 ２２ NP３８dM５５ SM６０ 大洞B２式 深鉢形土器 口縁部
口縁部：上位入組三叉
文か 下位横位沈線間
横位短沈線列

口縁部：ナデ 口縁部外反 口唇部
平坦・山形突起付く

第１４図 １ NS３７cM１７ SM６０ 大洞B２式 深鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位Ｃ字状～
Ｓ字状沈線 口縁部体
部境界：横位沈線１条
体部：LR縄文横回転
底部：摩滅

口縁部～底部：ナデ 口縁部外反 口唇部
丸み 口縁部外反
口縁部入組三叉文変
容か 内外面摩滅著
しく使用痕不明

第１４図 ２ NQ３９bM５６ SM６０ 大洞B２式 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：入組三叉文
口縁部体部境界横位沈
線２条 体部：上位RL
縄文横回転 中位RL
縄文縦走 口縁部～体
部：炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
口縁部～体部上半：
炭化物付着

口縁部外反 口唇部
平坦・Ｂ突起付く

第１４図 ３ NR３９cM５９ SM６０ 大洞B２式 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位横位沈線
１条 中位入組三叉文２
段 下位横位沈線間横
位短沈線列 体部：
LR縄文横回転

口縁部～体部：ナデ 幅１．５㎝前後粘土紐
外傾接合 口縁部外
反 口唇部平坦・二
山に分かれる山形突
起付く

第１４図 ４ NR３８bM５７
NR３８dM５７ SM６０ 大洞BC式 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：咬み合う左傾
羊歯縄文（ミガキなし）
体部：LR縄文横回転

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部外反 口唇部
丸み・押圧状刻み目
列

第１４図 ５ NS３８dM１７ SM６０ 大洞C１～C２式 深鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：ナデ 口縁部
体部境界：横位Ｂ突起
１個 体部：RL縄文（０
段多条）縦走 底部：
ナデ 体部上半：炭化
物付着

口縁部～底部：ナデ
体部：炭化物付着

口唇部丸み

第１４図 ６ NR３８dM５７ SM６０ 大洞C１～C２式 深鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：ナデ・横位沈
線２条 体部：上位L縄
文横回転 中位～下位
L縄文斜位回転（縦走
傾向） 底部：ナデ

口縁部～底部：ナデ 口唇部丸み 口唇部
正面押圧状刻み目４
個

第１４図 ７ NS３８aM１７ SM６０ 大洞C１～C２式 深鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線３条
体部：LR縄文縦走
底部：ナデ 口縁部～
体部上半：炭化物付着

口縁部～体部上半：
横位ケズリ 体部下
半～底部：ナデ 口
縁部：炭化物付着

口唇部丸み・押圧状
刻み目列

第１４図 ８ NQ３９dM１７ SM６０ 大洞C２式 深鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位ミガキ
体部：RL・LR縄文（非
結束羽状縄文）横回転
底部：ケズリ～ナデ
口縁部～体部：炭化物
付着

口縁部～底部：ナデ
口縁部：炭化物付着

口縁部外反 口唇部
刻み目列

第１４図 ９ NQ３８dM５７ SM６０ 縄文晩期 深鉢形土器 口縁部～底部
口縁部：LR縄文横回
転 体部：LR縄文斜～
縦回転 底部：ナデ

口縁部～底部：ナデ
体部中位：炭化物付
着

上面観楕円形 口唇
部押圧状刻み目列

第１４図 １０ NQ３８dM５７ SM６０ 縄文晩期 深鉢形土器 口縁部～体部
口縁部：ナデ 体部：
LR縄文横回転 口縁
部～体部：炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
体部上半：炭化物付
着

口縁部直立 口唇部
丸み・押圧状刻み目
列

第１５図 １ NR３８bM５６ SM６０ 縄文晩期 深鉢形土器 口縁部～体部 口縁部～体部：LR縄
文横回転 炭化物付着

口縁部～体部：ナデ 口唇部平坦

第１５図 ２ NQ３９bM５７ SM６０ 縄文晩期 深鉢形土器 口縁部～底部
口縁部～底部：ナデ？
底部：黒斑 全体摩滅
著しい

口縁部～底部：ナデ
口縁部・底部下位：
炭化物付着

口唇部丸み

第１５図 ３ NO４０bM５７ SM６０ 縄文晩期 深鉢形土器 口縁部～底部
口縁部～体部：LR縄
文横～斜回転 底部：
ナデ

口縁部～底部：ナデ
口縁部～体部上半：
炭化物付着

口唇部丸み

第１５図 ４ NS３８aM１７ SM６０ 大洞C１～C２式 深鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：RL縄
文縦走 底部：ナデ
体部：炭化物付着

口縁部：横位ケズリ
体部～底部：ナデ
体部上位：炭化物付
着

口唇部平坦～丸み

第１５図 ５ NQ３９aM５７ SM６０ 縄文晩期 深鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：LR縄
文横～斜回転 底部：
ナデ 口縁部～体部：
炭化物付着

口縁部～体部上半：
ナデ 体部下半：斜
位ケズリ 底部：ナ
デ

口唇部丸み

第１５図 ６ NQ３９aM５７ SM６０ 縄文晩期 深鉢形土器 口縁部～底部
口縁部～体部：LR縄
文横回転 底部：ナデ
口縁部：炭化物付着

口縁部～底部：ナデ
体部～底部：炭化物
付着

口唇部平坦

第２節 検出遺構と出土遺物
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第１０表 掲載土器一覧（３）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第１５図 ７ NR３８aM５７ SM６０ 縄文晩期 深鉢形土器 口縁部～底部
口縁部～体部：ユビオ
サエ・ナデ 底部：ナ
デ

口縁部～底部：ナデ 小形 口唇部丸み
煮沸痕不明

第１６図 １ NR３９dM５９ SM６０ 大洞B２式 鉢形土器 口縁部～台部

口縁部：入組三叉文
口縁部体部境界：横位
平行沈線間入組三叉文
体部：LR縄文横回転
台部：ナデ 体部上
半：炭化物付着 体部
下半～台部：被熱痕

口縁部～底部：ナデ
体部下位：炭化物付
着

口縁部外反 口唇部
丸み・頂部二山に分
かれた小山形突起列

第１６図 ２ NP３９bM５９ SM６０ 大洞B２式 鉢形土器 口縁部～台部

口縁部：入組三叉文
口縁部体部境界：横位
沈線２条 体部：LR縄
文斜～横回転 台部：
ナデ

口縁部～底部：ナデ
口縁部～体部：炭化
物付着

口縁部外反 口唇部
平坦・頂部二山に分
かれる低山形突起付
く

第１７図 １ NR３８cM５７ SM６０ 大洞B２式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上端LR縄文
横回転 入組三叉文～
弧状沈線 体部：LR
縄文横回転 炭化物付
着

口縁部～体部：ナデ
口縁部～体部上半：
炭化物付着

口縁部～体部境界内
湾 口縁部外傾 口
縁部押圧状刻み目に
よる漣状口縁

第１７図 ２ NQ３８cM５６ SM６０ 大洞B２式 鉢形土器 口縁部～台部

口縁部：上端LR縄文
横回転 横位沈線各２
条間入組三叉文・ミガ
キ 口縁部体部境界：
端部渦巻き状（４か所）
横位沈線１条 体部：
LR縄文横～斜回転
体部台部境界：横位沈
線１条 台部：三角形・
円形透かし・三叉状沈
線 下端横 位 沈 線１
条・LR縄文横回転
体部：黒斑２か所

口縁部：ミガキ 体
部上半：炭化物付着
体部～底部：摩滅

幅１～１．５㎝前後粘土
紐内傾接合 口縁部
外反 口唇部Ｂ突起
列

第１７図 ３ NR３９aM５７ SM６０ 大洞B２式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上端LR縄文
横回転 入組三叉文
口縁部体部境界：沈線
状段差・ミガキ 体
部：上端端部渦巻き状
（４か所）横位沈線１条
体部：LR縄文横～斜
回転 口縁部～体部：
炭化物付着

口縁部～体部上半：
ミガキ 体部下半：
ナデ 口縁部：炭化
物付着

体部膨らむ 口縁部
外反 口唇部平坦・
頂部押圧による非対
称二山の小山形突起
列

第１７図 ４ NP３９bM５７ SM６０ 大洞B２式 鉢形土器 口縁部～台部

口縁部：LR縄文横回
転・クランク状文・ミ
ガキ 体部：上半LR
縄文横回転 下半LR
縄文縦回転 台部：ナ
デ 口縁部～体部：炭
化物付着 台部：被熱
痕

口縁部～底部：ミガ
キ 炭化物付着

口縁部外反 口唇部
丸み・三山状小山形
突起列

第１７図 ５ NP３９aM５７ SM６０ 大洞B２式 鉢形土器 口縁部 口縁部：横位沈線間入
組三叉文 炭化物付着

口縁部：ミガキ 炭
化物付着

口唇部平坦・Ｂ突起
列

第１７図 ６ NO３９dM５７ SM６０ 大洞B２式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上端LR縄文
横回転 上位横位沈線
２条 中位２本１組クラ
ンク状沈線 下位横位
沈線２条・ミガキ 体
部：LR縄文横回転

口縁部～体部：ナデ 幅１㎝前後粘土紐外
傾接合 口縁部僅か
に内湾 口唇部丸
み・小Ｂ突起付く

第１７図 ７ NR３８bM５７ SM６０ 大洞BC式 鉢形土器 口縁部～台部

口縁部：咬み合わない
左傾羊歯状文 体部：
上位～中位LR縄文横
回転 下位横位沈線２
条・ミガキ 体部台部
境界：瘤状突起４個付
く横位隆線１条・隆線
上横位沈線・刻み目
台部：逆Ｓ字状沈線・
沈線両端三角形透かし
穴 中央楕円形透かし
穴 下端横位沈線間刻
み目列 口縁部～体
部：炭化物付着

口縁部：横位沈線１
条・横位ミガキ 体
部：縦位ミガキ 底
部：ミガキ 口縁部
～体部上位：炭化物
付着

口縁部内屈し直立
口唇部丸み・２個１組
の小突起９か所付く
突起間刻み目列

第１７図 ８ NP３９aM５７ SM６０ 大洞BC式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：咬み合わない
左傾羊歯状文 正面縦
位Ｂ突起１個 体部：
LR縄文横～縦回転
底部：ナデ 口縁部～
体部：炭化物付着

口縁部：横位沈線１
条・ミガキ 体部～
底部：ミガキ 口縁
部～体部：炭化物付
着

口縁部内屈し直立
口唇部頂部に小刻み
目３個加えた小突起
列 台部欠損

第１７図 ９ NS３８aM１７ SM６０ 大洞BC式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：クランク状沈
線？ 体部：上位左傾
沈線上下刻み目列・縦
位瘤状突起１個 中位
LR縄文横回転 下位
摩滅

口縁部：摩滅 体部
上半：縦位ミガキ
体部下半～底部：摩
滅 口縁部～体部：
炭化物付着

体部上位内湾 口縁
部短く直立 口唇部
小刻み目列

第４章 調査の記録
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第１１表 掲載土器一覧（４）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第１７図 １０ NR３８bM５７ SM６０ 大洞BC式 鉢形土器 口縁部～台部

口縁部：口唇部Ｂ突起
から連続する横位沈線
体部：上位横位平行沈
線間刻み目列 中位
LR縄文横～縦回転
中位下位境界横位沈線
２条 下位ナデ 体部
台部境界：横位隆線１
条 台部：ナデ 下位
横位沈線２条 口縁
部～台部：被熱痕

口縁部：横位沈線１
条・ナデ 体部～底
部：ナデ 黒斑

口縁部短く外反 口
唇部丸み・Ｂ突起８
個以上 Ｂ突起間刻
み目列

第１７図 １１ NR４０bM５９ SM６０ 大洞BC式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位沈線間刻
み目列 体部：上位横
位沈線間渦巻き状沈
線・刻み目列 LR縄
文横回転 炭化物付着

口縁部～体部：ミガ
キ 炭化物付着

口縁部外反 口唇部
丸み・Ｂ突起付く・
刻み目列

第１７図 １２ NS３７dM１７ SM６０ 大洞BC式 鉢形土器 口縁部

口縁部：上位口唇部刻
みに連結する横位沈線
１条 口縁部 体 部 境
界：横位沈線間左傾沈
線上下交互刻み目列
体部：LR縄文横回転

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部短く外反 口
唇部丸み・小Ｂ突起
付く・刻み目列

第１７図 １３ NQ３９bM５７ SM６０ 大洞BC式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：末端僅かに入
り組む左傾沈線上下交
互刻み目列 体部：
LR縄文横回転 口縁
部～体部：炭化物付着

口縁部～体部：ミガ
キ

口縁部外反 口唇部
丸み・刻み目列

第１７図 １４ NO３９cM５７ SM６０ 大洞BC式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位沈線１条
口縁部体部境界：横位
沈線間左傾沈線・沈線
上下交互刻み目列
体部：LR縄文横回転
口縁部～体部：炭化物
付着

口縁部～体部：ミガ
キ 炭化物付着

口縁部直立 口唇部
丸み・小刻み目列

第１７図 １５ NR３９aM５７ SM６０ 大洞BC式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：咬み合う左傾
羊歯状文 口縁部体部
境界：横位沈線間刻み
目列 体部：咬み合う
左傾羊歯状文 底部：
ミガキ

口縁部～底部：ミガ
キ

口縁部外反 口唇部
丸み・小刻み目

第１８図 １ NQ３８cM５６ SM６０ 大洞BC式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間軸
部に刺のある入組三叉
文 下位下向き弧状沈
線内刻み目 体部：
LR縄文横回転 底部：
ナデ

口縁部～底部：ナデ
体部下位：炭化物付
着

口唇部平坦・２個１組
Ｂ突起列

第１８図 ２ NQ３９bM５７ SM６０ 大洞BC式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間咬
み合わない右傾羊歯状
文 口縁部体部境界：
横位沈線１条 体部：
上位～中位LR縄文横
回転 下位くぼむ・ミ
ガキ 底部：くぼむ・
ナデ 体部：炭化物付
着

口縁部～底部：ナデ
口縁部～体部：炭化
物付着

口唇部丸み・口唇部
から口縁端部外側に
延びる弧状沈線内刻
み目列

第１８図 ３ NR３８aM５７ SM６０ 大洞BC式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：斜位沈線と横
位沈線４条間刻み目列
体部：上位～中位LR
縄文横回転 下位ケズ
リ・ナ デ（有 段） 底
部：僅かにくぼむ・ナ
デ 口縁部～体部：炭
化物付着

口縁部～底部：ナデ
口縁部～体部：炭化
物付着

口唇部平坦・刻み目
列

第１８図 ４ NR３９aM５７ SM６０ 大洞BC式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間刻
み目列２段 口縁部体
部境界：横位沈線１条
体部：上位～中位LR
縄文横回転 中位下位
境界横位沈線１条 下
位ナデ 口縁部～体
部：炭化物付着

口縁部～底部：ナデ
口縁部：炭化物付着

口唇部平坦・押圧状
刻み目列

第１８図 ５ NQ３９bM５７ SM６０ 大洞BC式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：咬み合わない
左傾羊歯状文 口縁部
体部境界：断続する刻
み目列 体部：縦位平
行沈線各２条間刻み目
列充填垂下・沈線間対
向する渦巻き文・LR
縄文充填・ミガキ 下
端横位刻み目列 底
部：浅くくぼむ・ミガ
キ

口縁部～底部：ミガ
キ

椀形 口唇部平坦

第２節 検出遺構と出土遺物
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第１２表 掲載土器一覧（５）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第１８図 ６
NP３８dM５５
NP３８dM５７
NP３９bM５７

SM６０ 大洞BC式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上端押圧状小
刻み目列 咬み合う左
傾羊歯状文 体部：縦
位クランク状文・LR
縄文充填・ミガキ 黒
色物質付着

口縁部～体部：ミガ
キ

椀形 口唇部平坦・
刻み目列

第１８図 ７ NR３９bM５７ SM６０ 大洞C１式 鉢形土器 口縁部～台部

口縁部：上端弧状沈線
列（Ｂ突起列状）・縦位
瘤状突起４か所 ミガ
キ 口縁部体部境界：
横位沈線各２条間小刻
み目列・２個１組小瘤４
か所か 体部：上半
LR縄文横回転・雲形
文・ミガキ 下半LR
縄文横～縦回転 台
部：ミガキ 下端横位
沈線１条（隆線状）・LR
縄文横回転 一部赤彩
残る

口縁部：上端横位沈
線１条・ミガキ 体
部～台部：ミガキ

体部上位内湾 口縁
部外反 口唇部丸
み・縦位瘤状突起両
側小Ｂ突起付く

第１８図 ８ NO３９bM５７ SM６０ 大洞C１式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：ナデ 口縁部
体部境界：横位沈線３
条間交互刻み目充填・
正面横位Ｂ突起 体
部：雲形文・LR縄文
充填・ケズリ 口縁
部：炭化物付着

口縁部：横位沈線１
条・ミガキ 体部：
ミガキ 口縁部～体
部：炭化物付着

口縁部外反 口唇部
内側に弧状沈線加え
たＢ突起列

第１８図 ９ NQ３８cM１７ SM６０ 大洞C１式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位沈線間刻
み目列 体部上半：
LR縄文横回転・入組
文

口縁部：横位沈線１
条・ミガキ 体部：
ミガキ

幅１．５㎝前後粘土紐
内傾接合 口縁部僅
かに内傾 口唇部沈
線加えた台形突起列

第１８図 １０ NQ３８bM５６ SM６０ 大洞C１式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：クランク状横
位 沈 線３段 体 部 上
半：LR縄文横回転・
雲形文・ケズリ・ミガ
キ

口縁部～体部：ミガ
キ 体部：炭化物付
着

幅１㎝前後粘土紐内
傾接合 口縁部外反
口唇部Ｂ突起・刻み
目列

第１８図 １１ NR３８bM１７ SM６０ 大洞C１式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：ミガキ 体
部：上 半RL縄 文（０段
多 条）横 回 転・雲 形
文・ミガキ 下半RL
縄文（０段多条）横回転

口縁部：ミガキ 体
部：横位ケズリ・ミ
ガキ

口縁部外傾 口縁端
部外側肥厚・刻み目
列 口唇部正面小Ａ
突起付く

第１８図 １２ NR３８cM５７
NR３８dM５７ SM６０ 大洞C１式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：端部肥厚・横
位沈線１条 Ｘ字状文
口縁部体部境界：横位
隆線２条・隆線上端部
弧状沈線付くクランク
状沈線・隆線間縦位Ｂ
突起 体部：Ｃ字文？
口縁部～体部：赤彩

口縁部：上位横位沈
線１条・ミガキ 体
部：ミガキ 口縁
部～体部：赤彩

口縁部外反 口唇部
丸み

第１８図 １３ NP３９aM１８ SM６０ 大洞C１式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：Ｃ字状～三叉
状沈線 体部：上位横
位沈線３条 中位～下
位LR縄文横回転 底
部：くぼむ・ナデ 体
部：炭化物付着

口縁部～底部：ナデ
口縁部～体部上半：
炭化物付着

口唇部丸み・Ｂ突起
１０個・Ｂ突起間刻み
目列

第１８図 １４ NR３８bM６３ SM６０ 大洞C１式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線３条
体部：LR縄文横回転
底部：くぼむ・ナデ
口縁部～体部上半：炭
化物付着 体部下半：
被熱痕

口縁部～底部：ナデ 口唇部丸み・Ｂ突起
列

第１８図 １５ NR３８cM２２ SM６０ 大洞C１式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位沈線間刻
み目列・正面貼り瘤
体 部：LR縄 文 横 回
転・雲形文・ケズリ・
ミガキ

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

体部幅１．５㎝前後粘
土紐内傾接合 口縁
部内屈 口唇部刻み
目列・低漣状

第１９図 １ NS３９aM１７ SM６０ 大洞C２式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上端横位沈線
上位押圧状刻み目列
ミガキ 口縁部体部境
界：横位沈線間刻み目
列・２個１組小瘤８か所
か 体部：上半RL縄文
横回転・扁平雲形文・
ミガキ 下半RL縄文
横回転

口縁部：上位横位沈
線１条・Ａ突起部分
刺状突出 ミガキ
体部：ミガキ 口縁
部～体部：炭化物付
着

口縁部体部境界内屈
口縁部直立 口唇部
丸み・刻み目列 Ａ
突起・二山に分かれ
る小突起各４個付く
か

第１９図 ２ NQ３９dM１７ SM６０ 大洞C２式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位横位隆
線・隆線上刻み目列
口縁部体部境界：横位
沈線３条 体部：RL縄
文横回転 炭化物付着

口縁部～体部：ミガ
キ 炭化物付着

口縁部僅かに内傾
口縁端部外折 口唇
部横位沈線１条・Ａ
突起付く 口唇部外
側肥厚・刻み目列

第１９図 ３ NS３８cM１７ SM６０ 大洞C２式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：ナデ 体部：
LR縄文横回転 上位
瘤貼り付け・横位沈線
２条・瘤上縦位短沈線
状刻み目 中位Ｃ字
状？沈線 体部：炭化
物付着

口縁部：上位横位沈
線１条・ナデ 体部：
ナデ

口縁部外反 口唇部
平 坦・横 位 沈 線１
条・頂部刻み目加え
た山形突起付く 山
形突起両側小刻み目
列

第４章 調査の記録
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第１３表 掲載土器一覧（６）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第１９図 ４ NP３９aM５７ SM６０ 大洞C２式 鉢形土器 体部～底部

体部：上半RL縄文横
回転・雲形文・ケズ
リ・ミガキ 下半ミガ
キ 底部：くぼむ・ミ
ガキ

体部：上位横位ミガ
キ 中位～下位縦位
ミガキ 底部：ナデ

体部上端内湾

第１９図 ５ NS３９aM１７ SM６０ 大洞C２式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位・下位横
位沈線各２条 中位RL
縄文横回転・雲形文・
ミガキ 体部：RL縄
文横回転

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部～体部外傾
口唇部肥厚・平坦
口唇部Ａ突起４個・
Ｂ突起８個付く 口
唇部横位沈線１条・
内側小刻み目列

第１９図 ６ NR３９dM５９ SM６０ 大洞C２式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横 位 沈 線３
条・中央沈線内刺突列
正面縦位Ｃ字状突起付
く 口縁部体部境界：
Ｃ字状突起左右横位Ｂ
突起各１個 体部：上
半RL縄文横回転・扁
平雲形文・ナデ 下半
RL縄文横回転 口縁
部～体部：炭化物付着

口縁部～体部上半：
ミガキ 体部下半：
ナデ 口縁部～体部
上半：炭化物付着

口縁部内屈 口唇部
尖り気味・刻み目列

第１９図 ７ NR３９dM５９ SM６０ 大洞C２式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間刻
み目列 体部：RL・
LR縄文（非結束羽状縄
文）横回転 底部：ナ
デ 口縁部～体部：炭
化物付着

口縁部～底部：ナデ
口縁部：炭化物付着

口唇部平坦・横位沈
線１条 口唇部外側
刻み目列

第１９図 ８ NR３９bM１９ SM６０ 大洞C２式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横 位 沈 線６
条・中位横位Ｂ突起
体 部：RL・LR縄 文
（非結束羽状縄文）横回
転 底部：くぼむ・ナ
デ 口縁部～体部：炭
化物付着

口縁部：横位沈線１
条・ナデ 体部～底
部：ナデ 口縁部～
体部：炭化物付着

幅１㎝前後粘土紐内
傾接合 口縁部内湾
し端部外反 口唇部
丸み・小刻み目列

第１９図 ９ NQ３８dM５６ SM６０ 大洞C２式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：ミガキ 口縁
部体部境界：横位沈線
２条・中央横位Ｂ突起
体部：上半LR縄文横
回転・扁平雲形文・ミ
ガキ 下半LR縄文横
回転 底部：浅くくぼ
む 口縁部～底部：赤
彩

口縁部：横位沈線１
条・ナデ 体部～底
部：ナデ 口縁部～
底部：赤彩

口縁部外傾 口唇部
丸み・横位沈線１条
口唇部正面２個１組Ｂ
突起付く

第１９図 １０ NS３８aM１７ SM６０ 大洞C２式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：凹線状沈線間
横位刺突列 体部：R
縄文横～斜回転 口縁
部～体部：炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
体部：炭化物付着

体部～口縁外傾 口
唇部ハ字状刻み目列

第１９図 １１ NR３８bM１７ SM６０ 大洞C２式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：LR縄文横回
転・横位沈線２条 体
部：LR縄文横回転・
扁平雲形文・ナデ 口
縁部：炭化物付着

口縁部～体部：ナデ 幅１．５～２㎝前後粘土
紐内傾接合 口唇部
平坦・刻み目列

第１９図 １２ NR３８cM１７ SM６０ 大洞C２式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部上半：
LR縄文横回転・横位
平行沈線各２条間扁平
渦巻き状沈線 体部下
半：LR縄文横回転
底部：ナデ

口縁部～体部上半：
横位ケズリ・ナデ
体部下半～底部：ナ
デ 体部：炭化物付
着

口縁部～体部僅かに
外傾 口唇部丸み

第１９図 １３ NQ３８dM１６ SM６０ 大洞C２式 鉢形土器 口縁部～体部
口縁部：横位沈線各３
条間連結する渦巻き状
沈線

口縁部：ナデ 椀形 口唇部刻み目
列 一部赤彩残る

第１９図 １４ NR３８bM１７ SM６０ 大洞C２式 鉢形土器 口縁部～体部
口縁部～体部：細沈線
による扁平渦巻き状文

口縁部～体部：ナデ 幅１．５㎝前後粘土紐
内傾接合 口縁部内
湾 口唇部丸み

第２０図 １ NR３９cM５９ SM６０ 大洞C１～C２式 鉢形土器 口縁部～台部

口縁部：横 位 沈 線２
条・ミ ガ キ 体 部：
RL縄文縦走 体部台
部境界：横位沈線１条
台部：下位横位沈線１
条 ミガキ 口縁部～
体部：炭化物付着

口縁部：横位沈線１
条・ミガキ 体部：
上半横位ミガキ 下
半縦位ミガキ 底
部：ナデ 口縁部～
底部：炭化物付着

口縁部直立 口唇部
丸み・刻み目列

第２０図 ２ NS３７dM１７ SM６０ 大洞C１～C２式 鉢形土器 口縁部～台部

口縁部：横 位 沈 線２
条・瘤状突起１個 体
部：LR縄文横回転
台部：ナデ

口縁部～底部：ナデ 口縁部～体部内湾
口唇部丸み・刻み目
列

第２０図 ３ NR３９bM１７ SM６０ 大洞C１～C２式 鉢形土器 口縁部～台部

口縁部：横位幅広沈線
２条 正面縦位二山突
起 体部：LR縄文横
回転 台部：下端横位
沈線１条・LR縄文横回
転 ナデ 口縁部～体
部：炭化物付着

口縁部：横位沈線１
条・ミガキ 体部：
上半ミガキ 下半ナ
デ 底部：ナデ 口
縁部～体部上半：炭
化物付着

体部上位内湾 口縁
部短く直立 口唇部
丸み・小刻み目列

第２０図 ４ NR３８dM５７ SM６０ 大洞C１～C２式 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位沈線３条
口縁部体部境界：縦位
Ｂ突 起 体 部：LR縄
文横回転

口縁部：横位沈線１
条 体部：ナデ 口
縁部～体部上半：炭
化物付着

口縁部短く外反 口
唇部尖る・刻み目列

第２節 検出遺構と出土遺物

―１４９―



第１４表 掲載土器一覧（７）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第２０図 ５ NS３８cM１７ SM６０ 大洞C１～C２式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：ナデ 口縁部
体部境界：横位沈線１
条 体部：RL縄文横
回転 底部：ナデ

口 縁 部：ナ デ 体
部：上半横位ケズリ
下半ナデ 底部：ナ
デ

口縁部外反 口唇部
丸み

第２０図 ６ NS３８aM１７ SM６０ 大洞C１～C２式 鉢形土器 口縁部～底部
口縁部：ナデ 体部：
LR縄文横回転 底部：
くぼむ・ナデ

口縁部：横位沈線１
条・ナデ 体部～底
部：ナデ

口縁部外反 口唇部
丸み 使用痕不明

第２０図 ７ NQ３９bM５７ SM６０ 大洞C１～C２式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
体部：RL縄文（０段多
条）縦走 底部：ナデ
口縁部～体部上半：炭
化物付着

口縁部～底部：ナデ
口縁部～体部：炭化
物付着

口縁部内湾 口唇部
尖る・刻み目列

第２０図 ８ NR３９dM５９ SM６０ 大洞C１～C２式 鉢形土器 口縁部～底部

口 縁 部：RL縄 文 縦
走・横位沈線３条 体
部：RL縄文縦走 底
部：ナデ 口縁部～体
部：炭化物付着

口縁部～底部：ナデ
体部上位：炭化物付
着

口唇部刻み目列

第２０図 ９ NS３８cM５７ SM６０ 大洞C１～C２式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
体部：RL縄文縦走
底部：くぼむ・ナデ
口縁部～体部：炭化物
付着

口縁部～底部：ナデ
口縁部～体部中位：
炭化物付着

口唇部丸み・刻み目
列

第２０図 １０ NR３８dM５７ SM６０ 大洞C１～C２式 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
体部：RL縄文縦走
底部：浅くくぼむ・ナ
デ 口縁部～体部：炭
化物付着

口縁部～底部：ナデ
炭化物付着

口唇部丸み・刻み目
列

第２０図 １１ NR３９bM１７ SM６０ 縄文晩期 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：RL縄
文縦走 底部：欠損
口縁部～体部：炭化物
付着

口縁部～底部：ナデ
口縁部：炭化物付着

口縁部直立 口唇部
丸み

第２０図 １２ NS３８aM１７ SM６０ 縄文晩期 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：R縄文
横回転 底部：摩滅
黒斑 体部：被熱痕

口縁部：横位ケズリ
体部～底部：ナデ
体部上位：炭化物付
着

口唇部小山形突起列

第２０図 １３ NR３８cM５７ SM６０ 縄文晩期 鉢形土器 口縁部～底部 口縁部～体部：LR縄
文横回転 底部：ナデ

口縁部～底部：ナデ 口縁部内湾 口唇部
平坦

第２０図 １４ NS３８aM１７ SM６０ 縄文晩期 鉢形土器 口縁部～底部 口縁部～底部：ナデ 口縁部～底部：ナデ 口唇部丸み 被熱痕
なし

第２０図 １５ NR３８dM５７ SM６０ 縄文晩期 鉢形土器 口縁部～底部 口縁部～底部：ユビオ
サエ・ミガキ

口縁部～底部：ミガ
キ

器表凹凸あり 口唇
部丸み

第２１図 １ NR３８bM５７
NR３８bM６３ SM６０ 大洞B２式 浅鉢形土器 口縁部～台部

口縁部：入組三叉文
口縁部体部境界：横位
沈線間横位短沈線充填
体部：上位正面弧状沈
線３ LR縄文横回転
台部：摩滅 口縁部～
台部：赤彩

口縁部：正面環状～
弧状隆線・隆線上刻
み 目 口 縁 部～底
部：摩滅 赤彩

口縁部外反 口縁部
正面低三山形突起

第２１図 ２ NR３９dM５７ SM６０ 大洞B２式 浅鉢形土器 口縁部～台部

口縁部：横位沈線間入
組三叉文 口縁部体部
境界：横位沈線１条
体部：LR縄文横回転
台部：上位十字～三角
形透かし 下位横位沈
線２条 口 縁 部～台
部：赤彩

口縁部～底部：摩滅 口縁部外反 口唇部
丸み・Ｂ突起列

第２１図 ３ NR３９aM５７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～台部

口縁部～体部：咬み合
わない右傾羊歯状文・
正面台形状瘤貼り付け
ミガキ 台部：中位末
端入り組む横位沈線間
刻み目列 下位横位沈
線間刻み目列 ミガキ
口縁部～台部：赤彩

口縁部：上端浅い横
位沈線１条 ミガキ
体部：ミガキ 体部
底部境界：沈線状段
底部：ミガキ 口縁
部～底部：赤彩

口縁部～体部外傾
口唇部正面Ｂ突起組
み合わせた突起列付
く

第２１図 ４ NO４０aM５７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：上位～中位横
位沈線間刻み目列３段
下位横位短沈線列・沈
線間小瘤 口縁部体部
境界：横位沈線２条
体部：上位～中位LR
縄文横回転 中位下位
境界横位沈線１条 下
位ミガキ？ 底部：ナ
デ

口縁部～底部：ミガ
キ

椀形 台部欠損 口
唇部丸み・Ｂ突起付
く

第２１図 ５ NQ３８cM１７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～台部

口縁部～体部：LR縄
文横回転・クランク
状～三叉状磨り消し
（ミガキ） 体部台部境
界：刻み目列 台部：
三角形透かし穴・弧状
沈線・ミガキ

口縁部：横位沈線１
条・ミガキ 体部～
底部：ミガキ

椀形 口縁端部内側
やや肥厚 口唇部Ｂ
突起列 突起から口
唇部弧状～横位沈
線・沈線外側刻み目
列

第４章 調査の記録
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第１５表 掲載土器一覧（８）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第２１図 ６ NR３９aM５７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：一端弧状に連
結する横位沈線間刻み
目列 体部：上位～中
位Ｋ字文・ミガキ 下
位刻み目列・正面縦位
Ｂ突起１個 底部：ナ
デ

口縁部：上位横位沈
線１条 ミガキ 体
部～底部：ミガキ
口縁部～底部：黒色

口唇部丸み 正面Ｂ
突起２個

第２１図 ７ NR３８aM５７
NR３８cM５７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線１条
体部：上半内側刻み目
列加えた交互Ｃ字文
下半ミガキ 底部：ミ
ガキ

口縁部：横位沈線１
条 ミガキ 体部：
上半ミガキ 下半ナ
デ 底部：ナデ

体部上位内湾 口縁
部外傾 口唇部丸み

第２１図 ８ NQ３９bM５７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：咬み合わない
左傾羊歯状文 体部：
LR縄文横回転 底部：
ミガキ

口縁部～底部：ミガ
キ 黒色

口唇部丸み・正面内
面弧状隆線貼り付け
たＢ突起３・周囲小
Ｂ突起７個か

第２１図 ９ NQ３８cM５６ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：上端LR縄文
横回転 咬み合わない
右傾羊歯状文 体部：
上位正面縦位Ｂ突起
縦位クランク状文・
LR縄文充填・ミガキ
下端LR縄文横回転
底部：ナデ

口縁部：ミガキ 体
部～底部：摩滅

口縁部体部境界内湾
口縁部外傾 口唇部
丸み・大小各２個１組
Ｂ突起４か所付くか

第２１図 １０ NP３９bM１７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：左傾沈線上下
刻み目列 体部：上位
RL縄文横回転・入組
文・ミガキ 中位RL
縄文横回転 中位下位
境界横位沈線１条 下
位ミガキ

口縁部：横位沈線１
条 ミガキ 体部：
縦位ミガキ

口縁部外反 口唇部
丸み・刻み目列

第２１図 １１ NR３８dM５７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：左傾沈線上下
刻み目列 体部：上半
LR縄文横回転・入組
文・ミガキ 下半LR
縄文横回転 底部：く
ぼむ

口縁部：横位ミガキ
体部：縦位ミガキ

体部上位～口縁部幅
１．５㎝前後粘土紐内
傾接合 体部上位内
湾 口縁部短く直立
口唇部丸み・小刻み
目列 口唇部小Ｂ突
起付く

第２２図 １ NQ３８dM５６
NQ３８dM５７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：上端LR縄文
横回転 横位沈線間刻
み目列２段 体部：LR
縄文横回転 底部：環
状沈線二重・ミガキ

口縁部～底部：ミガ
キ

椀形 口唇部平坦・
小Ｂ突起付く

第２２図 ２ NR３９aM５７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間刻
み目列２段 体部：LR
縄文横回転 底部：ナ
デ 体部：黒斑１か所

口縁部～底部：ナデ 口唇部丸み ２個１組
Ｂ突起６か所か

第２２図 ３

NQ３９bM５７
NR３９aM５６
NR３９aM５７
NR３９bM５７

SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上端横位沈線
間刻み目列 Ｃ字状文
口縁部体部境界：横位
沈線間刻み目列 体
部：LR縄文横回転
下端横位沈線間刻み目
列

口縁部～体部：ミガ
キ

椀形 口唇部丸み・
２個１組小Ｂ突起５か
所付く

第２２図 ４ NR３９aM５７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間刻
み目列２段 体部：LR
縄文横回転 底部：環
状沈線・ミガキ

口縁部～底部：ミガ
キ

椀形 口唇部平坦・
小Ｂ突起付く

第２２図 ５ NR３９aM５７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：上位LR縄文
横回転 中位～下位横
位沈線間刺突列２段
体部：LR縄文横回転・
横位Ｓ字状文～三叉状
文 底部：ナデ

口縁部～底部：ミガ
キ

口唇部平坦・２個１組
Ｂ突起６か所か

第２２図 ６ NQ３９bM５７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上端LR縄文
横回転 横位沈線間刻
み目列２段 体部：LR
縄文横回転・渦巻き
状～三叉状曲線文

口縁部～体部：ミガ
キ

椀形 口唇部平坦・
Ｂ突起付く 正面Ｂ
突起４個以上

第２２図 ７
NQ３９cM５９
NQ４０bM５９
NR４０aM５９

SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～底部
口縁部：横位沈線３条
体部：三叉状～弧状沈
線 底部：ケズリ

口縁部～底部：ナデ 椀形 口唇部丸み

第２２図 ８ NR３８dM５７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：咬み合わない
左傾羊歯状文 体部：
縦位対向連弧状沈線４
か所・対向渦巻き状～
三叉状沈線・LR縄文
充填・ミガキ 底部：
浅くくぼむ・ナデ 体
部：被熱ハジケ

口縁部～底部：ミガ
キ 体部：被熱ハジ
ケ

椀形 口唇部丸み・
２個１組小Ｂ突起４か
所付く

第２２図 ９ NQ３９bM５７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：平行横位沈線
間刻み目列 体部：大
腿骨文・RL縄文充填・
ミガキ 底部：ミガキ

口縁部～底部：ミガ
キ 黒色

口唇部平坦・２個１組
小Ｂ突起４か所

第２節 検出遺構と出土遺物
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第１６表 掲載土器一覧（９）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第２２図 １０ NR３８cM５７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：咬み合わない
右傾羊歯状文 体部：
上半RL縄文横回転・
入組文・ミガキ 下半
RL縄 文 横 回 転 底
部：浅くくぼむ・ミガ
キ

口縁部：横位ミガキ
体部：縦位ミガキ
底部：ナデ～ミガキ

口縁部内屈 口唇部
ほぼ平坦

第２２図 １１ NS３９aM１７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：上位横位沈線
２条・下位横位沈線３
条・中位刻み目列充填
体 部：LR縄 文 横 回
転・入組文・菱形文・
ミガキ 体部底部境
界：横位沈線２条 底
部：浅くくぼむ・ナデ

口縁部～底部：ミガ
キ

椀形 口唇部丸み

第２３図 １ NP３９aM５７ SM６０ 大洞BC式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
体部：上位～中位大腿
骨文・LR縄文充填・
ミガキ 下位LR縄文
横回転 底部：ナデ
体部：黒斑３か所

口縁部～底部：ミガ
キ 黒斑１か所

口唇部丸み

第２３図 ２ NO３９dM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～台部

口縁部：Ｃ字状刻み目
付く横位沈線２条 体
部：雲形文・LR縄文
充填・ケズリ・ミガキ
体部台部境界：両側に
沈線伴う横位隆帯１条
台部：ミガキ

口縁部：横位隆線１
条・隆線下横位沈線
１条 口縁部～底部：
摩滅

口唇部肥厚・丸み
口唇部外側弧上沈線
加えたＢ突起列

第２３図 ３ NQ３８dM５６
NR３８cM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～台部

口縁部：横 位 沈 線２
条・ミガキ 体部：雲
形文・ケズリ・ミガキ
台部：上半横位隆線２
条・弧状沈線加えた瘤
貼り付け・渦巻き状沈
線・透かし穴 下端肥
厚・横位沈線１条（隆線
状） ミガキ 口縁部～
台部：赤彩

口縁部～体部：ミガ
キ 底部：くぼむ・
ミガキ 口縁部～底
部：赤彩

椀形 口唇部肥厚・
弧状～三角形沈線
（突起列状）

第２３図 ４ NR３９aM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～底部：LR縄
文横回転・雲形文重
畳・ケズリ 口縁部～
体部：黒斑

口縁部～体部：横位
ケ ズ リ・ナ デ 底
部：ナデ 口縁部～
体部：黒斑

口唇部隆線上刻み目
列 口縁端部外側Ｂ
突起列

第２４図 １ NP３９bM１７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：上端横
位沈線２条 入組文・
LR縄文・ミガキ 体
部底部境界：横位沈線
２条 底部：浅くくぼ
む・ナデ

口縁部～底部：ナデ 椀形 口唇部平坦

第２４図 ２ NR３９aM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間刻
み目列 体部：雲形
文・ミガキ 底部：く
ぼむ・ナデ

口縁部～底部：ミガ
キ 黒色

口唇部丸み

第２４図 ３ NQ３８dM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：上端端
部口唇部に接する横位
沈線上位刻み目列 上
半入組文・LR縄文充
填・ミガキ 下半ミガ
キ 底部：ミガキ

口縁部：横位ミガキ
体部～底部：縦位ミ
ガキ

幅１㎝前後粘土紐内
傾接合 椀形 口唇
部丸み

第２４図 ４ NR３８cM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位沈線間刺
突状小刻み目列断続充
填 体 部：上 半LR縄
文横回転・クランク状
文・ミガキ 下半LR
縄文横～斜回転 底
部：くぼむ

口縁部～体部：ミガ
キ

幅１㎝前後粘土紐内
傾接合 椀形 口縁
部内湾 口唇部平坦

第２４図 ５ NR３８cM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線各２
条間刻み目列断続 体
部：雲形文・LR縄文
充填・ミガキ 体部底
部境界：横位沈線３条
底部：浅くくぼむ・ミ
ガキ

口縁部～底部：ミガ
キ

椀形 口唇部丸み

第２４図 ６ NQ３９dM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間刻
み目列 体部：LR縄
文横回転・雲形文・ミ
ガキ 底部：くぼむ・
ミガキ

口縁部～底部：ナデ 口唇部丸み

第２４図 ７ NR３９aM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：雲形
文・LR縄文充填・ケ
ズリ・ミガキ 底部：
くぼむ・ミガキ

口縁部～底部：上端
隆線状肥厚 ナデ
口縁部：炭化物付着

口唇部丸み

第２５図 １ NR３８bM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位沈線間刻
み目列断続充填 体
部：雲形文・LR縄文
充填・ケズリ・ミガキ

口縁部～体部：ミガ
キ

椀形 口唇部丸み

第４章 調査の記録
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第１７表 掲載土器一覧（１０）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第２５図 ２ NR３８dM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間刻
み目列 体部：雲形
文・RL縄文充填・ケ
ズリ 底部：浅くくぼ
む

口縁部～底部：摩滅 椀形 口唇部平坦
内外面摩滅著しい

第２５図 ３ NR３９bM５６ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間刻
み目列断続充填 体
部：雲形文・LR縄文
充填・ケズリ・ミガキ
底部：ミガキ

口縁部～底部：ミガ
キ

椀形 口唇部丸み
口縁部補修孔３か所
残る 他に打ち欠き
または回転穿孔によ
る未貫通補修孔痕跡
残る

第２５図 ４ NS３８aM１７
NS３８aM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間刻
み目列 体部：RL縄
文横回転・雲形文・ケ
ズリ・ミガキ 底部：
環状沈線二重・ミガキ

口縁部～底部：ミガ
キ

椀形 口唇部僅かに
丸み

第２５図 ５ NN３９dM１５
NN３９dM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間小
刻み目列 体部：浮き
彫り状渦巻き状文 底
部：くぼむ

口縁部～底部：摩滅 椀形 口唇部丸み

第２６図 １ NR３８bM６３ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：上端刻
み目列 LR縄文横回
転・雲形文・ケズリ・
ミガキ 底部：浅くく
ぼむ・ミガキ

口縁部～底部：ミガ
キ

椀形 口唇部丸み

第２６図 ２ NR３８cM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：上端横
位沈線２条 雲形文・
RL縄文充填 底部：
ナデ 体部～底部：黒
斑

口縁部：横位ケズリ
体部～底部：ナデ
口縁部～体部：黒斑

口唇部丸み

第２６図 ３ NS３８cM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部
口縁部～体部：LR縄
文横回転・雲形文・ケ
ズリ 底部：摩滅

口縁部～底部：ナデ 口唇部弧状沈線を基
部に加えたＢ突起列

第２６図 ４ NR３８bM５７
NR３８bM６３ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線３条
体部：雲形文・LR縄
文充填・ケズリ・ミガ
キ 底部：くぼむ・ミ
ガキ

口縁部～底部：摩滅 口縁部～体部外傾
口唇部内側横位隆線
１条・刻み目列 口
唇部中央～外側弧状
沈線加えた突起列

第２７図 １ NO３９aM１８
NP３９aM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
体部：雲形文・LR縄
文充填・ミガキ 底
部：浅くくぼむ・ミガ
キ

口縁部：上端肥厚・
横位沈線１条（隆線
状） ミガキ 体部
～底部：ミガキ

口縁部～体部外傾
口唇部連続した弧状
沈線加え突起列状

第２７図 ２ NP３９aM５７
NR３９aM２２ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：上位横位沈線
３条・下位横位沈線２
条・中位刻み目列充填
体部：雲形文・LR縄
文充填・ミガキ 底
部：くぼむ・ミガキ

口縁部：上半肥厚・
三角形抉り ミガキ
体部～底部：ミガキ

口縁部～体部外傾
口唇部三角形抉り加
えた突起列

第２８図 １ NS３８aM１７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～体部

口縁部～体部：LR縄
文横回転・雲形文・浅
いケズリ・ミガキ

口縁部：横位沈線１
条 ナデ 体部：ナ
デ 体部底部境界：
横位沈線１条

口縁部～体部外傾
口縁端部外側弧状沈
線加えたＢ突起列
口唇部刻み目列

第２８図 ２ NR３８bM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
ミガキ 体部：連結す
るＣ字状～山形状沈線
文・五角形状～台形状
文 ミガキ 底部：く
ぼむ・ミガキ 口縁部～
底部：赤彩

口縁部～底部：ミガ
キ 赤彩

口唇部丸み・正面Ｂ
突起付く

第２８図 ３ NR３８bM６３
NR３８dM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：上端弧
状沈線加えた突起列・
突起間刻み目列 渦巻
き状～弧状沈線・ミガ
キ 底部：楕円形沈
線・ミガキ

口縁部～底部：ナデ 椀形 口唇部肥厚・
横位沈線１条

第２９図 １ NR３８aM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
ミガキ 体部：ミガキ
底部：浅くくぼむ・ミ
ガキ 口縁部～底部：
赤彩

口縁部～底部：ミガ
キ 赤彩

椀形 口唇部丸み・
口縁部沈線と連続す
る弧状沈線加えたＢ
突起２個付く

第２９図 ２ NP３８dM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
ミガキ 体部：ミガキ
底部：くぼむ・ミガキ
口縁部～底部：赤彩

口縁部：上位隆線状
肥厚 ミガキ 体部：
ミガキ 底部：ナデ
口縁部～底部：赤彩

口唇部平坦・弧状沈
線基部に加えたＢ突
起２個

第２９図 ３ NS３８aM５７
NS３８bM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
ミガキ 体部：ミガキ
底部：浅くくぼむ・ミ
ガキ 口縁部～底部：
赤彩

口縁部～底部：ミガ
キ 赤彩

椀形 口唇部丸み・
弧状沈線加えた突起
２個付く

第２９図 ４ NR３９bM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
横位ケズリ 体部：横
位ケズリ 底部：浅く
くぼむ・ナデ

口縁部～底部：ナデ 椀形 口唇部丸み

第２節 検出遺構と出土遺物

―１５３―



第１８表 掲載土器一覧（１１）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第２９図 ５ NR３８cM５７ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
ミガキ 体部：ミガキ
底部：浅くくぼむ・ミ
ガキ 口縁部～底部：
赤彩

口縁部～底部：ミガ
キ 赤彩

椀形 口唇部丸み

第２９図 ６ NQ３８dM２２ SM６０ 大洞C１式 浅鉢形土器 口縁部～底部
口縁部～体部：ナデ・
ミガキ 底部：浅くく
ぼむ・ケズリ・ミガキ

口 縁 部～底 部：ナ
デ・ミガキ

椀形 口唇部丸み・
Ｂ突起列

第２９図 ７ NR３８cM１７
NR３８cM２２ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～台部

口縁部：横位平行沈線
各２条間扁平雲形文・
ミガキ 体部：ミガキ
体部台部境界：横位沈
線３条 台部：下端横
位沈線２条 ミガキ
口縁部～台部：赤彩

口縁部：ミガキ 口
縁部体部境界：横位
沈線２条（隆線状）・
一部LR縄文施文？
体部～底部：ミガキ
口縁部～底部：赤彩

椀形 口縁端部内側
僅かに肥厚 口唇部
両脇に小突起付く低
Ａ突起・二山の小突
起各４か所 突起～
口唇部沈線巡る

第２９図 ８ NR３８cM５７
NR３８dM５７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位Ｃ字状・
渦巻き状沈線・ミガキ
口縁部体部境界：横位
沈線間交互刺突列・押
圧状刻み目加えた小瘤
貼り付け・ミガキ 体
部：上半LR縄文横回
転・扁平雲形文・ミガ
キ 下半LR縄文横回
転 底部：環状沈線・
ミガキ

口縁部：上端横位沈
線１条 ミガキ 体
部～底部：ミガキ

体部上半内湾 口縁
部外反 口唇部外側
弧状沈線加えた小Ｂ
突起列状 口唇部二
山に分かれた低山形
突起付く 口縁部補
修孔２か所

第２９図 ９ NR３８cM５７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上端横位Ｂ突
起 上位横位沈線２条
横位ミガキ 口縁部体
部境界：横位沈線間小
刺突列２段・弧状沈線
加えた低突起 体部：
上半LR縄文横回転・
扁平雲形文・ミガキ
下半LR縄文横回転

口縁部：上位横位沈
線２条 ミガキ 体
部：上半横位ミガキ
下半縦位ミガキ

体部上位内湾 口縁
部外反 口唇部平坦
口唇部正面連弧状沈
線・内側小刺突列・
Ｂ突起付く

第２９図 １０ NP３９dM５７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位ミガキ
体部：上半RL縄文横
回転・扁平雲形文 下
半ミガキ 底部：浅く
くぼむ・ミガキ

口縁部～体部：ミガ
キ 底部：ナデ

椀形 口縁端部外側
肥厚 口唇部平坦・
横位沈線１条・Ｂ突
起付く 外面～口唇
部一部赤彩残る

第２９図 １１ NS３８bM１７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：ミガキ
底部：浅くくぼむ・ミ
ガキ 口縁部～底部：
赤彩

口縁部～底部：ミガ
キ 赤彩

口縁部外反 口唇部
外側に広がる 口唇
部横位沈線１条 口
唇部Ａ突起・口唇部
外側二山に分かれる
突起付く

第３０図 １ NR３９aM５６ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：上端横
位沈線３条 上半RL縄
文横回転・扁平雲形
文・ナデ 下半ナデ
底部：環状沈線・ナデ

口縁部～底部：ナデ
～ミガキ 赤彩

椀形 口唇部丸み

第３０図 ２ NR３８dM１７
NS３８aM１７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横 位 沈 線２
条・上位沈線上刻み目
列 体 部：上 半LR縄
文横回転・扁平雲形文
下半ミガキ 底部：環
状沈線二重・ナデ

口縁部～底部：ナデ 椀形 口唇部丸み

第３０図 ３ NR３８bM１７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：上位横位沈線
上刻み目列 中位～下
位RL縄文横回転・扁
平雲形文 体部：ナデ
底部：環状沈線二重

口縁部～底部：ナデ 椀形 口唇部丸み

第３０図 ４ NR３８dM５７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：RL縄
文横回転・扁平雲形
文・浅いケズリ 底
部：ナデ

口縁部～底部：ナデ 口唇部平坦・横位沈
線１条

第３０図 ５ NR３８dM５７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
体部：RL縄文横回転・
扁平雲形文・浅いケズ
リ・ミガキ 底部：ミ
ガキ

口縁部～体部：ミガ
キ 体部底部境界：
沈線状段 底部：ミ
ガキ

椀形 口唇部丸み

第３１図 １ NR３８bM１７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
体 部：LR縄 文 横 回
転・扁平雲形文・ミガ
キ？ 底部：ナデ

口縁部～底部：ナデ 口唇部僅かに肥厚・
横位沈線１条 赤彩
僅かに残る 摩滅著
しい

第３１図 ２ NR３８cM１７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：上端横
位沈線２条 LR縄文横
回転・扁平雲形文・ミ
ガキ 体部底部境界：
横位沈線２条 底部：
ナデ

口縁部～底部：ナデ 幅１㎝前後粘土紐内
傾接合か 口縁部～
体部外傾 口唇部平
坦

第３１図 ３

NQ３８dM５６
NR３８bM１７
NR３８cM５７
NS３８aM１７

SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：上端横
位沈線２条 RL縄文横
回転・扁平雲形文・ミ
ガキ 底部：ナデ

口縁部～底部：ナデ 口縁部～体部外傾
口唇横位沈線１条

第４章 調査の記録

―１５４―



第１９表 掲載土器一覧（１２）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第３２図 １ NR３８dM１７
NR３８dM５７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線３条
体部：LR縄文横回転・
扁平雲形文・ナデ～ミ
ガキ 底部：ナデ

口縁部～体部：ナデ
体部底部境界：横位
沈線１条 底部：ナ
デ

口縁部～体部外傾
口唇部平坦・横位沈
線１条

第３３図 １ NQ４０bM５９ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：LR縄
文横回転・雲形文・ナ
デ 底部：ナデ

口縁部～底部：ナデ 口唇部平坦・横位沈
線１条・小Ａ突起４か
所 口唇部外側刻み
目列

第３３図 ２ NS３８cM５７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：LR縄
文横回転・雲形文・ミ
ガキ 底部：ミガキ

口縁部～底部：ミガ
キ

口唇部頂部沈線ある
小Ａ突起４か所 口
縁端部外側弧状沈線
加えたＢ突起列

第３３図 ３ NS３８cM１７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横 位 沈 線２
条・上位沈線Ａ突起下
棘状突出 体部：LR
縄文横回転・扁平雲形
文・ミガキ 底部：ミ
ガキ

口縁部：上端横位沈
線１条（隆線状） ミ
ガキ 体部：ミガキ
体部底部境界：隆線
１条・隆線上LR縄文
底部：ミガキ

椀形 口唇部肥厚・
横位沈線１条・Ａ突
起４か所か 口唇部
外側Ａ突起間交互刻
み目列

第３３図 ４ NQ３８cM５６
NS３８cM１７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
体部：LR縄文横回転・
扁平雲形文・ミガキ
体部底部境界：横位沈
線２条 底部：ナデ

口縁部～体部：ミガ
キ 体部底部境界横
位沈線状段 底部：
ミガキ

椀形 口唇部外側に
刺状突出部付く横位
沈線１条 口唇部外
側刺状突出部と交互
の刻み目列 口唇部
内側肥厚・刻み目列
一部赤彩残る

第３３図 ５ NS３８cM１７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：上端横
位沈線３条 扁平雲形
文・RL縄文・ミガキ
底部：ナデ

口縁部～底部：ナデ 口縁部～体部外傾
口唇部横位沈線１条
口唇部外側と口縁端
部外側交互刻み目列

第３３図 ６ NQ３８cM５６ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：上端横
位沈線２条 扁平雲形
文・RL縄文充填・ミ
ガキ 底部：ミガキ

口縁部：ミガキ 体
部：横位沈線１条（有
段） ミガキ 底部：
ミガキ

口縁部～体部外傾
口唇部肥厚 口唇部
横位沈線１条 口唇
部外側と口縁端部外
側交互刻み目列・Ａ
突起付く

第３４図 １ NR３９bM５７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：RL縄
文横回転・雲形文・ミ
ガキ 底部：ミガキ
口縁部～底部：黒斑１
か所

口縁部：上位横位隆
線１条・隆線上刻み
目 列 ミ ガ キ 体
部：下位横位隆線１
条・隆線上LR縄文
横回転 ミガキ 底
部：ミガキ

口唇部平坦・外側に
刻み目加えた横位沈
線１条・小Ａ突起４か
所 口唇部外側刻み
目列

第３４図 ２ NQ３９dM１７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：LR縄
文横回転・雲形文・浅
いケズリ・ミガキ 底
部：ナデ

口 縁 部：ナ デ 体
部：下位横位隆線１
条・隆線上LR縄文
横 回 転 ナ デ 底
部：ナデ

口縁端部内側隆線状
肥厚 口唇部平坦・
外側に三角形状刻み
目加える横位沈線１
条・Ａ突起４か所
口唇部外側刻み目列
体部補修孔２個

第３５図 １ NQ３９aM１７
NR３８cM５７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
体部：扁平雲形文・
LR縄文充填・ミガキ
体部底部境界：横位沈
線３条・底部外側低隆
線状 底部：ミガキ

口縁部～体部：ミガ
キ 体部底部境界：
横位沈線状段 底
部：ミガキ

口縁部～体部外傾
口唇部肥厚・平坦
口唇部Ａ突起４個付
く 口唇部横位沈線
１条 沈線外側と口
縁端部外側交互刻み
目 赤彩か

第３５図 ２ NS３８cM１７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
体部：扁平雲形文・
RL縄文充填・ミガキ
底部：ミガキ 口縁
部～底部：にぶい赤彩

口縁部：上端隆線状
肥厚 ナデ 体部：
ナデ 体部底部境
界：横位沈線状段
口縁部～底部：にぶ
い赤彩

口縁部～体部外傾
口唇部内側肥厚 口
唇部外側刻み目列
口唇部外側刻み目列
と交互に刺状突出付
く横位沈線１条 口
唇部Ａ突起４か所

第３５図 ３ NR３８dM５７
NR３９bM５６ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線３条
体 部：LR縄 文 横 回
転・扁平雲形文・ナデ
体部底部境界：横位沈
線３条 底部：ナデ

口縁部～体部：ナデ
体部底部境界：横位
沈線状段差 底部：
ナデ

口縁部～体部外傾
口唇部内側肥厚 口
唇部連弧状沈線・外
側刻み目列 口唇部
Ａ突起４か所 Ａ突
起間口唇部外側横位
Ｂ突起

第３６図 １ NR３９bM５６ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
ナデ 体部～底部：ナ
デ 底部：黒斑

口縁部：上位隆線状
肥厚 ナデ 体部～
底部：ナデ

口唇部平坦・横位沈
線１条 Ａ突起２残る
Ａ突起間口唇部沈線
と連続する弧状沈線
を基部に加えるＢ突
起 口縁端部外側刻
み目列

第３６図 ２ NR３９bM２０ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線２条
ミガキ 体部：ミガキ
底部：浅くくぼむ・ミ
ガキ 口縁部～底部：
赤彩

口縁部：横位沈線２
条 ミガキ 体部：
ミガキ 体部底部境
界：横位沈線１条
底部：ミガキ 口縁
部～底部：赤彩

口縁部～体部外傾
口唇部平坦・横位沈
線１条 口唇部Ａ突
起・口唇部外側Ｂ突
起付く

第２節 検出遺構と出土遺物
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第２０表 掲載土器一覧（１３）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第３６図 ３ NR３９cM５９
NS３９aM１７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横 位 沈 線２
条・上位沈線Ａ突起直
下刺状突出 ミガキ
体部：ミガキ 底部：
浅くくぼむ・ミガキ

口縁部：上端横位沈
線状段 ミガキ 体
部：ミガキ 体部底
部境界：沈線状段
底部：ミガキ

口縁部～体部外傾
口唇部肥厚 口唇部
横位沈線１条 口唇
部Ａ突起１個Ｂ突起２
個１組４か所付く 一
部赤彩残る

第３６図 ４ NR３９aM１７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：横位ケ
ズリ 底部：ナデ・不
整細沈線

口縁部～体部：横位
ケズリ 底部：ケズ
リ・不整沈線

口縁部～体部外傾
口唇部平坦・横位沈
線１条・内側刻み目
列 口唇部Ａ突起４
か所

第３６図 ５ NR３８dM５７ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：上端横位沈線
２条 ミガキ 口縁部
体部境界：横位沈線２
条 体部：ミガキ 体
部底部境界：横位沈線
２条 底部：ミガキ

口縁部～底部：ミガ
キ

椀形 口唇部平坦・
横位沈線１条 一部
赤彩残る

第３６図 ６ NR３８cM５７ SM６０ 大洞C１～C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：横位ケ
ズリ 底部：ナデ

口縁部～体部：横位
ケズリ 体部底部境
界：横位沈線１条
底部：ナデ

口縁部～体部外傾
口唇部丸み

第３７図 １ NQ３９bM５７ SM６０ 大洞BC式 壺形土器 口縁部～底部
口縁部～底部：ミガキ 口縁部：ミガキ 体

部～底部：ナデ
口縁部外反 口唇部
丸み 内外面黒色
底部焼成後穿孔

第３７図 ２ NQ３８dM５７ SM６０ 大洞BC式 壺形土器 口縁部～底部 口縁部～底部：ミガキ 口縁部：ミガキ 体
部～底部：ナデ

口縁部外反 口唇部
平坦 内外面黒色

第３７図 ３ NQ３９bM５７ SM６０ 大洞BC式 壺形土器 口縁部～底部
口縁部～底部：ミガキ
体部下位～底面：被熱
ハジケ

口縁部：ミガキ 体
部～底部：ナデ

口縁部外反 口唇部
丸み 内外面赤彩

第３７図 ４ NQ３８cM５７
NQ３８dM５７ SM６０ 大洞BC式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：ミガキ 口縁
部体部境界：くぼむ
体部～底部：ミガキ

口縁部：ミガキ 体
部～底部：ナデ

口縁部外反 口唇部
丸み

第３７図 ５ NQ３９aM５６ SM６０ 大洞BC式 壺形土器 口縁部～底部 口縁部～底部：ミガキ
体部：黒斑２か所

口縁部：ミガキ 体
部～底部：ナデ

口縁部内湾 口唇部
丸み 内外面黒色

第３７図 ６ NQ３８dM５７ SM６０ 大洞BC式 壺形土器 口縁部～底部
口縁部～底部：ミガキ 口縁部：ミガキ 体

部～底部：ナデ
口縁部僅かに内傾し
てして外湾 口唇部
丸み

第３７図 ７ NQ３９bM５７ SM６０ 大洞BC式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：ミガキ 頸
部：下端横位沈線間刻
み目列 ミガキ 体
部：ミガキ 底部くぼ
む・ミガキ 口縁部～
底部：被熱ハジケ

口縁部～頸部：ミガ
キ 体部～底部：ナ
デ 口縁部～頸部：
被熱ハジケ

口唇部丸み 体部下
位焼成後穿孔

第３７図 ８ NQ３８cM５６ SM６０ 大洞BC式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：ミガキ 頸
部：下端横位沈線間刻
み目列 ミガキ 体
部：ミガキ 底部：浅
くくぼむ・ミガキ 口
縁部～底部：赤彩

口縁部～頸部：ミガ
キ 体部～底部：ナ
デ 口縁部～頸部：
赤彩

口唇部丸み

第３７図 ９ NR３８dM５７ SM６０ 大洞BC式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：ミガキ 体
部：上半横位沈線間Ｃ
字状刻み目列交互２段
充填 下半～底部入組
文・ケズリ・ミガキ
口縁部～底部：赤彩

口縁部：横位沈線間
刻み目列 ナデ 体
部～底部：ナデ 口
縁部～底部：赤彩

口縁部内湾 底部瘤
状突出部４か所

第３７図 １０ NR３９aM５７ SM６０ 大洞BC式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：ミガキ 体
部：上位横位沈線間刻
み目列２段 中位～下
位LR縄文横回転 底
部：ミガキ 体部：黒
斑２か所

口縁部：ミガキ 体
部～底部：ナデ

口縁部外反 口唇部
丸み

第３７図 １１
NQ３８cM１７
NQ３８cM５６
NR３９aM５６

SM６０ 大洞BC式 壺形土器 頸部～底部

頸部：横位沈線間縦位
Ｂ突起・渦巻き状～三
叉状沈線 体部：上半
渦巻文・LR縄文充填
下半LR縄文横回転
底部：ナデ 体部～底
部：被熱ハジケ

頸部：ミガキ 体
部～底部：ナデ

第３８図 １ NQ３８dM５７ SM６０ 大洞C１式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：上位肥厚・横
位沈線１条 摩滅 口
縁部体部境界：横位沈
線１条 体部：摩滅
底部：突出４か所 中
央浅くくぼむ 摩滅
口縁部～底部：赤彩

口縁部：横位沈線１
条 摩滅 体部～底
部：摩滅 口縁部～
底部：赤彩

口縁部内湾 口唇部
丸み

第３８図 ２ NR３８cM５７ SM６０ 大洞C１式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部～頸部：ミガキ
頸部体部境界：横位隆
線２状・縦位Ｂ突起４個
体部：ミガキ 底部：
くぼむ・ミガキ 口縁
部～底部：赤彩 口縁
部～体部：被熱ハジケ

口縁部～底部：ナデ
口縁部：赤彩

口縁端部外反 口唇
部丸み

第４章 調査の記録
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第２１表 掲載土器一覧（１４）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第３８図 ３ NS３８aM１７ SM６０ 大洞C１式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線１条
頸部：縦位橋状突起４
個で結合した横位隆線
２条・隆線中央小Ｂ突
起付く 体部：ミガキ
底部：浅くくぼむ 摩
滅 体部：被熱ハジケ

口縁部～底部：ナデ 頸部内傾 口縁部外
傾し端部直立 口唇
部丸み

第３８図 ４ NR３８cM５７ SM６０ 大洞C１式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部～頸部：上端横
位沈線間刻み目列
LR縄文横回転・雲形
文・ケズリ・ミガキ
頸部体部境界：隆線様
横位沈線３条間交互に２
個１組刻み目・ミガキ
体部：LR縄文・雲形
文・ミガキ 底部：浅
くくぼむ・ミガキ

口縁部：横位沈線１
条 ミガキ 頸部：
ミ ガ キ 体 部～底
部：ナデ

口縁部～頸部外反
口唇部丸み 口唇部
正面弧状沈線加えた
Ｂ突起５個付くか

第３８図 ５ NQ３９aM５７ SM６０ 大洞C１式 壺形土器 頸部～底部

頸部：交互刻み目加え
た横位沈線２条・正面
横 位Ｂ突 起 体 部：
LR縄文横回転・雲形
文・ケズリ 底部：く
ぼむ・ナデ 頸部～体
部：黒斑２か所

頸部～底部：ナデ

第３８図 ６ NR３８bM５７ SM６０ 大洞C１式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：ナデ 体部：
上半大腿骨文・LR縄
文充填・ケズリ 下半
LR縄文横～斜回転
底部：浅くくぼむ・ナ
デ 口縁部～体部：黒
斑１か所

口縁部～底部：ナデ 口縁部内湾 口唇部
丸み

第３８図 ７ NR３８dM５７ SM６０ 大洞C１式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線１条
体部：上位上下交互に
刻み目ある羊歯状文・
正面縦位Ｂ突起 中位
LR縄文横回転・末端
反転し弧状沈線加えた
入組文多重・ナデ 下
位LR縄文横回転 底
部：LR縄文

口縁部：横位沈線１
条 ナデ 体部～底
部：ナデ

口縁部外反 口唇部
丸み・小突起２個残

第３９図 １ NR３９dM５９ SM６０ 大洞C２式 壺形土器 口縁部～底部
口縁部～底部：ミガキ
赤彩 体部：被熱ハジ
ケ

口縁部：ミガキ 体
部～底部：ナデ 口
縁部：赤彩

口縁部外反 口唇部
肥厚・平坦・沈線１
条

第３９図 ２ NQ３９bM５６ SM６０ 大洞C１式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部～頸部：ミガキ
頸部体部境界：横位隆
線１条 体部：ミガキ
底部：浅くくぼむ・ミ
ガキ 口縁部～底部：
赤彩 体部：被熱ハジ
ケ

口縁部：ミガキ 頸
部～底部：ナデ 口
縁部：赤彩

口縁端部短く直立

第３９図 ３ NQ３９aM１７ SM６０ 大洞C２式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部～頸部：ミガキ
頸部体部境界：有段
体部：上位弧状沈線加
えた横位Ｃ字状文・三
叉文・ミガキ 中位～
下位ミガキ 底部：く
ぼむ・ミガキ 口縁部～
底部：赤彩 体部：被
熱ハジケ

口縁部～頸部：ミガ
キ 体部～底部：ナ
デ 口縁部～頸部：
赤彩 口縁部：被熱
ハジケ

口縁端部外側肥厚

第３９図 ４ NR３８dM５７ SM６０ 大洞C２式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部～頸部：ミガキ
頸部体部境界：横位沈
線間押圧状刻み目列・
横位Ｂ突起４か所 体
部：上半LR縄文横回
転・扁平雲形文・ミガ
キ 下半LR縄文横回
転 底部：摩滅

口縁部：横位沈線１
条 ミガキ 頸部：
ミ ガ キ 体 部～底
部：ナデ

頸部内傾 口縁部短
く外反 口唇部丸
み・小Ｂ突起４か所
付く 表面被熱剥落
痕

第３９図 ５ NR３９bM１７ SM６０ 大洞C１～C２式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：ミガキ 口縁
部体部境界：横位沈線
１条・横位Ｂ突起１個
体部：RL縄文縦走
底部：浅くくぼむ・ナ
デ 体部～底部：黒斑
大小２か所

口縁部：上位横位沈
線１条 ナデ 体部～
底部：ナデ

口縁部外反 口唇部
丸み・Ｂ突起３個

第３９図 ６ NR３９bM５６ SM６０ 大洞C１～C２式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：ミガキ 口縁
部体部境界：横位沈線
状ミガキ 体部：LR
縄文横回転 底部：
LR縄文 中央小楕円
形に浅くくぼむ

口縁部：横位沈線１
条 ミガキ 体部～
底部：ナデ

口縁部外反 口唇部
斜位刻み目加えた突
起２個付く

第３９図 ７ NR３９dM５７ SM６０ 大洞C１～C２式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：ミガキ 口縁
部体部境界：横位沈線
２条 体部：RL縄文横
回転 底部：ケズリ

口縁部：ミガキ 体
部～底部：ナデ

口縁部外反

第２節 検出遺構と出土遺物
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第２２表 掲載土器一覧（１５）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第３９図 ８ NQ３９bM５６ SM６０ 大洞C１～C２式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：ミガキ 口縁
部体部境界：横位沈線
２条・縦位Ｂ突起１個
体部：上位LR縄文横
回転 下位LR縄文縦
走 底部：ミガキ

口縁部：上位横位沈
線１条 ナデ 体部～
底部：ナデ

口縁部外反 口唇部
丸み 体部焼成後穿
孔１か所

第３９図 ９ NS３８cM５７ SM６０ 大洞C１～C２式 壺形土器 頸部～底部

頸部：ナデ 頸部体部
境界：横位沈線１条
体部：上位RL縄文横
回転 下位RL縄文縦
走 底部：ナデ

頸部～底部：ナデ

第３９図 １０ NR３９dM５９ SM６０ 大洞C１～C２式 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：横位ケズリ
口縁部体部境界：横位
沈線２条 体部：RL縄
文横回転 底部：ナデ

口縁部：上位横位沈
線１条 ナデ 体部～
底部：ナデ

口縁部直立 口唇部
丸み・Ｂ突起３個付
く

第３９図 １１ NS３８aM１７ SM６０ 大洞C１～C２式 壺形土器 口縁部～底部
口縁部：ミガキ 体
部：RL縄文横回転
底部：摩滅

口縁部：ミガキ 体
部～底部：ナデ

口縁部外反 口唇部
丸み・Ｂ突起２個

第３９図 １２ NR３８cM５７ SM６０ 縄文晩期 壺形土器 口縁部～底部
口縁部：ナデ 体部：
LR縄 文 横 回 転 底
部：ナデ

口縁部～底部：ナデ 口縁部外反 口唇部
丸み

第４０図 １ NS３８cM１７ SM６０ 大洞C１～C２式 壺形土器 口縁部～底部
口縁部：ナデ 体部：
LR縄文縦走 底部：
ナデ

口縁部：上位横位沈
線１条 ナデ 体部～
底部：ナデ

口縁部外傾接合・体
部内傾接合か 口縁
部外反 口唇部丸み

第４０図 ２ NR３９bM５７ SM６０ 縄文晩期 壺形土器 口縁部～底部 口縁部～底部：ナデ 口縁部～底部：ナデ 口縁部外反 口唇部
丸み

第４０図 ３ NQ３９bM５６ SM６０ 縄文晩期 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：ナデ 体部：
L縄文横回転 底部：
ナデ 体部：黒斑２か
所

口縁部～底部：ナデ 口縁部外反 口唇部
丸み

第４０図 ４ NR３８dM５７ SM６０ 縄文晩期 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：LR縄文横回
転 口縁部体部境界：
ナデ 体部：LR縄文
横回転 底部：ナデ

口縁部～底部：ナデ 口縁部外反 口唇部
丸み

第４０図 ５ NR３９cM５９ SM６０ 縄文晩期 壺形土器 口縁部～底部
口縁部～底部：ナデ
口縁部～体部：黒斑３
か所以上

口縁部～底部：ナデ 口唇部丸み

第４０図 ６ NR３８dM５７ SM６０ 縄文晩期 壺形土器 体部～底部

体部：上半LR縄文横
回転 下半LR縄文縦
回転 底部：ナデ 体
部：黒斑大小２か所

体部～底部：ナデ

第４０図 ７ NQ３９aM５７ SM６０ 縄文晩期 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：ナデ 体部：
LR縄文横～斜回転
底部：ナデ 体部：炭
化物付着・被熱ハジケ

口縁部～底部：ナデ
体部下半：炭化物付
着

口縁部直立 口唇部
丸み

第４０図 ８ NQ３９bM２２ SM６０ 大洞C１～C２式 壺形土器 体部～底部
体部：RL縄文横回転
底部：ナデ 体部：黒
斑大小２か所

体部～底部：ナデ

第４０図 ９ NR３８cM５７ SM６０ 大洞C１～C２式 壺形土器 頸部～底部

頸 部：ナ デ 体 部：
LR縄文横回転 底部：
摩滅 体部：黒斑２か
所

頸部～底部：ナデ 体部破損部アスファ
ルト付着２か所

第４１図 １ NR３９aM５７ SM６０ 大洞B２式 注口土器 肩部～底部

肩部：正面末端渦巻
く？菱形文 側面下向
き弧状沈線 裏面末端
渦巻く？三角文 ミガ
キ 体部：上位注口直
下三叉状文 ミガキ
底部：ミガキ

肩部～底部：ナデ 体部～肩部く字形屈
曲 注口欠損部アス
ファルト付着

第４１図 ２ NR３８cM２２ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～頸部

口縁部：上位末端三叉
状横位沈線１条・三叉
状部間半円状沈線 中
位横位沈線１条 下位
横位沈線１条 頸部：
下半横位沈線上下各２
条間円形沈線

口縁部：ミガキ 頸
部：横位ケズリ

口縁部幅１．５㎝前後
粘土紐内傾接合 頸
部内傾 口縁部椀形
口唇部丸み

第４１図 ３ NP３８dM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 頸部～底部

頸部：上半対向渦巻き
状沈線 下半一端渦巻
く三叉文 肩部：渦巻
き状～弧状沈線 ミガ
キ 注口部：基部中心
小刺突あるＣ字文・弧
状沈線 ミガキ 体
部：上位注口直下でノ
字状垂下する横位沈線
１条 ミガキ 底部：
ミガキ

頸部～底部：ナデ 肩部膨らむ 頸部内
傾 口縁部椀形か

第４章 調査の記録
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第２３表 掲載土器一覧（１６）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第４１図 ４ NR３９aM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 頸部～底部

頸部：上位横位沈線１
条 ミガキ 下位横位
沈線間横位短沈線充填
ミガキ 肩部：中心に
小刺突あるＣ字文・山
形沈線 ミガキ 体
部：注口直下渦巻き状
沈線 ミガキ 底部：
ミガキ

頸部：ミガキ 肩部～
底部：ナデ

肩部膨らむ 頸部内
傾 口縁部椀形か
注口欠損部アスファ
ルト付着

第４１図 ５ NR３８cM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：Ｘ字状文・ミ
ガ キ 頸 部：Ｘ字 状
文・ミガキ 肩部：ク
ランク状文・ミガキ
注口部：基部弧状沈
線・ミガキ 体部：上
位注口部下で入り組む
横位沈線１条 ミガキ
底部：ミガキ

口縁部：ミガキ 頸
部～底部：ナデ

口縁部内湾 口唇部
丸み・正面Ｂ突起

第４１図 ６ NQ３８cM５６ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間刻
み目列２段 頸部：横
位沈線間刻み目列２段
肩部：一端渦巻き状横
位沈線間刻み目列 ミ
ガキ 注口部：基部山
形状・弧状沈線 ミガ
キ 体部～底部：ミガ
キ

口縁部～頸部：ミガ
キ 肩部～底部：ナ
デ

頸部内傾 口縁部椀
形 口唇部僅かに丸
み・２個１組小Ｂ突起
付く

第４２図 １ NR３８dM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間刻
み目列 頸部：上位横
位沈線間刻み目列 下
位横位沈線間横位短沈
線列 肩部：横位沈線
間刻み目列・ミガキ
注口部：基部環状隆線
ミガキ 体部：注口部
下巴状文となる横位沈
線２条 ミ ガ キ 底
部：環状沈線・ミガキ

口縁部～底部：ナデ 口縁部内湾 口唇部
肥厚・三角形抉り加
えた突起列

第４２図 ２ NQ３８dM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 頸部～底部

頸部：末端二叉に分か
れるクランク状沈線
ミガキ 肩部：渦巻き
文 ミガキ 注口部：
基部下側弧状隆線 ミ
ガキ 体部：上位横位
沈線１条・注口直下山
形突出 ミガキ 底
部：ミガキ

頸部：ミガキ 体部～
底部：ナデ

平底 頸部内傾 椀
形口縁部付く

第４２図 ３ NR３８dM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：Ｘ字状文・ミ
ガキ 頸部：咬み合わ
ない右傾羊歯状文・ミ
ガキ 肩部：Ｃ字文・
ミガキ 注口部：基部
末端反転する沈線２条
巡る ミガキ 体部：
上位注口部下で対向渦
文となる横位沈線２条
中位～下位LR縄文横
回転 ミガキ 体部底
部境界：横位沈線２条
底部：ミガキ

口縁部～底部：ミガ
キ

口縁部内湾 口唇部
丸み・正面珊瑚状突
起か 底部平底 内
外面黒色

第４２図 ４ NQ３９bM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：上半刻み目列
下半Ｘ字状文 頸部：
上位刻み目列 中位Ｘ
字状文 下位刻み目列
肩 部：Ｃ字 文 注 口
部：基 部Ｃ字 文 体
部：上位注口部下で突
出する横位沈線１条

口縁部：ミガキ 頸
部～底部：ナデ

口縁部内湾 口唇部
丸み 底部焼成後穿
孔状の欠損・アス
ファルト付着

第４３図 １ NQ３９bM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 頸部～底部

頸部：上位横位沈線間
押圧状刻み目列 中位
対向渦巻き文・Ｘ字文
下位横位沈線間刻み目
列 肩部：刻み目加え
た弧状沈線文 注口
部：下側曲線状沈線
体部：上位横位沈線１
条・注口直下菱形状沈
線・両側渦巻文

頸部～底部：ナデ

第２節 検出遺構と出土遺物
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第２４表 掲載土器一覧（１７）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第４３図 ２ NR３９aM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間刻
み目列２段 ミガキ
頸部：上位横位沈線間
刻み目列 中位末端二
叉に分かれるクランク
状沈線 下位横位沈線
間刻み目列 ミガキ
肩部：渦巻き状文・横
位沈線間刻み目列２段
ミガキ 体部：上位注
口部下渦巻き状の横位
沈線１条 ミガキ 底
部：ミガキ

口縁部：ミガキ 頸
部～底部：ナデ

頸部内傾 口縁部椀
形 口唇部丸み・正
面突起付く

第４３図 ３ NQ３８cM１７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：ミガキ 頸
部：上端・下端横位沈
線間刻み目列 上半咬
み合わない右傾羊歯状
文・下半咬み合う左傾
羊歯状文 肩部：横長
三叉状沈線・注口部両
側横位Ｂ突起各２個
体部：上位横位沈線１
状・注口下で渦巻き状
ミガキ 底部：ミガキ

口縁部～頸部：ミガ
キ 体部～底部：ナ
デ

頸部内傾し口縁部開
く 口唇部丸み・正
面縦位Ｂ突起１個と
斜位Ｂ突起２個を組
み合わせた小山形突
起付く 突起両側小
Ｂ突起各１個付く

第４３図 ４ NR３８cM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：Ｘ字文 ミガ
キ 頸部：上半末端対
向渦巻き状横位沈線２
条・花弁状沈線 下半
末端対向渦巻き状横位
沈線間刻み目列２段
ミガキ 肩部：弧状・
三角形沈線・縦位Ｂ突
起付く ミガキ 注口
部：基部Ｂ突起４個・
欠損部アスファルト付
着 ミガキ 体部：上
位横位沈線間刻み目
列・注口直下中央尖る
対向渦巻き状 ミガキ
底部：平底気味・摩滅

口縁部～頸部：ミガ
キ 体部～底部：ナ
デ

頸部内傾 口縁部椀
形 口唇部横位沈線
１条・２個１組Ｂ突起付
く

第４４図 １ NR３８dM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～体部

口縁部：Ｘ字状隆線・
Ｂ突起・瘤状突起 頸
部：上位横位沈線間刻
み目列 中位鉢巻き状
沈線文 下位横位沈線
間 刻 み 目 列２段 肩
部：弧状沈線・瘤状突
起３か 所 付 く 注 口
部：基部瘤状突起・Ｂ
突起付く 体部：上位
渦巻き状沈線４か所

口縁部～頸部：ミガ
キ 肩部～体部：ナ
デ

頸部内傾 口縁部外
反 口 唇 部Ｂ突 起
列・正面珊瑚状突起

第４５図 １ NR３８bM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：上半縦位隆線
上下端小瘤各３個貼付
（上端Ｂ突起）・隆線間
凸レンズ状沈線充填
下半横位沈線間刻み目
列 頸部：上位横位沈
線間刻み目列 中位横
位沈線間対向弧線４か
所 下部横位沈線間刻
み目列２段 肩部：横
位Ｂ突起列・縦長突起
３か所 注口部：基部
隆線巡る 体部：上位
横位沈線間刻み目列・
注口下渦巻き状沈線
ナデ 底部：剥落

口縁部～頸部：ミガ
キ 体部～底部：ナ
デ

頸部内傾 口縁部内
傾し端部直立 口唇
部Ｂ突起列

第４５図 ２ NR３８cM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間刻
み目列・左右と裏側横
位Ｂ突起 正面基部抉
りある突起 頸部：鉢
巻き状文 頸部肩部境
界：横位沈線間刻み目
列 肩部：弧状沈線・
基部弧状沈線加えたＢ
突起列 下位刻み目列
注口部：基部突起列巡
る 端部肥厚 体部：
上位RL縄文横回転・
Ｃ字状～台形状文 上
位中位境界４か所が尖
る横位沈線１条 ミガ
キ 底部：ミガキ

口縁部～底部：ナデ 口縁部内湾 口唇部
丸み・刻み目列 口
唇部正面抉り加えた
突起

第４章 調査の記録
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第２５表 掲載土器一覧（１８）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第４６図 １ NR４０aM５９ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：正面入組三叉
文・連弧状沈線２条？
ナデ 肩部：ナデ 注
口部：基部弧状沈線
下部Ｃ字状隆線 ナデ
体部～底部：ナデ

口縁部～底部：ナデ 口縁部内傾・正面低
山形状 口唇部平坦

第４６図 ２ NQ３９dM１７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：上半渦巻き
状～弧状沈線・LR縄
文充填 下半横位沈線
間横位短沈線列 注口
部：基部下位対向する
弧状隆線 肩部～底
部：ミガキ

口縁部～底部：ナデ 口縁部内傾 口唇部
丸み

第４６図 ３ NQ３９bM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：上位横位沈線
間刻み目列２段 下位
横位沈線２条 肩部：
咬み合わない右傾羊歯
状文・注口部両側渦巻
き文 体部：上位横位
沈線１条・注口部下渦
巻き状 ミガキ底部：
剥落

口縁部～底部：ナデ 口縁部内傾 口唇部
Ｂ突起

第４６図 ４ NR３８cM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：弧状沈線で連
結した右傾羊歯状文
ミガキ 肩部：咬み合
わない右傾羊歯状文
ミガキ 体部：上位横
位沈線１条・注口下入
組三叉状 ミガキ

口縁部～底部：ナデ 口縁部内傾 口唇部
Ｂ突起付く

第４６図 ５ NR３８bM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口頸部：上位左傾羊歯
縄文 中位Ｋ字文 下
位ミガキ 肩部：横位
沈線間刻み目・Ｃ字文
注口部：基部上下で連
結する環状隆線２条
端部肥厚 体部：上位
横位沈線１条 横位ケ
ズリ・ナデ

口縁部～底部：ナデ 口頸部内傾 口唇部
丸み

第４６図 ６ NR３８cM５７ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：上位咬み合う
左傾羊歯縄文 中位Ｋ
字文 下位横位沈線間
刻み目列 肩部：咬み
合わない右傾羊歯状文
注口部：基部環状隆線
体部：上端横位沈線１
条 ミガキ 底部：ミ
ガキ

口縁部～底部：ナデ 口縁部内傾 口唇部
丸み

第４６図 ７ NR３９cM５９
NR３９dM５９ SM６０ 大洞BC式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：咬み合わない
右傾羊歯状文 頸部：
上半入組文 下半横位
沈線間刻み目列２段
肩部：弧状沈線 注口
部：基部沈線・刻み目
加えた隆線巡る 体
部：上位横 位 沈 線１
条・注口直下弧状沈線

口縁部～底部：ナデ 口縁部～頸部内傾
口唇部平坦・正面突
起付くか

第４７図 １ NR３９aM５７ SM６０ 大洞C１式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：ミガキ 頸
部：LR縄文横回転・
雲形文・ケズリ・ミガ
キ 頸部体部境界：横
位隆線１条・横位Ｂ突
起列 注口部：基部Ｂ
突起付く菱形隆線二重
体部：雲形文・LR縄
文充填・ミガキ 底
部：浅くくぼむ

口縁部：ミガキ 頸
部～底部：ナデ

頸部内湾 口縁部短
く外傾か 底部穿孔

第４７図 ２ NR３９bM５７ SM６０ 大洞C１式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：三角形・弧状
沈線（Ｂ突起列状） 正
面瘤状突起 頸部：
LR縄文横回転・雲形
文・ケズリ・ミガキ
肩部：三角形・弧状沈
線加えたＢ突起列 注
口部：先端肥厚 基部
Ｂ突起貼り付けた菱
形～楕円形隆線二重
体部：上半雲形文・
LR縄 文 充 填・ケ ズ
リ・ミガキ 下半ミガ
キ 底部：浅くくぼ
む・ミガキ

口縁部～頸部：ミガ
キ 肩部～底部：ナ
デ

頸部内傾 口縁部外
折し短く直立 口唇
部Ｂ突起列 にぶい
赤彩一部残る

第２節 検出遺構と出土遺物
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第２６表 掲載土器一覧（１９）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第４７図 ３ NR３９aM５７ SM６０ 大洞C１式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：横位隆線状・
刻み目列 正面抉り加
えた突起 頸部：LR
縄文横回転・雲形文・
ケズリ・ミガキ 肩
部：基部抉り加えたＢ
突起列 注口部：基部
菱形隆線・上下突起
端部肥厚 体部：上位
巴状文・LR縄文充填・
ケズリ・ミガキ

口縁部～底部：ナデ 口縁部短く外反 口
唇部基部弧状沈線加
えたＢ突起列 口唇
部正面抉り加えた突
起

第４８図 １ NR３９aM５６ SM６０ 大洞C１式 注口土器 口縁部～体部

口縁部～頸部：上端刻
み目列 縦位対向弧状
沈線～平行沈線垂下・
LR縄文・垂下沈線間
ミガキ 肩部：大形Ｂ
突起列 体部：曲線
文・LR縄文充填・ケ
ズリ・ミガキ

口縁部～体部：ナデ 口縁部内傾 口唇部
丸み

第４８図 ２ NS３８cM１７ SM６０ 大洞C２式 注口土器 口縁部～体部

口縁部～頸部：LR縄
文横回転・連結する渦
巻き状沈線・弧状沈
線・ミガキ 肩部：正
面注口両側横位沈線２
条・両端瘤状突起 注
口部：基部菱形隆線
体 部：LR縄 文 横 回
転・雲形文・ミガキ

口縁部～体部：ミガ
キ

頸部内傾 口縁部外
反 口唇部肥厚・横
位沈線１条・正面上
下に斜位沈線加えた
Ａ突起 口唇部外側
刻み目列

第４８図 ３ NR３９aM２０
NR３９cM５９ SM６０ 大洞C２式 注口土器 口縁部～体部

口縁部～頸部：RL縄
文横回転・上位末端渦
巻く連結するＸ字状
文・ミガキ 肩部：上
位刻み目列・Ｂ突起付
く 中位～下位連弧
文・横位楕円形押圧
正面横位沈線２条・沈
線上下刻み目列・末端
側突出 注口部：基部
菱形隆線 体部：RL
縄文横回転・雲形文・
ミガキ

口縁部～体部：ミガ
キ体部：破損部アス
ファルト付着

頸部内傾 口縁部緩
く外反 口唇部横位
沈線１条 口唇部外
側刻み目列・小突起
付く

第４８図 ４ NS３９aM１７ SM６０ 大洞C２式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：上端正面瘤状
突起 LR縄文横回転・
逆π字状沈線・ミガキ
肩部：隆線状・弧状沈
線・小刻み目列 注口
部：基部菱形状隆線
体部：上端横位沈線２
条 LR縄文横回転・
雲形文・ミガキ 底部：
楕円形沈線・ミガキ
口縁部～底部：赤彩

口縁部：ミガキ 肩
部～底部：ナデ

口唇部横位沈線１条
口唇部外側小刻み目
列

第４８図 ５
NR３９cM５９
NS３８aM１７
NS３８cM１７

SM６０ 大洞C２式 注口土器 口縁部～底部

口縁部：上端横位Ｂ突
起４か所 LR縄文横回
転・逆π字文・ミガキ
肩部：小Ｂ突起列付く
隆線状・小刻み目列
注口部：基部両側にＢ
突起付く菱形状隆線
体部：上半４か所で棘
状突出する横位沈線各
２条間LR縄文横回転
下半ナデ 底部：ナデ

口縁部：ミガキ 肩
部～底部：ナデ

口唇部横位沈線１条
口唇部外側小刻み目
列

第４９図 １ NR３９aM５７ SM６０ 大洞BC式 香炉形土器 頂部～台部

頂部：基部中央に穿孔
ある大形突起 上位環
状隆線巡る 下位円形
～三叉状透かし穴 頂
部体部 境 界：隆 線１
条・Ｂ突起列 正面裏
面開口部 開口部端部
Ｂ突起列 体部：LR
縄文横回転 台部：ナ
デ 頂部～体部：黒斑
１か所

頂部～体部：ナデ 使用痕不明

第４９図 ２ NR３９dM５９
NS３８bM１７ SM６０ 大洞BC式 香炉形土器 頂部～台部

頂部：頂点両側穿孔あ
るＴ字形突起付く 隆
線巡らし小Ｂ突起付く
大小楕円形透かし穴各
２か所・LR縄文横回
転・菱形状～三角形状
沈線・ミガキ 下端ミ
ガキ 頂部体部境界：
横位隆線１条・２個１組
小Ｂ突起付く 体部：
LR縄文横～斜回転
体部台部境界：横位沈
線１条 台部：ミガキ

頂部～底部：ナデ 使用痕不明

第４章 調査の記録
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第２７表 掲載土器一覧（２０）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第４９図 ３ NR３９dM５９ SM６０ 縄文晩期 香炉形土器 頂部～体部

頂部：基部平行隆線で
連結する二股大形突
起・突起基部穿孔 ナ
デ 体部：上半径５㎜
円孔巡る・開口部４か
所 開口部端部Ｂ突起
巡る 正面裏面開口部
下位横位沈線１条・横
位刺突列２条 中位瘤
状突起２個 ナデ

頂部～体部：ナデ 台付きか 使用痕不
明

第５０図 １ NR３９bM５７ SM６０ 大洞BC式 台部 底部～台部

台部：上位刻み目列加
えた横位隆線 中位ミ
ガキ 下位刻み目列加
えた横位隆線・三叉状
沈線 下端横位沈線１
条・LR縄文横回転

底 部：ミ ガ キ 台
部：ユビオサエ・ナ
デ

台付浅鉢形土器か
台部補修孔３個残る
底部中央内面からの
穿孔

第５０図 ２ NR３８dM５７ SM６０ 縄文晩期 鉢形土器 口縁部～台部
口縁部体部境界：横位
沈線１条 体部～台部：
ナデ

口縁部～底部：ナデ 小形 台付き 口縁
部直立 口唇部丸
み・刻み目列

第５０図 ３ NQ３９bM５６ SM６０ 縄文晩期 鉢形土器 口縁部～底部 口縁部～底部：ナデ 口縁部～底部：ナデ 小形 口縁部外反

第５０図 ４ NQ３９bM２３ SM６０ 縄文晩期 鉢形土器 口縁部～底部 口縁部～底部：ナデ 口縁部～底部：ナデ 小形 口縁部僅かに
外湾 口唇部丸み

第５０図 ５ NR３８bM５７ SM６０ 縄文晩期 鉢形土器 口縁部～底部 口縁部～底部：ナデ 口縁部～底部：ナデ 小形 口縁部僅かに
内湾 口唇部丸み

第５０図 ６ NR３８bM５７ SM６０ 縄文晩期 鉢形土器 口縁部～底部 口縁部～底部：ナデ 口縁部～底部：ナデ 小形 口縁部僅かに
内湾 口唇部丸み

第５０図 ７ NQ３９bM５６ SM６０ 縄文晩期 鉢形土器 口縁部～底部
口縁部～体部：RL縄
文横回転 底部：ナデ

口縁部～底部：ナデ 小形 口縁部外傾
口唇部尖る・刻み目
列

第５０図 ８ NS３８aM１７ SM６０ 大洞C１～C２式 鉢形土器 口縁部～底部
口縁部～体部：RL縄
文横回転 底部：RL
縄文

口縁部～底部：ナデ 小形椀形 口唇部丸
み

第５０図 ９ NQ３９bM５６ SM６０ 大洞C２式 浅鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～底部：RL縄
文

口縁部：横位沈線１
条 ミガキ 体部底
部境界：横位沈線１
条 ミガキ 底部：
ミガキ

小形皿形 底部僅か
に丸み 口唇部横位
沈線１条・両側から
交互刻み目列

第５０図 １０ NR３８bM５６ SM６０ 縄文晩期 浅鉢形土器 口縁部～底部 口縁部～底部：LR縄
文

口縁部～底部：ナデ 小形椀形 口唇部丸
み

第５０図 １１ NR３８bM５６ SM６０ 縄文晩期 浅鉢形土器 口縁部～底部 口縁部～底部：ナデ 口縁部～体部：ナデ
底部：ユビオサエ

小形 不整椀形 口
唇部丸み

第５０図 １２ NR３８bM５７ SM６０ 縄文晩期 浅鉢形土器 口縁部～底部
口縁部～体部：ナデ
下端ユビオサエ 底
部：ナデ

口縁部～底部：ナデ 小形 口縁部丸み

第５０図 １３ NR３８dM５７ SM６０ 縄文晩期 壺形土器 口縁部～体部

口縁部：ナデ 口縁部
体部境界：横位沈線２
条 体部：ナデ 口縁
部～体部：赤彩

口縁部：横位沈線１
条 ナデ 体部：ナ
デ 口縁部：赤彩

口縁部外反 口唇部
丸み・Ｂ突起付く・
刻み目列

第５０図 １４ NR３９aM５７ SM６０ 縄文晩期 壺形土器 口縁部～底部

口縁部：ミガキ 口縁
部体部境界：横位隆線
１条 体部～底部：ミ
ガキ

口縁部：横位沈線１
条 ミガキ 体部～
底部：ナデ

口縁部外反 口唇部
丸み

第５０図 １５ NQ３９aM５６ SM６０ 縄文晩期 壺形土器 体部～底部

体部：上位瘤状突起１
個 中位横位沈線２条
（隆線状） 上位～中位
縦位沈線 下位ナデ
底部：ナデ

体部～底部：ナデ 小形

第５０図 １６ NS３８aM１７ SM６０ 縄文晩期 壺形土器 体部～底部 体部～底部：ナデ 体部～底部：ナデ 小形

第５０図 １７ NR３８dM５７ SM６０ 縄文晩期 壺形土器 口縁部～体部 口縁部～体部：ナデ 口縁部～体部：ナデ 小形 口縁部直立
口唇部丸み

第５０図 １８ NR３９aM５６ SM６０ 縄文晩期 壺形土器 口縁部～底部 口縁部～底部：ナデ 口縁部～底部：ナデ 小形 口縁部直立
口唇部丸み

第５１図 １ NP３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系a種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：二重連弧文
口縁部体部境界：横位
沈線間粘土盛り上がり
ある横位刻み目状刺突
列２段 体部：LR縄文
横回転

口縁部～体部：ナデ
口縁部：炭化物付着

口縁部直立 口縁部
体部境界やや内屈
頂部刻み目加えた大
波状口縁 口唇部平
坦

第５１図 ２
NP３９bM５７
NP３９dM１
NQ３９aM５６

SM６０ JB群２類Ⅰ系a種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位二重連弧
文・上位弧線内側斜
位～Ｃ字状刻み 弧線
連結部円形刺突 刺突
直下横位短沈線 下位
横位平行沈線間横位短
沈線列 体部：LR縄
文横回転 口縁部～体
部：炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
体部：炭化物付着

幅１㎝前後粘土紐外
傾接合 口縁部僅か
に外反 口縁部体部
境界やや内屈 口唇
部丸み・三山小突起
付く 突起間小刻み
目

第５１図 ３ NQ３８cM１７
NQ３９aM１７ SM６０ JB群２類Ⅰ系a種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上半二重連弧
文・弧線連結部直下横
位刺突 下半横位沈線
間横位刺突列 体部：
LR縄文横回転

口縁部～体部：ナデ 口縁部僅かに内湾
口唇部尖り気味・刻
み目列・一部小突起
状

第２節 検出遺構と出土遺物

―１６３―



第２８表 掲載土器一覧（２１）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第５１図 ４ NR３９cM５９ SM６０ JB群２類Ⅰ系a種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：L縄文横回転
上半二重連弧文 下半
横位沈線３条・沈線間
上段縦位刺突列・下段
横位刺突列 体部：L
縄文横～斜回転 口縁
部：炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部僅かに内湾
口唇部丸み・頂部刻
み目加えた小山形突
起付く

第５１図 ５ NQ３８cM１７
NQ３９aM１７ SM６０ JB群２類Ⅰ系a種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位連弧文
中位横位沈線間横位刺
突列 下位横位沈線１
条 体部：LR縄文横
～斜回転 口縁部～体
部：炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

幅１㎝前後粘土紐内
傾接合 口縁部内湾
口唇部丸み・口縁部
上端外面の連弧文直
上に３個１組刻み目

第５１図 ６ NQ３９dM３ （SM６０） JB群２類Ⅰ系a種 深鉢形土器 口縁部
口縁部：上端連弧文
横位沈線間横位刺突列
２段

口縁部：ナデ 口縁部直立 口唇部
丸み・押圧状刻み目
列

第５１図 ７ NN４０dM１ （SM６０） JB群２類Ⅰ系a種 深鉢形土器 口縁部

口縁部：上位弧状沈線
中位～下位横位刺突列
３段・中段刺突列上下
横位沈線

口縁部：ナデ 口縁部僅かに内湾
口唇部やや平坦・二
山に分かれる小突起
付く 第５１図８と同
一個体か

第５１図 ８ NP３９dM１８ SM６０ JB群２類Ⅰ系a種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位弧状沈線
中位～下位横位刺突列
３段 中段刺突列上下
横位沈線 体部：摩滅
口縁部：炭化物付着

口縁部～体部：ナデ 口縁部僅かに内湾
口唇部頂部がくぼむ
小突起２個付く 第
５１図７と同一個体か

第５１図 ９ OA３７cM２ （SM６０） JB群２類Ⅰ系a種 深鉢形土器 口縁部

口縁部：二重連弧文
口縁部体部境界：横位
沈線１条（横位沈線間刻
み目列か）

口縁部：ナデ 幅１．５㎝前後粘土紐
内傾接合 口縁部外
反 口唇部丸み

第５１図 １０ NQ３８c SM６０ JB群２類Ⅰ系a種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上半連弧文
下半横位沈線３条 L
縄文？横回転

口縁部～体部：ナデ 幅１㎝前後粘土紐内
傾接合か 口縁部直
立 口唇部尖り気
味・刻み目列

第５１図 １１ NR３８dM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系a種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：三重連弧文
口縁部体部境界：横位
沈線１条 体部：LR縄
文横回転 口縁部～体
部：炭化物付着

口縁部～体部：ナデ 口縁部直立 口唇部
平坦・刻み目列

第５１図 １２ NR３８cM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系a種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上半二重連弧
文・下半横位沈線３条
体部：LR縄文横回転

口縁部～体部：ナデ 幅１．５㎝前後粘土紐
内傾接合 口縁部外
反 口唇部平坦・
３～４個１組小山形突
起付く

第５１図 １３ NR３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系a種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上半横位短沈
線列２列 下半横位沈
線３条 体部：LR縄文
横回転 ナデ 体部：
炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

幅１．５㎝前後粘土紐
内傾接合 口縁部外
反 口唇部丸み・小
山形突起付く

第５１図 １４ NQ３９aM１７ SM６０ JB群２類Ⅰ系a種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位下向連弧
文 中位横位短沈線列
下位上向連弧文 口縁
部体部境界：横位短沈
線列・横位沈線１条
体部：L縄文横回転

口縁部～体部：ナデ 口縁部体部境界内屈
口縁部僅かに外反
口唇部丸み・刻み目
列

第５１図 １５

NP３８bM５７
NP３８dM５７
NQ３８cM１７
NQ３８cM５６
NQ３９aM５６

SM６０ JB群２類Ⅰ系a種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上半下向き連
弧文・弧線連結部上位
一部横位刺突・連弧文
内側横位刺突 下半横
位沈線間横位刺突列
体部：L縄文横回転
口縁部～体部：炭化物
付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部外反 口唇部
丸み

第５１図 １６ NO３９bM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系a種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：下向き山形
文・横位刺突列 口縁
部体部境界：横位沈線
１条 体部：LR縄文横
回転 炭化物付着

口縁部：上半ナデ
下半横位ケズリ 体
部：横位ケズリ 炭
化物付着

幅１㎝前後粘土紐内
傾接合 口縁部内湾
低波状口縁 口唇部
丸み・波底部横位刻
み目

第５２図 １ NQ３８cM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系b種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位二重連弧
文？ 中位楕円形沈線
内LR縄文充填 下位
横位沈線間横位短沈線
列 体部：LR縄文横
回転 炭化物付着

口縁部：上位弧状沈
線 ナデ 体部：ナ
デ 口縁部～体部：
炭化物付着

幅１．５㎝前後粘土紐
内傾接合 口縁部外
反 口唇部摩滅

第５２図 ２ NR３９cM５９ SM６０ JB群２類Ⅰ系b種 深鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：上半二重連弧
文 下半横位逆Ｓ字状
沈線 口縁部体部境
界：横位沈線間横位刺
突列 体部：LR縄文
横回転 底部：ナデ
体部上半：炭化物付着

口縁部～底部：ナデ 胎土荒い 口縁部体
部境界内屈し口縁部
外傾 口唇部丸み

第４章 調査の記録
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第２９表 掲載土器一覧（２２）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第５２図 ３ NQ３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系b種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上半二重連弧
文 下半交互横位Ｃ字
文 口縁部体部境界：
横位沈線２条 体部：
LR縄文横回転 口縁
部～体部：炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部外反 口唇部
丸み・２個１組押圧状
刻み目巡る

第５２図 ４ NQ３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系b種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位二重連弧
文 中位二重弧状沈線
下位山形沈線 口縁部
体部境界：横位沈線１
条 体部：LR縄文横
回転 口縁部～体部：
炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部外反 口縁部
体部境界やや内屈
口唇部平坦・Ｂ突起
付く

第５２図 ５ NO３９dM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系b種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位二重連弧
文 中位弧状沈線 下
位山形沈線 口縁部体
部境界：横位沈線１条
体部：LR縄文横回転
口縁部～体部：炭化物
付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部外反 口唇部
丸み・二山に分かれ
た低山形突起付く

第５２図 ６ NR３９bM５６ SM６０ JB群２類Ⅰ系b種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上半二重弧状
沈線 下半曲線文 体
部：LR縄文横回転
口縁部～体部：炭化物
付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部僅かに内湾
口唇部尖り気味・小
刻み目列

第５２図 ７ NR３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系b種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位連弧状沈
線 中位末端渦巻く曲
線状沈線 下位連弧状
沈線 口縁部体部境
界：横位短沈線列・横
位沈線１条 体部：LR
縄文横回転

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

幅１．５㎝前後粘土紐
外傾接合 口縁部外
反 口唇部丸み 口
唇部二山～四山に分
かれる突起付く 四
山突起基部弧状沈
線・穿孔

第５２図 ８ NR３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系b種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上半連弧状沈
線 下半波状文２条
体部：LR縄文横回転
口縁部：炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部外反 口唇部
やや平坦 口唇部押
圧状刻み目列による
漣状口縁

第５３図 １ NR３８cM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系c種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位連弧状～
波状沈線 中位～下位
末端渦巻き状横位Ｃ字
文対向２段 口縁部体
部境界：横位沈線１条
体部：LR縄文横回転

口縁部～体部：ナデ
体部：炭化物付着

口縁部外反 口縁部
体部境界内屈 口唇
部丸み・小山形突起
付く

第５３図 ２ NR３８cM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系c種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：渦巻き状・弧
状・山形状沈線 口縁
部体部境界：横位沈線
１条 体部LR縄文横回
転

口縁部～体部：ナデ
体部：炭化物付着

幅１．５㎝前後粘土紐
外傾接合 口縁部外
反 口縁部体部境界
内屈 口唇部丸み・
小山形突起付く

第５３図 ３ NO３９dM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系c種 深鉢形土器 口縁部
口縁部：弧状～渦巻き
状沈線

口縁部：横位ケズリ 幅１．５㎝前後粘土紐
外傾接合 口縁部外
反 口唇部やや丸み

第５３図 ４ NO３９dM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系c種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：渦巻き状～弧
状沈線 体部：LR縄
文横回転 炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
体部：炭化物付着

幅１．５㎝前後粘土紐
内傾接合 口縁部外
反 口縁部体部境界
内屈 口唇部丸み・
小山形突起付く

第５３図 ５ NP３９cM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系c種 深鉢形土器 口縁部
口縁部：不整曲線文２
段？

口縁部：ナデ 炭化
物付着

口縁部外反 口唇部
丸み・小山形突起付
く

第５３図 ６ NR３９bM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系c種 深鉢形土器 口縁部 口縁部：連結する三叉
状～弧状曲線文

口縁部：ナデ 口縁部外反 口唇部
３個１組？刻み目

第５３図 ７ NP３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系c種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部～体部上位：渦
巻き状沈線

口 縁 部：ナ デ 体
部：上位横位ケズリ
口縁部～体部上位：
炭化物付着

幅１．５㎝前後粘土紐
外傾接合 口縁部外
反

第５３図 ８ NQ３９bM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系c種 深鉢形土器 頸部～体部

頸部：渦巻き状沈線
頸部体部境界：横位沈
線２条 体 部：LR縄
文横回転

頸部～体部：ナデ
炭化物付着

頸部外反 体部膨ら
む

第５３図 ９ NQ３９cM５９
NQ３９dM１７ SM６０ JB群２類Ⅰ系c種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：LR縄文横回
転・入り組み状曲線
文・刻み目 口縁部体
部境界：横位沈線１条

口縁部～体部：ナデ 口縁部直立

第５３図 １０ NR３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系c種 深鉢形土器 口縁部 口縁部：横位Ｃ字文対
向３段

口縁部：ナデ 炭化
物付着

口唇部丸み・刺突状
刻み目

第５３図 １１ NP３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系c種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：入り組む弧
状～Ｓ字状曲線文 口
縁部体部境界：横位沈
線２条 体部：LR縄文
横回転 口縁部～体部：
炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部内湾し端部僅
かに外反 口唇部丸
み・頂部に刻み目あ
る２個１組小突起付く

第２節 検出遺構と出土遺物
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第３０表 掲載土器一覧（２３）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第５３図 １２ NQ３９dM３ （SM６０） JB群２類Ⅱ系a種 深鉢形土器 口縁部

口縁部：上端横位沈線
２条 上位連結する入
組三叉状～渦巻き状曲
線文 中位横位沈線間
横位刺突列 下位入り
組む弧状～三叉状曲線
文

口縁部：ナデ 幅１．５㎝前後粘土紐
外傾接合 口縁部外
傾して僅かに内湾
口唇部丸み・小山形
突起付く

第５３図 １３ NR３９cM５９ SM６０ JB群２類Ⅱ系a種 深鉢形土器 口縁部

口縁部：横位平行沈線
間入組三叉文

口縁部：ナデ 幅１．５～２㎝前後粘土
紐外傾接合 口縁部
内湾 口唇部丸み・
二山に分かれた山形
突起付く

第５３図 １４ NR３８aM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系a種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上半ナデ 下
半横位平行沈線 体
部：上位三叉状～弧状
沈線 中位ナデ

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部外反 口唇部
尖り気味・押圧状刻
み目列

第５４図 １

NQ３８cM１７
NQ３９aM１７
NQ３９aM５６
NQ３９aM５７

SM６０ JB群２類Ⅱ系a種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上端横位沈線
間横位短沈線～刺突充
填・一部LR縄文横回
転 上半入組三叉文
下半平行弧状沈線間横
位刺突充填 LR縄文
横回転 口縁部体部境
界：横位沈線間横位短
沈線～刺突充填 体
部：LR縄文横回転
炭化物付着

口縁部～体部：ナデ 体部上位内傾 口縁
部外反 口縁部体部
境界外傾接合 口唇
部頂部二山に分かれ
る低山形突起付く
突起間押圧による小
突起

第５４図 ２ NN３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系b種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位横位沈線
２条 中位入組Ｓ字文
下位横位沈線２条 体
部：LR縄文横回転
口縁部～体部：炭化物
付着

口縁部～体部：ナデ
口縁部：炭化物付着

口縁部僅かに外反
口唇部丸み・頂部刻
み目加えた小山形突
起付く

第５４図 ３ NN３９dM１５ SM６０ JB群２類Ⅱ系b種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位横位沈線
２条 中位入組Ｓ字文
下位横位沈線２条 体
部：RL縄文横回転
口縁部～体部：炭化物
付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

幅１㎝前後粘土紐内
傾接合 口縁部外反
口唇部丸み・二山に
分かれる小突起付く

第５４図 ４ NR３８aM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系b種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位入組Ｓ字
文 中位横位短沈線列
下位横位沈線２条 体
部：LR縄文横回転
口縁部～体部：炭化物
付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部外反 口唇部
丸み・小刻み目列

第５４図 ５ NR３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系b種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位入組Ｓ字
文 中位横位短沈線列
下位横位沈線２条 体
部：RL縄文横回転
炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部外反 口唇部
尖り気味・小刻み目
列

第５４図 ６ NR３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系b種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：入組Ｓ字文
一部横位ケズリ 口縁
部体部境界：横位沈線
２条 体部：LR縄文横
回転 炭化物付着

口縁部～体部：横位
ケズリ・ナデ 口縁
部～体部：炭化物付
着

口縁部外反 口唇部
平坦・表面基部に弧
状沈線加えたＢ突起
列

第５４図 ７ NR３８cM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系b種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：浅い入組Ｓ字
文 口縁部体部境界：
LR縄文横回転・横位
沈線４条・中央斜位刻
み目列 体部：LR縄
文横回転 炭化物付着

口 縁 部：ナ デ 体
部：横位ケズリ 炭
化物付着

体部上位内湾 口縁
部外反 口唇部丸
み・押圧状刻み目列

第５４図 ８ NP３９aM５７
NR３９aM２２ SM６０ JB群２類Ⅱ系b種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位横位沈線
２条 中位横位刺突列
１条・末端入り組む横
位沈線（入組Ｓ字文状）
巡る 下位横位沈線間
縦位刻み目列 体部：
RL縄文横回転 炭化
物付着

口縁部：横位ケズ
リ・ナデ 体部：ナ
デ 炭化物付着

口縁部僅かに外反
口唇部丸み・斜位刻
み目列

第５４図 ９ NR３８bM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系b種 深鉢形土器 口縁部～台部

口縁部～肩部：入組Ｓ
字文・横位刺突充填
肩部体部境界：横位沈
線間横位刺突列 体
部：LR縄文横回転
体部台部境界：ユビオ
サエ残る 台部：ナデ
口縁部～体部中位：炭
化物付着

口縁部～底部：ナデ
口縁部～体部：炭化
物付着

肩部内屈 口縁部外
反 口唇部丸み・刻
み目列

第５５図 １ NP３９bM５７
NP３９bM５９ SM６０ JB群２類Ⅱ系c種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上端LR縄文
横回転 上位横位沈線
１条 中 位 横 位Ｓ字
文・逆Ｓ字文交差 下
位下向き弧状沈線・横
位沈線２条 体部：LR
縄文横～縦回転

口縁部～体部：ナデ 幅１．５～２㎝前後粘土
紐内傾接合 口縁部
外反 口唇部丸み・
部分的に押圧状刻み
目

第４章 調査の記録
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第３１表 掲載土器一覧（２４）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第５５図 ２ NP３９bM１７ SM６０ JB群２類Ⅱ系c種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：LR縄文？縦
走 弧状沈線 口縁部
体部境界：横位沈線１
条 体部：LR縄文？縦
走～斜行 ナデ

口縁部～体部：ナデ 体部粘土紐内傾接合
口縁部体部境界外傾
接合か 口縁部僅か
に外反 口唇部丸み

第５５図 ３ NR３９bM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系c種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上端横位沈線
１条 入り組む曲線文
口縁部体部境界：横位
沈線２条 体部：LR縄
文横回転 口縁部～体
部：炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部外反 口唇部
平坦・刻み目

第５５図 ４

NP３９aM１８
NP３９bM３
NP３９bM１７
NP３９bM５７

SM６０ JB群２類Ⅱ系d種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上端・下端横
位沈線各１条 沈線間
上半波状文２条・下半
交互に対向する弧状文
体部：LR縄文横回転
口縁部～体部：炭化物
付着

口縁部～体部：ミガ
キ 炭化物付着

口縁部外反 口唇部
平坦・Ｂ突起列付く

第５５図 ５ NQ３９aM５６
NQ３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系d種 深鉢形土器 口縁部

口縁部：上端横位沈線
１条 波状文２条

口縁部：ナデ 幅１㎝前後粘土紐外
傾接合 口縁部外反
口唇部平坦・斜位刻
み目

第５５図 ６ NR３９cM５９ SM６０ JB群２類Ⅱ系d種 深鉢形土器 口縁部
口縁部：上位横位沈線
１条 中位波状文 下
位横位沈線２条

口縁部：ナデ 口縁部僅かに内湾
口唇部尖り気味・押
圧状刻み目列

第５５図 ７ NQ３８dM５６ SM６０ JB群２類Ⅱ系d種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上半横位沈線
１条・刻み目・ミガキ
下半横位沈線１条・連
弧状沈線・ミガキ 体
部：LR縄文横回転
口縁部～体部：炭化物
付着

口縁部：ミガキ 体
部：ナデ 口縁部～
体部：炭化物付着

口縁部外反 口唇部
尖り気味・斜位刻み
目列

第５５図 ８ NQ３９cM５９ SM６０ JB群２類Ⅱ系d種 深鉢形土器 口縁部

口縁部：対向波状文４
条 口縁部体部境界：
横位沈線間横位刺突列

口縁部：ナデ 幅１．５㎝前後粘土紐
内傾接合 口縁部外
反 口唇部Ｂ突起付
く

第５５図 ９ NQ３８dM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系d種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：波状文 口縁
部体部境界：横位沈線
１条 体部：摩滅

口縁部～体部：ナデ 幅１㎝前後粘土紐内
傾接合 口縁部外反
口唇部平坦・押圧状
刻み目列

第５５図 １０ NQ３８dM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系d種 深鉢形土器 口縁部

口縁部：LR縄文横回
転 上端横位刺突列
上位横位沈線１条 中
位入り組む～連結する
曲線文 下位横位刺突

口縁部：ナデ 幅１㎝前後粘土紐内
傾接合 口縁部外反
口唇部平坦

第５５図 １１ NQ３８dM５７
NR３８dM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系d種 深鉢形土器 口縁部

口縁部：LR縄文横回
転 上位・下位横位刺
突列各１条 中位波状
文

口縁部：ナデ 幅１．５㎝前後粘土紐
外傾接合 口縁部僅
かに外反 口唇部平
坦 第５５図１２と同一
個体か

第５５図 １２ NQ３８dM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系d種 深鉢形土器 体部

口縁部体部境界：横位
刺突列・横位沈線１条
体部：LR縄文横回転
炭化物付着

体部：ナデ 幅１．５～２㎝前後粘土
紐外傾接合 第５５図
１１と同一個体か

第５５図 １３ NQ３８dM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系d種 深鉢形土器 口縁部

口縁部：LR縄文横回
転 上位横位刺突列１
条 中位～下位波状文
３条 口縁部 頸 部 境
界：横位刺突列

口縁部：ナデ 炭化
物付着

外傾接合か 口縁部
外反 口唇部丸み

第５５図 １４ NR３８bM６３ SM６０ JB群２類Ⅱ系e種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上端・下端横
位沈線各２条 入り組
む三叉状沈線・上下刻
み目列 体部：LR縄
文縦～横回転

口縁部～体部：ナデ
体部：炭化物付着

口縁部外反 口唇部
丸み・小刻み目列

第５５図 １５ NQ３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系e種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：連結する三叉
状～弧状曲線文・刻み
目列 口縁部体部境
界：横位沈線２条 体
部：LR縄文？横～斜回
転

口縁部～体部：ナデ 口縁部外反 口唇部
丸み・小山形突起付
く

第５６図 １

NQ３８cM５６
NQ３９aM１７
NQ３９aM５６
NQ３９aM５７
NR３８bM５７

SM６０ JB群２類Ⅱ系e種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位横位沈線
２条・横位刺突列２条
中位RL縄文横回転・
不整Ｓ字状～連弧状沈
線・横位刺突 下位横
位沈線２条・横位刺突
列２条 体部：RL縄文
横回転 口縁部～体
部：炭化物付着

口縁部：横位ケズ
リ・ナデ 体部：ナ
デ 口縁部～体部：
炭化物付着

口縁部ほぼ直立 口
唇部ほぼ平坦・二か
ら三山に分かれる小
突起巡る

第５６図 ２ NO３９dM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系e種 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：L縄文縦回
転・入組三叉状～横位
Ｃ字状曲線文 体部：
上位L縄文横～斜回転
中位～下位LR縄文横
回転？

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部外反 口唇部
平坦・刻み目列

第２節 検出遺構と出土遺物
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第３２表 掲載土器一覧（２５）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第５６図 ３ NQ３８dM５７
NR３８cM５７ SM６０ JB群２類Ⅲ系 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位沈線間横
位刺突列３列 体部：
LR縄文横回転 炭化
物付着

口縁部～体部：ナデ
体部：炭化物付着

口縁部緩やかに外反
口縁部体部境界内屈
口唇部丸み・３個１組～
２個１組小山形突起６
か所？付く 口縁部
補修孔２個

第５６図 ４ NR４０aM５９ SM６０ JB群２類Ⅲ系 深鉢形土器 口縁部
口縁部：横位刺突列
３～４段 口縁部体部境
界：横位沈線１条

口縁部：ナデ 炭化
物付着

口縁部直立 口唇部
丸み

第５６図 ５ NO４０aM５７ SM６０ JB群２類Ⅲ系 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位刺突列
２～３列 口縁部体部境
界：浅い横位不整沈線
１条 体部：L縄文？不
整回転

口縁部～体部：ナデ 幅１㎝前後粘土紐内
傾接合 口縁部内湾
口唇部丸み

第５６図 ６ NQ３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅲ系 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上半横位沈線
間横位刺突列 下半横
位刺突列２条 口縁部
体部境界：横位沈線１
条 体部：L縄文横回
転

口縁部～体部：ナデ 体部外傾接合か 口
縁部下半直立・上半
外反 口唇部丸み

第５６図 ７ NQ３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅲ系 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位沈線間横
位刺突列３段 体部：
LR縄文横回転

口縁部～体部：ナデ 口縁部体部境界外傾
接合 口縁部外反
口唇部丸み・Ｂ突起
付く

第５６図 ８ NQ３９aM５６ SM６０ JB群２類Ⅲ系 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位沈線間横
位短沈線列～横位刺突
列３段 体部：短軸絡
条体第１種R縦走か
口縁部～体部：炭化物
付着

口縁部～体部：ナデ 幅１．５㎝前後粘土紐
外傾接合 口縁部外
反 口唇部丸み・押
圧状刻み目

第５６図 ９ NP３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅲ系 深鉢形土器 口縁部～体部
口縁部：横位沈線間横
位刺突列３段 体部：
L縄文横回転

口縁部～体部：ナデ 口縁部外反 口唇部
尖り気味・押圧状刻
み目列

第５６図 １０ NQ３８dM５７ SM６０ JB群２類Ⅲ系 深鉢形土器 口縁部

口縁部：上半横位沈線
間上方からの刺突列
下半横位沈線間下方か
らの刺突列 炭化物付
着

口縁部：ナデ 炭化
物付着

口縁部外反 口唇部
二山～三山に分かれ
る小突起付く・突起
間刻み目

第５６図 １１ NN４０dM６３ SM６０ JB群２類Ⅲ系 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位沈線間横
位刺突列３段 口縁部
体部境界：横位沈線間
横位刺突列 体部：L
縄文横回転 炭化物付
着

口縁部～体部：ナデ
体部：炭化物付着

口縁部体部境界外傾
接合 口縁部直立
口縁部体部境界内屈
口唇部丸み

第５６図 １２
NQ３８cM１７
NQ３９aM５７
NR３８cM５７

SM６０ JB群２類Ⅲ系 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位横位刺突
列 中位～下位横位沈
線間横位刺突列２段
体部：LR縄文横回転
口縁部～体部：炭化物
付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

幅１～１．５㎝粘土紐内
傾接合 口縁部外反
口唇部尖り気味・押
圧状刻み目列

第５６図 １３ NR３８cM５７ SM６０ JB群２類Ⅲ系 深鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：上位横位沈線
間刺突列（沈線一部な
し） 下位横位沈線間
刺突列 体部：LR縄
文横回転 下端ナデ
底部：ナデ

口縁部：突起下横位
沈線 ナデ 体部～
底部：ナデ 口縁
部～体部上半：炭化
物付着

口縁部正面・対面に
外反する二山に分か
れる山形突起 突起
頂部刻み目 口唇部
丸み・刻み目列

第５７図 １ NQ３８dM５７ SM６０ JB群２類Ⅲ系 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位沈線間横
位刺突列充填２段 体
部：LR縄文斜位回転
（条横走傾向）

口縁部～体部：ナデ 幅１．５～２㎝前後粘土
紐内傾接合 口縁部
直立 口唇部丸み・
刻み目列

第５７図 ２
NQ３８cM５６
NQ３８dM５７
NQ３９aM５７

SM６０ JB群２類Ⅲ系 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位沈線間横
位刺突列２段 体部：
LR縄文横回転 炭化
物付着

口縁部：斜位ケズリ
体部：ナデ 口縁
部～体部：炭化物付
着

口縁部直立 口唇部
丸み・刻み目列

第５７図 ３ NQ３８dM５７ SM６０ JB群２類Ⅲ系 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位沈線間横
位刺突列２段 体部：
LR縄文横回転 炭化
物付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部直立 口唇部
やや丸み・刺突状刻
み目

第５７図 ４ NS３８cM１７ SM６０ JB群２類Ⅲ系 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位沈線間刻
み目列 体部：LR縄
文横回転 口縁部：炭
化物付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部直立 口唇部
丸み・刻み目列

第５７図 ５ NR３８cM５７ SM６０ JB群２類Ⅲ系 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：ナデ 口縁部
頸部境界：横位平行沈
線間横位刺突列 体
部：LR縄文横回転
口縁部～体部：炭化物
付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

幅１㎝前後粘土紐内
傾接合 口縁部外反
口唇部丸み・押圧状
刻み目列

第５７図 ６ NR３８cM５７ SM６０ JB群２類 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上端・下端横
位沈線各１条 体部：
LR縄文横回転 口縁
部～体部：炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

幅１．５～２㎝粘土紐内
傾接合 口縁部外反
口縁部体部境界内屈
口唇部丸み・押圧状
刻み目列

第４章 調査の記録
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第３３表 掲載土器一覧（２６）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第５７図 ７ NS３７dM１７ SM６０ JB群２類 深鉢形土器 口縁部～底部

口縁部～体部：不整弧
状～曲線状沈線 底
部：不整沈線 口縁部～
体部上位：炭化物付着
体部下位：被熱痕

口縁部～底部：ナデ
口縁部～体部：炭化
物付着

口唇部やや平坦

第５７図 ８ NR３８cM５７ SM６０ JB群２類 深鉢形土器 口縁部～体部

口縁部～体部：２～３条
１組連結する曲線文
炭化物付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

幅１～２㎝前後粘土紐
内傾接合 口縁部僅
かに内湾 口唇部丸
み 口唇部斜位刻み
目による漣状口縁

第５７図 ９ NR３８cM５７ SM６０ JB群２類 深鉢形土器 口縁部～体部
口縁部：ナデ 体部：
LR縄文横回転 炭化
物付着

口縁部～体部：ナデ 口縁部内屈 口唇部
丸み・刻み目２個加
えた小突起列

第５８図 １ NN４０dM１ （SM６０） JB群２類Ⅰ系a種 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位LR縄文
横回転 中位～下位横
位沈線間三重連弧文
体部：LR縄文横回転

口縁部～体部：ナデ 口縁部内湾 口唇部
やや丸み 全体器形
不明

第５８図 ２ NO４０aM１２ SM６０ JB群２類Ⅰ系a種 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：不整な連弧
文・沈線上下位刺突状
刻み目列 口縁部体部
境界：横位沈線間刺突
状刻み目列充填 体
部：LR縄文横回転
下位一部斜位ケズリ

口縁部～底部：ナデ
口縁部～体部上半：
炭化物付着

口縁部体部境界外傾
接合か 口縁部直立
口唇部僅かに丸み・
刻み目列 口唇部小
突起付く 高台欠損

第５８図 ３ NO３９bM１７ SM６０ JB群２類Ⅰ系a種 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：二重連弧文
突起正面小円形孔３か
所・小円形刺突各３か
所・弧状沈線 口縁部
体部境界：横位沈線２
条 体部：交互に入り
組む下向き・上向き連
弧文

口縁部～体部：ナデ 口縁部緩やかに外傾
口唇部正面頂部二山
に分かれ両側に小山
形に突出する大形突
起付く 両側小山形
突起付く

第５８図 ４ NO３９cM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系c種 鉢形土器 口縁部 口縁部：渦巻き状曲線
文

口縁部：ナデ 口縁部内湾 口唇部
丸み・刻み目

第５８図 ５ NR３９bM５７ SM６０ JB群２類Ⅰ系c種 鉢形土器 口縁部～体部
口縁部：上半横位沈線
２条 下半渦巻き状曲
線文 体部：ナデ

口縁部～体部：ナデ 口縁部内湾 口唇部
尖り気味・刻み目列

第５８図 ６ NR３９aM５７ SM６０ JB群２類Ⅱ系b種 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位・下位横
位平行沈線間小円形刺
突列充填 中位入組Ｓ
字文 体部：LR縄文横
回転

口縁部～体部：ナデ 口縁部内湾 口唇部
丸み・小刻み目列

第５８図 ７ NQ３９bM５７ SM６０ JB群２類Ⅲ系 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：横位沈線間斜
位刺突列２段 体部：
LR縄文横回転 底部：
ナデ 体部：被熱痕
炭化物付着

口縁部～底部：ナデ
体部：炭化物付着

口縁部外反 口唇部
刻み目列

第５８図 ８ NQ３８dM５７ SM６０ JB群２類Ⅲ系 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上位横位刺突
列 中位～下位横位沈
線間横位刺突列２段
体部：LR縄文横回転

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部僅かに内湾
口唇部平坦・刻み目
列

第５８図 ９ NQ３９cM５９ SM６０ JB群２類Ⅲ系 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横位沈線間刻
み目列２段 体部：ナ
デ

口縁部～体部：ナデ 幅１．５㎝前後粘土紐
内傾接合 口縁部内
湾 口唇部丸み・押
圧状刻み目列（漣状
口縁）

第５８図 １０ NQ４０dM３ （SM６０） JB群２類Ⅲ系 鉢形土器 口縁部～底部

口縁部：上位横位沈線
２条 中位横位短沈線
列 下位横位沈線２条
体部：LR縄文横回転
底部：ナデ

口縁部～底部：ナデ 口縁部直立 口唇部
丸み・小突起付く

第５８図 １１ NP３８dM５５ SM６０ JB群２類Ⅲ系 鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：上半横位沈線
２条 下半横位沈線間
横位短沈線列 体部：
LR縄文横回転 炭化
物付着

口縁部～体部：ナデ
炭化物付着

口縁部ほぼ直立 体
部膨らむ 口唇部丸
み

第５８図 １２ NS３８aM１７ SM６０ JB群２類Ⅲ系 鉢形土器 口縁部～体部
口縁部：不整横位沈線
３～４条 体部：縦位ケ
ズリ・ナデ

口縁部～体部：ナデ 口縁部僅かに内湾
口唇部丸み

第５８図 １３ NR３８dM５９ SM６０ JB群２類 浅鉢形土器 口縁部～体部

口縁部：横 位 沈 線３
条・刻み目列・ミガキ
体 部：LR縄 文 横 回
転・渦巻き状？沈線
文・ミガキ 口縁部～
体部：赤彩

口縁部～体部：ミガ
キ 赤彩

幅１～１．５㎝前後粘土
紐内傾接合 口唇部
丸み

第５８図 １４ NQ４０bM５９ SM６０ JB群２類 壺形土器 口縁部～体部

口縁部：二重連弧状沈
線 口縁部頸部境界：
横位刺突列 頸部：上
半入組三叉文 下半横
位沈線間横位刺突列
体部：摩滅

口縁部～体部：ナデ 口縁部外反 口唇部
丸み

第５８図 １５
NQ３９aM１７
NQ３９aM５６
NQ３９aM５７

SM６０ JB群２類 壺形土器 口縁部～頸部
口縁部：上半ナデ 下
半横位沈線間刻み目列
頸部：渦巻き状曲線文

口縁部～頸部：ナデ 外傾接合か 口縁部
外反 頸部体部境界
内屈 口唇部丸み

第２節 検出遺構と出土遺物
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第３４表 掲載土器一覧（２７）

挿図
番号

遺物
番号 出土区層 遺構 時期（型式・類別） 器 種 部 位 外 面 特 徴 内 面 特 徴 その他の特長・備考

第５８図 １６ NO３９bM５７
NO３９dM５７ SM６０ JB群２類 壺形土器 口縁部～体部

口縁部：上半垂直刺突
列 下半横 位 沈 線３
条・沈線間垂直刺突列
体部：摩滅

口縁部～体部：ナデ 幅１㎝前後粘土紐内
傾接合 口縁部外反
口唇部丸み・押圧状
刻み目列

第５８図 １７ NR３９aM５７ SM６０ JB群２類 壺形土器 体部

体部：上位渦巻き状曲
線文・横位沈線１条
中位LR縄文斜位回転
（条横走気味）

体部：ナデ 上端ユ
ビオサエ一部残る

幅１～２㎝前後粘土紐
外傾接合 体部上半
内傾 器形不明

第５８図 １８ NR３８dM５７ SM６０ JB群２類 壺形土器 体部 体部：連結する曲線文 体部：ナデ 内傾接合か 体部上
位僅かに内屈

第４章 調査の記録
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第３５表 掲載土製品一覧

挿図
番号

遺物
番号

出土区
層 遺構 器 種 特 徴

第５９図 １ NQ３８dM５６ SM６０ 土偶

中空 頭部破片 頭頂部Ｂ突起付く橋状突起・突起下横位沈線間刻み目列充填 鼻部横位Ｂ突起
状・下面（逆）Ｃ字状沈線加え鼻孔表現 眼部LR縄文施した楕円形隆線内横位沈線１条 口部円形穿
孔・周囲環状沈線 顎部瘤貼り付け 頬部横位Ｃ字状沈線 耳部Ｂ突起状 後頭部中位横位沈線間
刻み目列・下位LR縄文横位回転 頸部横位沈線間刻み目列 一部赤彩残

第５９図 ２ NR３８dM５７ SM６０ 土偶

中空 頭部から右肩部破片 頭頂部Ｂ突起付く橋状突起 眼部Ｂ突起付く隆線状楕円形区画内横位
沈線各１条 顔正面縦位小刺突逆三角形配置・盲孔・横位Ｂ突起 耳部環状沈線 後頭部LR縄文横
位回転・連結する弧状沈線 頸部付け根正面Ｂ突起付く隆線巡る 乳房粘土粒貼り付け・周囲環状
沈線・刻み目充填 体部から肩部LR縄文・三角形・菱形・弧状沈線 一部赤彩残る

第５９図 ３ NQ３８dM５６ SM６０ 土偶 中空 体部破片 乳房突出・周囲環状沈線２重・沈線間刻み目列充填 体部両面渦巻き状・三角形・
菱形沈線・LR縄文 一部赤彩残る

第５９図 ４ NP３９bM５７ SM６０ 土偶 中空 腕部破片 渦巻き状沈線 手部二叉に分かれる・基部横位沈線２条巡る

第６０図 １ NQ３９dM２３ SM６０ 土偶
中実 頭部横位Ｃ字状・鼻部突出・眼部横位短沈線 腕部～脚部Ｘ字状 乳房粘土粒貼り付け 体
部両面上下対向する三角形抉り・体側弧状沈線 体部正面中軸刺突列垂下・下位横位Ｂ突起 腕
部・脚部弧状沈線加えＢ突起状

第６０図 ２ NQ３９aM３ （SM６０） 土偶
中実 頭部・右手部・右足部・左脚部欠損 乳房粘土粒貼り付け 体部表面中軸刺突列垂下 腹部
横位Ｂ突起貼り付け・脚部～下腹部弧状沈線 背面対向する三角形抉り 腕部～脚部Ｘ字状 赤黒
漆塗りか

第６０図 ３ NR３８dM１７ SM６０ 土偶 中実 頭部破片 頭頂部二叉に分かれる 頭部両面逆三角形抉り

第６０図 ４ NQ３８cM１７ SM６０ 土偶

中実 頭部横位Ｃ字状 頭部正面突出 頭部横位沈線１条巡る 長頸 頸部基部横位沈線１条巡る
両腕・両脚Ｘ字状に短く延びる 乳房粘土粒貼り付け 体部正面沈線３条垂下・中央沈線内横位刻み
目列 腕部から脚部にかけて表裏面弧状沈線 裏面体部上下端対向する三角形沈線 手部・足部二
叉に分かれる・基部沈線巡る 手部・脚部一部欠損

第６０図 ５ NQ３９bM５６ SM６０ 土偶 中実 頭部～胸部破片 頭部横位Ｃ字状・眼部横位短沈線・後頭部横位弧状沈線 胸部両面Ｖ字
状？隆線様平行沈線

第６０図 ６ NQ３９bM５６ SM６０ 土偶 中実 頭部横位Ｃ字状・鼻部突出・眼部横位沈線１条 頸部付け根横位沈線１条巡る 体部両面Ｘ字
状隆線様沈線 手部二叉に分かれる 左腕・両脚欠損

第６０図 ７ NR３８cM１７ SM６０ 土偶 右腕～体部破片 体部正面沈線２条垂下（隆線状）・沈線間斜位刻み目 腕部水平 両面肩部・体部側～
腕部沈線 正面体部～腕部横位沈線 背面斜位刻み目列 赤彩

第６０図 ８ NR３８dM１７ SM６０ 土偶 中実 上半身破片 頭部上面三角形状 眼部横位短沈線 乳房粘土粒貼り付け 背部逆三角形抉り
両腕弧状・先端丸み

第６０図 ９ NR３８dM５７ SM６０ 土偶 中実 頭部Ｖ字状・表面刺突列Ｖ字状 鼻部粘土粒貼り付け・鼻孔刺突２個 乳房粘土粒貼り付け
体部下位横位沈線１条巡る 背面ジグザグ状沈線 腕部・脚部先端尖る 左脚先端欠損

第６０図 １０ NR３８dM５７ SM６０ 土偶
中実 頭部二叉に分かれる 鼻部粘土粒剥落痕 顔面平行刺突列Ｖ字状配置 後頭部中軸刺突列頸
部表面Ｖ字状・裏面横位配置 体部表面乳房粘土粒剥落痕 体部表面～下面中軸刺突列垂下 腕部
付け根刺突列二重巡る 右腕・左脚内湾・先端尖る 左腕・右脚欠損

第６０図 １１ NR３８bM１７ SM６０ 土偶 中実 左腕～左体部破片 頸付け根小刺突列 乳房粘土粒貼り付け 腰部小刺突列２条 背部斜行刺
突列２条 左腕湾曲・手部尖る

第６０図 １２ NQ３８dM１７ SM６０ 土偶
中実 頭頂部椀形にくぼむ 乳房粘土粒貼り付け 体部表面小刺突列Ｙ字状配置・上位は沈線内刺突
列と浅い小刺突列平行 体部下半対向する弧状沈線垂下 背面頸部付け根横位小刺突列・体部小刺突
列山形配置 右脚先端溝状刻み目

第６０図 １３ NR３９aM５６ SM６０ 土偶 中実 頭頂部二叉に分かれる 頸部小刻み目列巡る 乳房粘土粒貼り付け 体部正面中軸横位刻み
目列垂下 両腕・両脚欠損

第６０図 １４ NR３９cM５９ SM６０ 土偶 中実 体部上半破片 頸付け根横位沈線巡る正面中軸刺突列垂下 乳房粘土粒貼り付け

第６０図 １５ NR３８dM５７ SM６０ 土偶 中実 頭部欠損 乳房粘土粒剥落痕 体部両面斜行沈線 腕部・脚部短く直線的に延びる・先端尖
る

第６０図 １６ NQ３９bM１７ SM６０ 土偶 中実 頭部・下半身欠損 乳房粘土粒剥落痕 腕短く水平に延びる

第６０図 １７ NQ３９bM１７ SM６０ 土偶
中実 頭頂部両側欠損 眼部斜位刺突 鼻部粘土粒貼り付け・鼻孔小刺突２個 鼻脇下小瘤貼り付け
後頭部瘤３個貼り付け・弧状沈線 乳房粘土粒貼り付け 体部沈線１条垂下 体部表裏RL縄文 体部
下面半截竹管状工具による刺突痕 両腕・両脚下端欠損

第６０図 １８ NR３９aM２２ SM６０ 土偶 中実 頭頂部二叉に分かれる 乳房粘土粒貼り付け 左腕ほぼ水平に短く延びる・先端丸み 右
腕・両脚欠損 一部赤彩残る

第６０図 １９ NR３９aM２１ SM６０ 土偶 中実 頭頂部二叉に分かれる 乳房粘土粒貼り付け 体部板状 両腕・両脚欠損
第６０図 ２０ NQ３８cM１７ SM６０ 土偶 中実 腕部破片 渦巻き状沈線 手部二叉に分かれる・基部沈線巡る 一部赤彩残る
第６０図 ２１ NS３７cM１７ SM６０ 土偶 中実 腕部破片 付け根部沈線・刺突列巡るか 先端尖る 一部赤彩残る

第６０図 ２２ NR３８bM１７
NR３８dM１７ SM６０ 土版 楕円形平面か 表裏面扁平渦巻き状沈線

第６０図 ２３ NR３８cM５７ SM６０ 土版 楕円形平面か 上端側破片 表面中軸垂下沈線上横位小刻み目列・両側不整斜行集合沈線 裏面渦
巻き状沈線

第６１図 １ NR３９cM５９ SM６０ 有孔円盤状土製品 無文鉢体部破片素材か 素材表面ミガキ・内面ナデ 周縁研磨により円形平面に整形 中央両面穿
孔 両面一部赤彩残る

第６１図 ２ NR３８aM５６ SM６０ 有孔円盤状土製品 無文鉢体部破片素材か 素材表面ミガキ・内面ナデ 表面縁辺打ち欠き・研磨により円形平面に整
形 中央両面穿孔

第６１図 ３ NS３８aM１７ SM６０ 有孔円盤状土製品 深鉢体部素材か 周縁研磨により隅丸方形平面に整形 中央両面穿孔 表面摩滅 裏面黒色物質（漆
か）付着

第６１図 ４ NR３８cM５７ SM６０ 円盤状土製品 深鉢体部破片素材 素材表面短軸絡条体第１類・素材裏面ナデ 周縁打ち欠き・一部研磨により楕円
形平面に整形

第６１図 ５ NR３８cM５７ SM６０ 円盤状土製品 深鉢体部破片素材 素材表面LR縄文・裏面ナデ
第６１図 ６ NR３９aM５７ SM６０ 円盤状土製品 深鉢底部素材 素材表裏面ナデ 周縁研磨により円形平面に整形
第６１図 ７ NR３８bM１７ SM６０ 円盤状土製品 素材表面RL縄文か・裏面ナデ 周縁打ち欠き不整円形平面に整形
第６１図 ８ NR３８cM５７ SM６０ 円盤状土製品 深鉢体部破片素材 素材表面LR縄文・裏面ナデ 周縁打ち欠きにより不整円形平面に整形
第６１図 ９ NR３８cM５７ SM６０ 円盤状土製品 鉢体部破片素材 素材表裏面ナデ 周縁打ち欠きにより不整円形平面に整形
第６１図 １０ NR３８cM２２ SM６０ 円盤状土製品 深鉢体部破片素材 素材表裏面ナデ 周縁打ち欠きにより不整円形平面に整形
第６１図 １１ NR３８aM５６ SM６０ 円盤状土製品 深鉢体部素材 素材表面LR縄文・裏面ナデ 周縁打ち欠きにより不整円形平面に整形
第６１図 １２ NR３８bM５７ SM６０ 円盤状土製品 深鉢体部破片素材 素材表面RL縄文・裏面ナデ 周縁打ち欠きにより不整円形平面に整形
第６１図 １３ NR３９dM５９ SM６０ 円盤状土製品 深鉢体部破片素材 素材表面LR縄文・裏面ナデ（ハケメ状） 周縁研磨により楕円形平面に整形

第６１図 １４ NQ３８dM５７ SM６０ 円盤状土製品 鉢体部破片素材 素材表面LR縄文・沈線文・ミガキ 素材内面ミガキ 周縁打ち欠きにより不整円
形平面に整形

第６１図 １５ NS３７cM１７ SM６０ 円盤状土製品 深鉢体部破片 素材表面RL縄文・裏面ナデ 周縁打ち欠き方形平面に整形
第６１図 １６ NR３８bM１７ SM６０ 土製耳飾 上半円柱状・下半截頭円錐状 上下面わずかにくぼむ 全面ナデ
第６１図 １７ NR３８dM１７ SM６０ 棒状土製品 両端尖り気味の不整棒状 全面荒いナデ
第６１図 １８ NQ３９b SM６０ 土玉 管玉状 外面ナデ

第２節 検出遺構と出土遺物
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第３６表 掲載石器一覧（１）

挿図
番号

遺物
番号

出土区
層 遺構 器 種 石質 重量（�） 特 徴

第１２図 ９ NP４０b SKP１１４ 石鏃 珪質頁岩 １．０ 両面中央素材面残る 凸基有茎鏃 茎部アスファルト付着
第６２図 １ NR４０aM５９ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ０．６ 両面全面二次加工 凹基鏃 基部抉り山形 先端欠損
第６２図 ２ NQ３８dM１７ SM６０ 石鏃 頁岩 ０．５ 両面全面二次加工 凹基鏃 基部抉り逆Ｕ字形 体部下位側縁山形に突出

第６２図 ３ NP３９aM１７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．７ 両面素材面残す 横長剥片素材か 両面縁辺二次加工施し尖頭状に整形 基
部未加工 未製品か

第６２図 ４ NR３９dM５９ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．９ 両面素材面残る 縦長剥片素材か 両面縁辺二次加工施し木の葉形に整形
円基鏃

第６２図 ５ NQ３８dM１６ SM６０ 石鏃 玉髄 ４．８ 右面中央素材面残る 横長剥片素材か 左面全面・右面縁辺二次加工施し木
の葉形に整形 円基鏃

第６２図 ６ NP３９aM５７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ６．３ 両面素材面一部残る 両面縁辺二次加工施し木の葉形に整形 基端部素材折
断面？残る 円基鏃か

第６２図 ７ NR３８cM５７ SM６０ 石鏃 玉髄 ６．２ 両面素材面残る 両面縁辺二次加工施し木の葉形に整形 円基鏃か 裏面上
半アスファルト付着

第６２図 ８ NR３８dM１７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ４．０ 両面全面二次加工 不整木の葉形
第６２図 ９ NR３８bM１７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ３．８ 両面素材面残る 横長剥片素材か 尖基鏃
第６２図 １０ NQ３８cM１７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ６．３ 両面中央素材面残る 凸基有茎鏃
第６２図 １１ NS３８cM１７ SM６０ 石鏃 玉髄 ０．６ 両面全面二次加工 尖基鏃
第６２図 １２ NP３９bM５７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．６ 両面全面二次加工 尖基鏃 基部アスファルト付着
第６２図 １３ NP３９cM５７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ２．０ 右面中央素材面残る 尖基鏃
第６３図 １ NQ３９bM５７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．４ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃 茎部アスファルト付着 茎部下端欠損
第６３図 ２ NR３９aM５７ SM６０ 石鏃 頁岩 ４．０ 両面中央素材面残る 尖基鏃
第６３図 ３ NR３８cM２２ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．９ 両面全面二次加工 尖基鏃
第６３図 ４ NQ３８dM５６ SM６０ 石鏃 頁岩 ２．０ 右面中央素材面残る 凸基有茎鏃
第６３図 ５ NR３９aM５７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ２．６ 右面中央素材面残る 凸基有茎鏃 茎部アスファルト付着
第６３図 ６ NP３９bM５７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．２ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃 体部下位アスファルト付着 茎部欠損
第６３図 ７ NR３９aM１７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．６ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃 茎部下端欠損
第６３図 ８ NR３８dM１７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ２．４ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃 茎部アスファルト付着 茎部欠損
第６３図 ９ NR３９aM２１ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ５．８ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃
第６３図 １０ NN３９aM５７ SM６０ 石鏃 頁岩 ３．２ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃
第６３図 １１ NQ３９bM５７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．４ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃 茎部アスファルト付着 茎部下端欠損
第６３図 １２ NQ３８cM５６ SM６０ 石鏃 頁岩 ３．２ 両面素材面残す 縦長剥片素材 両面縁辺二次加工 凸基有茎鏃
第６４図 １ NR３９aM５７ SM６０ 石鏃 玉髄 ０．６ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃
第６４図 ２ NR３８dM１７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ２．４ 両面全面二次加工 平基有茎鏃 茎部下端欠損
第６４図 ３ NP３９aM１８ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ０．８ 両面全面二次加工 平基有茎鏃
第６４図 ４ NR３９bM１７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．９ 両面全面二次加工 平基有茎鏃 茎部欠損
第６４図 ５ NR３８dM５７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ０．９ 右面素材面残る 平基有茎鏃
第６４図 ６ NQ３８dM１７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．２ 両面全面二次加工 平基有茎鏃 茎部アスファルト付着 茎部欠損
第６４図 ７ NQ３９bM２２ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．０ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃 茎部アスファルト付着 茎部下端欠損
第６４図 ８ NR３９bM５６ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ０．８ 両面全面二次加工 平基有茎鏃
第６４図 ９ NR３９cM１７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．０ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃 茎部アスファルト付着 茎部下端欠損
第６４図 １０ NR３９aM２０ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．６ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃 茎部アスファルト付着 茎部下端欠損
第６４図 １１ NR３９aM５６ SM６０ 石鏃 玉髄 ２．２ 両面全面二次加工 茎部アスファルト付着 茎部欠損
第６４図 １２ NR３９aM５７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．８ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃 茎部アスファルト付着
第６４図 １３ NS３９dM３ （SM６０） 石鏃 珪質頁岩 ２．０ 右面中央素材面残る 凸基有茎鏃 茎部アスファルト付着
第６４図 １４ NR３８dM５７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ３．８ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃
第６５図 １ NS３８cM１７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．０ 両面全面二次加工 平基有茎鏃 先端欠損
第６５図 ２ NR３９cM５９ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．２ 両面全面二次加工 平基有茎鏃
第６５図 ３ NR３８cM２２ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．４ 両面全面二次加工 平基有茎鏃 茎部アスファルト付着 茎部欠損
第６５図 ４ NQ３９bM２２ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ２．６ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃 茎部アスファルト付着 茎部下端欠損
第６５図 ５ NO３９bM１７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ２．６ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃
第６５図 ６ NQ３９aM５７ SM６０ 石鏃 頁岩 ２．６ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃 茎部アスファルト付着
第６５図 ７ NR３８cM１７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ３．０ 両面全面二次加工 平基有茎鏃 茎部アスファルト付着
第６５図 ８ NR３８bM１７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ４．６ 両面全面二次加工 平基有茎鏃

第６５図 ９ NQ３８dM５７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 ４．０ 両面全面二次加工 凸基有茎鏃 尖頭部棒状 体部両側突出 茎部上位アス
ファルト付着 石錐か

第６５図 １０ NR３８bM１７ SM６０ 石鏃 珪質頁岩 １．４ 右面中央素材面残る 凸基有茎鏃 体部下位両側突出 茎部アスファルト付
着 茎部欠損

第６６図 １ NR３９aM１９ SM６０ 石槍 珪質頁岩 １３．２ 両面素材面残る 両面縁辺二次加工施し細身の木の葉形に整形
第６６図 ２ NR３８cM２２ SM６０ 石槍 珪質頁岩 １１．２ 両面全面二次加工施し尖頭部尖り気味の木の葉形に整形 厚手

第６６図 ３ NR３９aM５６ SM６０ 石槍 珪質頁岩 １０．２ 右面素材主剥離面一部残る 左面全面・右面縁辺二次加工施し木の葉形に整
形 厚手

第６６図 ４ NR３８cM３ （SM６０） 石槍 頁岩 １０．３ 両面素材面残る 両面平坦二次加工施し木の葉形に整形
第６６図 ５ NQ３９cM５９ SM６０ 石槍 珪質頁岩 ２９．７ 両面素材面残る 横長剥片素材か 両面縁辺二次加工施し木の葉形に整形

第６６図 ６ NO４０bM５７ SM６０ 石槍 珪質頁岩 ３２．０ 右面素材主剥離面残る 横長剥片素材 左面全面・右面縁辺二次加工施し木
の葉形に整形

第６６図 ７ NS３８cM１７ SM６０ 石槍 珪質頁岩 ７．６ 両面全面二次加工施し柳葉形に整形
第６６図 ８ NQ３８cM５７ SM６０ 石槍 頁岩 １３．２ 右面素材面残る 左面全面・右面縁辺二次加工施し柳葉形に整形

第６６図 ９ NQ３９aM１７
NR３９cM５９ SM６０ 石槍 珪質頁岩 １４．２ 中央部で折断 両面全面二次加工施し柳葉形に整形 折断後に下半破片左面

左側縁再加工施す

第６６図 １０ NQ３８dM１６ SM６０ 石槍 珪質頁岩 １７．６ 複剥離面打面縦長剥片素材か 右面素材主剥離面残る 左面全面・右面縁辺
二次加工施し柳葉形に整形 未製品か

第６６図 １１ NQ３９cM５９ SM６０ 石槍 珪質頁岩 ３０．１ 両面素材面残る 縦長剥片素材 両面縁辺二次加工施し尖頭状に整形 下半
折損

第６７図 １ NN３９aM５７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ０．８ 右面素材面残る 左面全面二次加工・右面縁辺二次加工施し棒状に整形 両
端摩滅痕

第６７図 ２ NR３９aM５７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 １．０ 両面全面二次加工施し針状に整形 錐部使用痕不明
第６７図 ３ NN３９aM１５ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ２．８ 両面全面二次加工施し棒状に整形 両端摩耗痕
第６７図 ４ NR３９cM５９ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ４．０ 左面中央素材面残る ほぼ両面全面二次加工施し棒状に整形 錐部摩耗痕
第６７図 ５ NR３８dM１７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ５．４ ほぼ両面全面二次加工施し錐部・片側突出する基部作出 錐部先端摩耗痕
第６７図 ６ NP３９dM５７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ４．２ 両面中央素材面残る 両面縁辺二次加工施し柳葉形に整形 錐部使用痕不明

第６７図 ７ NR３９aM１７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ２．４ 基部右面素材面・単剥離面打面残る 錐部両面全面二次加工施し棒状に作出
錐部先端摩耗痕

第６７図 ８ NP３９aM１８ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ３．２ 両面全面二次加工施し棒状に整形 錐部使用痕不明
第６７図 ９ NQ３９bM１７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 １．８ 両面全面二次加工施し棒状に整形 基部側アスファルト付着 錐部摩耗痕
第６７図 １０ NR３８cM５７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ３．０ 両面全面二次加工施し針状錐部・つまみ部作出 錐部使用痕不明

第６７図 １１ NQ３８dM５７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ３．６ 両面全面二次加工施し錐部・僅かに片側突出する基部作出 錐部先端摩耗痕
基部先端欠損 両端錐部作出か

第４章 調査の記録
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第３７表 掲載石器一覧（２）
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第６７図 １２ NQ３８dM５７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ３．０ 両面全面二次加工施し棒状に整形 錐部使用痕不明
第６７図 １３ NR３８dM１７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ６．２ 両面全面二次加工施し棒状に整形 錐部先端摩耗痕

第６７図 １４ NR３８dM１７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 １．２ つまみ部両面素材面残る 錐部両面全面二次加工施し短針状に作出 錐部先
端摩耗痕

第６７図 １５ NO４０bM５７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 １．２ 両面全面二次加工施し短針状錐部・つまみ部作出 錐部使用痕不明
第６７図 １６ NR３８cM２２ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ３．４ ほぼ両面全面二次加工施し錐部・つまみ部作出 錐部先端摩耗痕
第６７図 １７ NR３８cM１７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ３．８ ほぼ両面全面二次加工施し短針状錐部・つまみ部作出 錐部先端摩耗痕

第６７図 １８ NS３８aM１７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ６．１ 両面全面二次加工施し棒状錐部・つまみ部作出 錐部先端摩耗痕 錐部欠損
後も使用か

第６７図 １９ NR３８dM１７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ５．２ つまみ部両面素材面・単剥離面打面残る 錐部両面全面二次加工施し針状に
作出 錐部使用痕不明 つまみ部アスファルト付着 錐部欠損後再加工か

第６７図 ２０ NP３９bM３ （SM６０） 石錐 珪質頁岩 ９．０ 両面全面二次加工施し錐部・つまみ部作出 錐部先端摩耗痕 錐部～つまみ
部アスファルト付着

第６７図 ２１ NO３９bM５７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ４．２ 両面全面二次加工施し錐部・つまみ部作出 錐部先端欠損 使用痕不明

第６７図 ２２ NP３８dM３ （SM６０） 石錐 珪質頁岩 ３．５ つまみ部両面素材面残る 錐部両面全面二次加工施し針状に作出 錐部～つ
まみ部アスファルト付着 錐部先端欠損

第６８図 １ NR３９bM１７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ４．６ つまみ部両面素材面残る 錐部両面全面二次加工施し針状に作出 錐部先端
摩耗痕

第６８図 ２ NQ３８cM１７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ３．４ つまみ部両面素材面残る 錐部両面全面二次加工施し針状に作出 錐部先端
摩耗痕

第６８図 ３ NR３９aM２０ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ４．６ つまみ部右面素材面残る 錐部両面全面二次加工施し針状に作出 錐部先端
摩耗痕

第６８図 ４ NS３８cM１７ SM６０ 石錐 玉髄 ５．０ つまみ部両面素材面・線状打面残る 錐部両面全面二次加工施し棒状に作出
錐部先端摩耗痕

第６８図 ５ NR３８dM１７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ４．８ つまみ部未加工 素材線状打面残る 錐部両面全面二次加工施し針状に作出
錐部先端摩耗痕

第６８図 ６ NR３８dM１７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ８．２ つまみ部両面素材面・単剥離面打面残る 錐部両面全面二次加工施し針状に
作出 錐部先端摩耗痕

第６８図 ７ NS３８dM３ （SM６０） 石錐 珪質頁岩 ７．２ つまみ部裏面素材面残る 錐部両面全面二次加工施し針状に作出 錐部先端
摩耗痕

第６８図 ８ NP３８dM５５ SM６０ 石錐 珪質頁岩 １０．８ つまみ部両面素材面残る 錐部両面全面二次加工施し針状に作出 錐部先端
摩耗痕

第６８図 ９ NR３９bM２０ SM６０ 石錐 頁岩 １７．０ つまみ部両面素材面・単剥離面打面残る 錐部両面全面二次加工施し針状に
作出 錐部先端摩耗痕

第６８図 １０ NQ３９aM５７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ３．０ 両面素材面・複剥離面打面残る 両面縁辺二次加工施し長三角形状に整形
錐部先端摩耗痕

第６８図 １１ NR３９cM３ （SM６０） 石錐 頁岩 ４．５ 両面素材面残る 両面縁辺加工施し長三角形状に整形 錐部使用痕不明

第６８図 １２ NQ３９bM２３ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ９．８ 両面全面二次加工施し両端短針状錐部作出 下端錐部回転摩耗痕 上端錐部
摩耗痕

第６８図 １３ NS３９aM５７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 １０．０ 両面素材面・単剥離面打面残る 素材末端側折断か 両面縁辺加工施し短い
錐部２か所作出 錐部使用痕不明

第６８図 １４ NS３８aM１７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ８．７ 打面側折断した横長剥片素材か 一端に両面全面二次加工施し短い錐部作出
錐部摩耗痕

第６８図 １５ NR３８cM２２ SM６０ 石錐 頁岩 ５．７ 打面側折断した横長剥片素材か 一端に右面から急角度二次加工施し錐部作
出 錐部使用痕不明

第６８図 １６ NS３９aM１７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ５．３ 打面欠損した縦長剥片素材 末端左面へ急角度二次加工施し錐部作出 錐部
使用痕不明

第６８図 １７ NR３８dM５７ SM６０ 石錐 珪質頁岩 ３．０ 石刃状縦長剥片素材 複剥離面打面残る 素材末端両面縁辺二次加工施し錐
部作出 錐部使用痕不明

第６９図 １ NR３９cM５９ SM６０ 石匙 珪質頁岩 ４．３ 両面全面二次加工施し尖頭状刃部・つまみ部作出
第６９図 ２ NR３９bM１７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 ６．３ 両面全面二次加工施し木の葉形刃部とつまみ部作出
第６９図 ３ NR３９bM１７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 ８．４ 両面全面二次加工施し尖頭状刃部とつまみ部作出

第６９図 ４ NQ３８dM５７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 １８．０ 縦長剥片素材か 素材打面側～両側縁辺表面二次加工施し刃部作出 素材末
端側縁辺両面二次加工施しつまみ部作出

第６９図 ５ NS３９aM１７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 １４．２ 単剥離面打面縦長剥片素材 左面両縁辺・右面左縁辺に二次加工施し木の葉
形刃部作出 素材打面両側両面二次加工施しつまみ部作出

第６９図 ６ NR４０aM５９ SM６０ 石匙 珪質頁岩 ３１．６ 縦長剥片素材 素材主剥離面右側縁辺細かい二次加工施し刃部作出 素材表
面右側縁急角度二次加工 素材打面側縁辺両面二次加工施しつまみ部作出

第６９図 ７ NP３９aM１８ SM６０ 石匙 頁岩 ２９．２ 縦長剥片素材 素材打面側～両側縁辺両面二次加工施し尖頭状刃部作出 素
材末端側両面二次加工施しつまみ部作出 つまみ部アスファルト付着

第６９図 ８ NR３８dM５７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 ３２．７ 単剥離面打面縦長剥片素材 素材両側縁辺両面二次加工施し尖頭状刃部作出
打面両側縁辺両面二次加工施しつまみ部作出

第６９図 ９ NQ３９bM２２ SM６０ 石匙 珪質頁岩 １５．２ 縦長剥片素材 素材表面両側縁辺細かい二次加工施し刃部作出 素材打面側
両面縁辺二次加工施しつまみ部作出

第６９図 １０ NR３８cM５７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 １６．６ 縦長剥片素材か 左面右側縁辺両面二次加工施し刃部作出 素材打面側両面
二次加工施しつまみ部作出

第６９図 １１ NQ３９bM２１ SM６０ 石匙 珪質頁岩 ２６．４
自然面打面縦長剥片素材 素材末端縁辺両面二次加工施し刃部作出 素材両
側細かい二次加工痕 素材打面側縁辺両面二次加工施しつまみ部作出 つま
み部アスファルト付着

第７０図 １ NQ３９bM２３ SM６０ 石匙 珪質頁岩 ２８．２ 単剥離面打面縦長剥片素材 素材両側縁辺両面二次加工施し刃部作出 素材
末端両面二次加工施しつまみ部作出

第７０図 ２ NS３９aM１７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 ２１．０ 縦長剥片素材 素材両側縁辺両面二次加工施し刃部作出 素材打面側両面二
次加工施しつまみ部作出

第７０図 ３ NN３９c SM６０ 石匙 珪質頁岩 ４８．０ 両面素材面残る 横長剥片素材か 両面縁辺二次加工施し刃部・つまみ部作
出 つまみ部アスファルト付着

第７０図 ４ NR３８bM５７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 ７．６ 縦長剥片素材か 素材末端縁辺両面細かい二次加工施し刃部作出 素材両側
縁辺細かい二次加工 素材打面側縁辺両面二次加工施しつまみ部作出

第７０図 ５ NQ４０bM３ （SM６０） 石匙 珪質頁岩 ２０．８ 両面全面二次加工施し刃部・つまみ部作出 刃部三角形状

第７０図 ６ NQ４０dM５９ SM６０ 石匙 珪質頁岩 ３４．４ 両面中央素材面残る 両面縁辺二次加工施し三角形刃部・つまみ部作出 つ
まみ部アスファルト付着

第７０図 ７ NR３８dM１７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 ２３．８ 横長剥片素材か 素材両側～末端両面縁辺二次加工施し三角形状に刃部作出
打面側両面縁辺二次加工施しつまみ部作出 つまみ部アスファルト付着

第７０図 ８ NR３９cM５９ SM６０ 石匙 珪質頁岩 １６．８ 両面素材面残る 両面縁辺二次加工施し刃部・つまみ部作出 つまみ部アス
ファルト付着

第７０図 ９ NR３９aM５７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 ２５．０ 右面素材主剥離面残る 左面ほぼ全面・右面下側除く縁辺二次加工施し刃
部・つまみ部作出

第７０図 １０ NR３８cM５７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 １７．０ 両面素材面残る 両面縁辺二次加工施し刃部・つまみ部作出 つまみ部アス
ファルト付着

第７１図 １ NR３８dM１７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 １４．４ 両面素材面残る 素材片側縁辺両面細かい二次加工施し刃部作出 対向する
縁辺～打面側両面二次加工施しつまみ部作出 つまみ部アスファルト付着

第２節 検出遺構と出土遺物

―１７３―
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第７１図 ２ NR３８bM５６ SM６０ 石匙 珪質頁岩 ２５．６ 両面中央素材面残る 両面縁辺二次加工施し横長三角形状刃部・つまみ部作
出 つまみ部アスファルト付着

第７１図 ３ NQ３９dM１７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 ２８．０ 両面素材面残る 単剥離面打面横長剥片素材か 両面縁辺二次加工施し刃
部・つまみ部作出 左面左側刃部尖頭状 つまみ部アスファルト付着

第７１図 ４ NR３９M１７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 １７．６ 両面素材面残る 素材打面側から片側両面二次加工施し刃部・つまみ部作出
刃部下側縁辺微小剥離痕

第７１図 ５ NQ４０aM３ （SM６０） 石匙 珪質頁岩 ２３．８ 両面素材面残る 横長剥片素材か 両面縁辺二次加工施し刃部・つまみ部作
出 左面右側刃部尖頭状 つまみ部アスファルト付着

第７１図 ６ NQ３９dM２３ SM６０ 石匙 珪質頁岩 ３３．６ 両面全面二次加工施し刃部・つまみ部作出 刃部両側尖り気味 つまみ部ア
スファルト付着

第７１図 ７ NQ３９bM１６ SM６０ 石匙 玉髄 １９．８ 両面素材面残る 両面縁辺二次加工施し刃部・つまみ部作出 つまみ部アス
ファルト付着

第７１図 ８ NQ３９aM５７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 ３２．２ 両面素材面残る 横長剥片素材か 素材末端表面縁辺・打面側両面縁辺二次加
工施し刃部・つまみ部作出 左面右側刃部尖頭状 つまみ部アスファルト付着

第７２図 １ NR３８dM１７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 １．８ 右面素材面残る 左面全面・右面縁辺二次加工施し刃部・つまみ部作出

第７２図 ２ NS３７cM１７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 １５．３ 単剥離面打面剥片素材 素材末端側折損 素材片側縁辺両面二次加工施しつ
まみ部作出 つまみ部紐巻き付け痕跡様アスファルト付着

第７２図 ３ NR４０aM５９ SM６０ 石匙 頁岩 ４８．５ 縦長剥片素材 素材打面横縁辺両面二次加工施しつまみ部作出 素材左面右
側縁辺微小剥離痕

第７２図 ４ NS３９aM１７ SM６０ 石匙 珪質頁岩 １９．２ 単剥離面打面寸詰まり縦長剥片素材 素材側縁突出部に僅かに二次加工施しつ
まみ部作出 つまみ部アスファルト付着 つまみ部に対向する縁辺微小剥離痕

第７２図 ５ NQ４０bM３ （SM６０） 石箆 珪質頁岩 １３．５ 両面素材面残る 両面縁辺二次加工施し寸詰まり短冊形に整形 刃部不整円
刃 刃部・基部使用痕不明

第７２図 ６ NQ３９bM１７ SM６０ 石箆 珪質頁岩 ２２．０ 左面刃部除きほぼ両面全面二次加工施し寸詰まり短冊形に整形 刃部斜刃・
刃部細かい二次加工なし 刃部縁辺微小剥離痕 基部使用痕不明

第７２図 ７ NQ３９bM５７ SM６０ 石箆 珪質頁岩 ３７．９ 単剥離面打面縦長剥片素材 左面右側節理面・両面細かい階段状剥離痕 刃
部両面二次加工施し円刃作出 刃部・基部使用痕不明

第７２図 ８ NQ４０aM３ （SM６０） 石箆 珪質頁岩 ６８．０ 両面全面二次加工 短冊形 円刃 刃部・基部使用痕不明

第７２図 ９ NR３８cM５７ SM６０ 石箆 頁岩 １５２．４ 両面素材面残る 両面縁辺二次加工 短冊形 刃部素材面・一部細かい二次
加工痕 刃部・基部使用痕不明

第７２図 １０ NP４１bM１ （SM６０） 石箆 珪質頁岩 ３２．０
左面素材自然面・右面素材主剥離面残る 縦長剥片素材か 素材末端主剥離
面側に二次加工施し直刃作出 素材両側左面側に急角度二次加工施し基部作
出 撥形 刃部摩滅痕 基部使用痕不明 基部上端側欠損

第７３図 １ NR３９bM５７ SM６０ スクレイパー 玉髄 ６．５ 両面中央素材面残す 両面縁辺二次加工施し円形に整形
第７３図 ２ NR３９cM５９ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ９．５ 横長剥片素材か 主に打面側両面縁辺二次加工施し楕円形に整形
第７３図 ３ NR３９aM２０ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ８．６ 素材両面縁辺二次加工施し一端尖り気味の楕円形に整形
第７３図 ４ NS３８cM１７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ３．６ 両面全面二次加工 石鏃未製品か

第７３図 ５ NR３９bM１７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ５．７ 横長剥片素材か 素材裏面ほぼ全面二次加工・表面縁辺急角度二次加工施し
尖頭状刃部作出

第７３図 ６ NN３９cM５７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ８．９ 縦長剥片素材か 両面縁辺二次加工施し両端尖頭状に整形

第７３図 ７ NR３８bM１７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 １６．１ 表面素材面残す 裏面全面二次加工 両面縁辺細かい二次加工施し尖頭状刃
部作出

第７３図 ８ NS３８cM１７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ４．２ 表面全面・裏面縁辺二次加工
第７３図 ９ NR３９aM１７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ５．７ 表面全面・裏面縁辺二次加工
第７３図 １０ NQ３８dM１７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ９．２ 表面中央自然面残る 両面ほぼ全面二次加工
第７３図 １１ NQ４０aM３ （SM６０） スクレイパー 珪質頁岩 ６．２ 両面素材面残る 両面縁辺二次加工施し尖頭状に整形
第７３図 １２ NQ３９bM５７ SM６０ スクレイパー 頁岩 ３０．１ 単剥離面打面石刃様縦長剥片素材 素材両側縁辺両面二次加工施し刃部作出
第７３図 １３ NS３８aM５７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ２７．１ 石刃様縦長剥片素材 素材裏面打面側二次加工 素材両側縁微小剥離痕
第７３図 １４ NS３８aM１７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ２９．１ 単剥離面打面縦長剥片素材 素材裏面右側縁辺二次加工施し刃部作出

第７３図 １５ NQ３９aM５７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ４７．２ 単剥離面打面縦長剥片素材 素材表面左側縁辺二次加工 素材表面右側縁辺
両面二次加工 素材裏面末端縁辺二次加工

第７４図 １ NQ３８cM１７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ８５．５ 線状打面縦長剥片素材 表面素材ポジ面残る 素材表面右側～末端縁辺両面
二次加工施し刃部作出

第７４図 ２ NQ３８dM５６ SM６０ スクレイパー 頁岩 ２６．０ 上下端折断縦長剥片素材か 素材表面両側縁辺細かい二次加工施し刃部作出

第７４図 ３ NS３８aM５７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ８３．３ 打面側折損縦長剥片素材 素材裏面左側縁辺細かい二次加工施し刃部作出
素材表面左下側表裏二次加工施し突出部作出 石匙か

第７４図 ４ NP４０aM５９ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 １４．０ 縦長剥片素材か 素材両側～末端縁辺両面二次加工施し刃部作出
第７４図 ５ NR３９bM２０ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ２２．９ 打面側折損縦長剥片素材 素材両側縁辺両面二次加工施し刃部作出
第７４図 ６ NR３９bM１９ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ３７．２ 両面全面二次加工施し尖頭状刃部作出か

第７４図 ７ NP３９aM５７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ２２．２ 複剥離面打面縦長剥片素材 素材裏面両側縁辺細かい二次加工施し尖頭状刃
部作出

第７４図 ８ NQ４０bM５９ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ９１．８ 単剥離面打面縦長剥片素材 素材表面右側縁辺両面二次加工施し尖頭状刃部
作出

第７５図 １ NR３９aM２０ SM６０ スクレイパー 頁岩 ７．１ 縦長剥片素材か 素材両側～末端縁辺両面二次加工施し尖頭状刃部作出

第７５図 ２ NR３８cM１７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 １３．７ 節理面打面縦長剥片素材 素材表面左側縁辺・裏面左側縁辺・末端両面縁辺
二次加工施し刃部作出

第７５図 ３ NP４０bM５７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 １８．９ 打面折損寸詰まり縦長剥片素材 素材両側～末端縁辺両面二次加工

第７５図 ４ NR３９aM５６ SM６０ スクレイパー 頁岩 ２１．６ 複剥離面打面寸詰まり縦長剥片素材 素材末端縁辺両面二次加工施し小尖頭
状刃部作出

第７５図 ５ NR３８cM１７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ２０．４ 単剥離面打面縦長剥片素材 素材表面左側縁辺両面二次加工施し刃部作出
素材表面内湾する末端縁辺二次加工施し刃部作出

第７５図 ６ NQ３９aM１７ SM６０ スクレイパー 頁岩 ７１．０ 打面折損寸詰まり剥片素材 素材末端縁辺両面細かい二次加工施し刃部作出

第７５図 ７ NR４０bM５９ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 １３．４ 縦長剥片素材か 素材表面打面～両側縁辺・裏面打面縁辺二次加工施し刃部
作出

第７５図 ８ NS３８aM１７ SM６０ スクレイパー 珪質頁岩 ９．６ 表面上端縁辺両面二次加工 表面下端縁辺荒い二次加工痕 表面両側荒い二
次加工施し内湾状整形

第７５図 ９ NR３８bM１７ SM６０ スクレイパー 黒曜石 １３．０ 単剥離面打面縦長剥片素材 素材両側縁中央凹部微小剥離痕
第７５図 １０ NO３９cM５７ SM６０ スクレイパー 頁岩 ９．２ 単剥離面打面縦長剥片素材か 素材両側縁辺両面二次加工施し凹刃作出

第７５図 １１ NR３９bM１７ SM６０ 楔形石器 珪質頁岩 １０．５ 素材形状不明 両面上下縁辺からの剥離痕 左面上側縁辺階段状剥離痕・つ
ぶれ

第７５図 １２ NS３８cM１７ SM６０ 楔形石器 珪化岩 ３０．１ 線状打面残す寸詰まり縦長剥片素材 両側縁両面に平坦～階段状剥離痕 縁
辺つぶれなし

第７６図 １ NR３９bM１７ SM６０ 二次加工ある剥片 頁岩 １３８．３ 厚手素材 両面上下端からの剥離痕 石核母型か
第７６図 ２ NQ３９bM５６ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 ５７．８ 左面自然面残る 両面求心状二次加工痕 残核か
第７６図 ３ NR３９bM５７ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 １３２．６ 厚手剥片素材 素材表面全周から急角度剥離痕 石核か

第７６図 ４ NQ３９bM５７ SM６０ 二次加工ある剥片 頁岩 ７９．０ 複剥離面打面寸詰まり縦長剥片素材 素材側縁～末端縁辺両面荒い二次加工
一部縁辺鋸歯状

第７６図 ５ NP３９aM５７ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 ３５．８ 横長剥片素材か 表面全面・裏面縁辺二次加工 表面一部アスファルト付着
第７７図 １ NQ３９aM５６ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 ５７．５ 厚手剥片素材 表面打面側急角度剥離痕 石核か
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第７７図 ２ NQ３９aM１７ SM６０ 二次加工ある剥片 頁岩 ９６．３ 両面縁辺荒い二次加工 一部縁辺鋸歯状
第７７図 ３ NS３９aM１７ SM６０ 二次加工ある剥片 頁岩 ５３．９ 表面自然面残す 素材打面側折断か 素材側縁～末端縁辺荒い二次加工
第７７図 ４ NQ３９aM１７ SM６０ 二次加工ある剥片 頁岩 ４５．６ 厚手剥片素材 両面縁辺荒い二次加工
第７７図 ５ NS３８bM３ （SM６０） 二次加工ある剥片 珪質頁岩 ５３．６ 両面縁辺荒い二次加工 下端側錐部折損か 石錐破損品か
第７７図 ６ NR３８cM２２ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 ５１．０ 横長剥片素材か 素材裏面打面側荒い二次加工 素材末端縁両側荒い二次加工
第７８図 １ NR３９aM１７ SM６０ 二次加工ある剥片 頁岩 １６２．６ 側面自然面残す厚手横長剥片素材か 素材打面側両面交互二次加工
第７８図 ２ NQ３９aM１７ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 １１０．８ 単剥離面打面縦長剥片素材 素材側縁～末端縁両面二次加工
第７８図 ３ NS３８dM１７ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 ７５．５ 表面自然面残す横長剥片素材 両面打面側二次加工施し尖頭状に整形
第７８図 ４ NR３８bM５６ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 ７７．３ 表面自然面 裏面打面側～右側縁荒い二次加工痕
第７８図 ５ NP３９bM１７ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 ３４．２ 横長剥片素材か 裏面打面側二次加工痕 素材末端側荒い表裏交互二次加工痕

第７８図 ６ NR３９aM２２ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 ６０．０ 複剥離面打面寸詰まり縦長剥片素材 左面荒い二次加工痕 右面下側細かい
二次加工痕 円刃スクレイパーか

第７８図 ７ NQ３８cM１７ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 １７．６ 表面一部自然面残る 両面ほぼ全面二次加工施し不整多角形に整形
第７９図 １ NQ３８dM１６ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 ２５．９ 裏面中央素材面残るか 両面ほぼ全面二次加工 石槍未製品か
第７９図 ２ NQ３９bM５７ SM６０ 二次加工ある剥片 珪化岩 ２９．１ 厚手剥片素材か 両面求心状二次加工痕 石核か
第７９図 ３ NR３９aM１７ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 ３６．８ 横長剥片素材か 両面全面二次加工 一端短く尖る
第７９図 ４ NS３８cM１７ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 １６．２ 上半両面二次加工施し尖頭状整形 下端縁急角度二次加工 石槍未製品か
第７９図 ５ NQ３９bM２２ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 １９．９ 横長剥片素材 素材右半両面荒い二次加工 石槍未製品か
第７９図 ６ NT３８dM５９ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 ２３．１ 両面荒い二次加工 石槍未製品か

第７９図 ７ NQ３９cM５９ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 １６．７ 複剥離面打面寸詰まり縦長剥片素材 素材表面末端側二次加工施し尖頭状整
形 素材裏面打面側階段状剥離痕

第７９図 ８ NR３８cM２２ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 ３６．３ 両面全面二次加工施し棒状に整形 表面左下側面被熱によるハジケ
第７９図 ９ NR３８bM１７ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 ４５．７ 単剥離面打面縦長剥片素材 素材裏面両側縁荒い二次加工施し鋸歯状

第７９図 １０ NN３９bM１５ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 ４４．５ 単剥離面打面縦長剥片素材 裏面左側縁荒い二次加工施し鋸歯状 裏面右側
縁微小剥離痕

第８０図 １ NQ３８cM１７ SM６０ 二次加工ある剥片 変質安山
岩 １２６．３ 自然面打面横長剥片素材 素材末端縁両面荒い二次加工

第８０図 ２ NN３９dM１５ SM６０ 二次加工ある剥片 珪質頁岩 ３５．２ 打面欠損する寸詰まり横長剥片素材 表面左側縁～末端縁荒い急角度二次加
工痕 左側縁～末端縁鋸歯状

第８０図 ３ NQ３８cM５６ SM６０ 異形石器 珪質頁岩 ２．２ 両面全面二次加工施し基部両端に突出部ある石鏃状に整形
第８０図 ４ NR３８dM５７ SM６０ 異形石器 珪質頁岩 ７．８ 両面全面二次加工施し両側くびれある凹基鏃状に整形

第８０図 ５ NS３８cM１７ SM６０ 異形石器 珪質頁岩 ２．０ 両面全面二次加工施し両側くびれある有茎鏃状に整形 先端部欠損 石鏃破
損品か

第８０図 ６ NR３８bM１７ SM６０ 異形石器 珪質頁岩 ２．０ 両面全面二次加工施し両側突出する有茎鏃状に整形 下端側アスファルト付
着 石鏃再加工品か

第８０図 ７ （SM６０） 異形石器 珪質頁岩 ３．５ 両面全面二次加工施し両側突出する有茎鏃状に整形 下端側アスファルト付
着 石鏃再加工品か有茎鏃状に整形 両端欠損

第８１図 １ NS３９aM１７ SM６０ 異形石器 珪質頁岩 ７．４ 中央素材面残る 両面縁辺二次加工施し両側突出するつまみ付石錐状に整形
石錐か

第８１図 ２ NR３８dM５７ SM６０ 異形石器 頁岩 ５．２ 横長剥片素材か 両面素材面残る 両面縁辺二次加工施し片側突起付く尖頭
状に整形

第８１図 ３ NR３８cM１７ SM６０ 異形石器 頁岩 ５．６ 両面中央素材面残る 両面縁辺二次加工施し片側に突起付く石槍状に整形
第８１図 ４ NR３９bM５７ SM６０ 異形石器 珪質頁岩 ６．６ 両面全面二次加工施し「Ｊ」字形に整形

第８１図 ５ NP３９bM５７ SM６０ 異形石器 頁岩 ３．８ 両面素材面残る 両端欠損 両面縁辺二次加工施し片側突起付く「く」字形
に整形

第８１図 ６ NQ３９aM１７ SM６０ 異形石器 珪質頁岩 １．２ 両面素材面残る 両面縁辺二次加工施し片側突起付く棒状または弧状に整形
両端欠損

第８２図 １ NQ３９bM２１ SM６０ 異形石器 珪質頁岩 ０．６ 両面全面二次加工施し両側に突起付く小形石槍状に整形
第８２図 ２ NR３８dM１７ SM６０ 異形石器 珪質頁岩 ０．８ 両面全面二次加工施し三叉状に整形 上端欠損
第８２図 ３ NR３８cM５７ SM６０ 異形石器 珪質頁岩 １．０ 両面全面二次加工施し三叉状に整形
第８２図 ４ NQ３９dM２３ SM６０ 異形石器 珪質頁岩 １．２ 両面素材面残る 両面縁辺二次加工施し三叉状に整形
第８２図 ５ NN３９dM６４ SM６０ 異形石器 赤玉 １．０ 横長剥片素材か 素材両側～末端両面縁辺二次加工施し三叉状に整形
第８２図 ６ NR３９aM１９ SM６０ 異形石器 珪質頁岩 ２．２ 中央素材晶洞残る 両面縁辺二次加工施し両端二叉小突起ある弧状に整形
第８２図 ７ NR３８cM５７ SM６０ 異形石器 赤玉 ２．６ 両面縁辺二次加工施し縁辺鋸歯縁状の「人」字形に整形

第８２図 ８ NQ３８cM５６ SM６０ 異形石器 珪質頁岩 １１．６ 横長剥片素材 素材一端折断整形か 両面素材面残る 素材末端～打面側両
面縁辺二次加工施し突出部作出

第８３図 １ NS３９aM１７ SM６０ 石核 頁岩 ５２７．０ サイコロ状 裏面自然面残る 母型か
第８３図 ２ NR３９bM１７ SM６０ 石核 玉髄 １４１．９ サイコロ状 上面自然面残る
第８３図 ３ NQ４０aM５９ SM６０ 石核 頁岩 ２８９．０ 分割礫素材 打面作業面９０°回転 母型か

第８４図 １ NQ３９dM１７ SM６０ 石核 頁岩 ２６４．５ 扁平円礫素材 素材両小口面連続剥離により打面作出 表裏面作業面として
剥片剥離

第８４図 ２ NR３９bM１７ SM６０ 石核 頁岩 ２６９．７ 扁平立方体状 打面作業面９０°回転 裏面敲打痕 敲石に転用か
第８４図 ３ NR３９aM５７ SM６０ 石核 頁岩 ２０７．８ 裏面素材ポジ面残る 打面作業面９０°回転
第８５図 １ NP３９bM１７ SM６０ 石核 珪質頁岩 １５２．２ 打面作業面９０°回転
第８５図 ２ NQ３９aM１７ SM６０ 石核 珪質頁岩 ２１１．０ 両面求心状剥離
第８５図 ３ NR３８dM５７ SM６０ 石核 頁岩 １６０．６ 表裏面交互求心状剥離
第８６図 １ NR３９aM５６ SM６０ 凹石類 凝灰岩 ２３９．０ 不整平面扁平亜角礫素材 両面中央盲孔状敲打痕各１か所

第８６図 ２ NR３８dM５７ SM６０ 凹石類 輝石安山
岩 ２３７．５ 円形平面円礫素材 両面中央盲孔状敲打痕各１か所

第８６図 ３ NR３８dM１７ SM６０ 凹石類 砂岩 １１８．４ 剥片素材 表面中央盲孔状敲打痕１か所 表面右側敲打状剥離痕

第８６図 ４ NR３９bM１７ SM６０ 凹石類 多孔質輝
石安山岩 ２４５．０ 楕円形平面円礫素材 表面中央盲孔状敲打痕２か所 裏面中央盲孔状敲打痕１

か所

第８６図 ５ NR３８dM５７ SM６０ 凹石類 砂岩 ３３６．５ 楕円形平面円礫素材 表面中央盲孔状敲打痕１か所 裏面中央盲孔状敲打痕２
か所 裏面被熱による黒変

第８６図 ６ NS３８aM５７ SM６０ 凹石類 火山礫凝
灰岩 ３８６．５ 楕円形平面円礫素材 表面中央盲孔状敲打痕２か所 裏面中央盲孔状敲打痕３

か所

第８７図 １ NR３８bM５７ SM６０ 凹石類 多孔質輝
石安山岩 ３７２．５ 楕円形平面円礫素材 表裏面盲孔状敲打痕各２か所 両側中央敲打による抉り

第８７図 ２ NR３９bM１７ SM６０ 凹石類 輝石安山
岩 ２９１．５ 円形平面円礫素材 両面中央盲孔状敲打痕各１か所 下端敲打痕１か所 両面

中央磨痕 側面磨痕

第８７図 ３ NS３８aM１７ SM６０ 凹石類 輝石安山
岩 ３８０．０ 円形平面円礫素材 両面浅い盲孔状敲打痕各１か所 両面磨痕 側面敲打痕

一部赤色顔料付着

第８７図 ４ NR３８cM５７ SM６０ 凹石類
石英含有
輝石安山
岩

５１１．５
楕円形平面円礫素材 表裏面中央・下端敲打痕 表面一部磨痕 表面一部赤
色顔料付着

第８８図 １ NR３８bM５７ SM６０ 敲石 珪化岩 ８５．２ 縦長剥片素材 素材両側～末端縁辺両面二次加工痕・敲打痕
第８８図 ２ NR３８aM５７ SM６０ 敲石 頁岩 １１４．１ 三角形平面扁平円礫素材 下端縁辺両面二次加工痕・敲打痕

第２節 検出遺構と出土遺物
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第４０表 掲載石器一覧（５）

挿図
番号

遺物
番号

出土区
層 遺構 器 種 石質 重量（�） 特 徴

第８８図 ３ NR３９aM５７ SM６０ 敲石
石英含有
輝石安山
岩

１３５．６
円形平面扁平円礫素材 下端一部剥離痕・敲打痕

第８８図 ４ NR３８bM１７ SM６０ 敲石 無斑晶質
安山岩 １４０．５ 楕円形平面円礫素材 両面研磨痕 側面～上下端敲打痕

第８８図 ５ NR３８cM５７ SM６０ 石皿 輝石安山
岩 ２４２０．０ 円形平面扁平円礫素材 両面中央磨痕

第８９図 １ NQ３８dM５６
NS３８aM１７ SM６０ 石皿 ドレライ

ト ８２０．１ 破片２点接合 表裏面～側面磨面 分割廃棄か

第８９図 ２ NR３８cM５７ SM６０ 石皿 頁岩 ６７９．０ 板状角礫素材 全周二次加工 表面磨痕・線状痕 表面赤色顔料付着

第８９図 ３
NR３８dM５７
NR３９bM１７
NS３９aM１７

SM６０ 石皿 頁岩 ３４８．１
破片４点接合 表面磨痕・線状痕 表面一部赤色顔料付着 分割廃棄か

第９０図 １ NP３９dM１ （SM６０） 打製石斧 頁岩 １７７．４ 両面中央素材面残る 剥片素材か 短冊形 刃部縁辺摩滅痕

第９０図 ２ NS３９aM１７ SM６０ 打製石斧 頁岩 ２４０．９ 両面全面二次加工 刃部片刃・細部加工なし 刃部左面縁辺微小剥離痕 体
部両側僅かにくぼむ・縁辺摩滅痕

第９０図 ３ NP３９cM５７ SM６０ 打製石斧 頁岩 １３３．２ 横長剥片素材か 平坦打面・末端ウートラパッセか 撥形 刃部・基部使用
痕不明

第９０図 ４ NR３９cM５７ SM６０ 磨製石斧 玄武岩 ４９９．２ 僅かに偏刃両刃 両側面平坦 基部欠損 刃部刃こぼれ
第９０図 ５ NR３９aM５７ SM６０ 磨製石斧 頁岩 １１９．４ 基部側破片 両側面平坦か

第９０図 ６ NO３９cM５７ SM６０ 磨製石斧 ドレライ
ト １９４．６ 僅かに偏刃両刃 両側面平坦 刃部刃こぼれ

第９０図 ７ NQ３８dM１７ SM６０ 磨製石斧 ドレライ
ト １４９．４ 表面左側面研磨により平坦 表面右側両面二次加工 刃部敲打痕 基端部欠

損 基部一部黒色物質付着 磨製石斧再加工品 敲石に転用か
第９０図 ８ NR３８bM１７ SM６０ 磨製石斧 玄武岩 １０９．６ 刃部破損 両側面平坦 基部欠損 全面摩滅
第９０図 ９ NR３９cM１７ SM６０ 磨製石斧 玄武岩 ７０．４ 円刃両刃 両側面平坦 基部欠損 刃部僅かに刃こぼれ

第９１図 １ NQ３９bM５６ SM６０ 磨製石斧 頁岩 ７４．３ 表面右側面研磨により平坦 刃部・基端部欠損 基部全周からの剥離痕 磨
製石斧再加工品

第９１図 ２ NR３８dM５７ SM６０ 磨製石斧 ドレライ
ト １１３．４ 刃部側欠損 両側面平坦

第９１図 ３ NT３７cM３ （SM６０） 磨製石斧 輝石安山
岩 ７２．２ 刃部側欠損 両側面平坦

第９１図 ４ NT３７dM３ （SM６０） 磨製石斧 ドレライ
ト ７０．０ 刃部側欠損 両側面平坦

第９１図 ５ NQ３８bM２２ SM６０ 磨製石斧 玄武岩 ４１．２ 刃部側欠損 両側面平坦

第９１図 ６ NS３８dM３ （SM６０） 磨製石斧 玄武岩 ６２．２ 刃部側欠損 両側面～基端部敲打により平坦整形 基部横断面丸み 両側面
黒色物質付着

第９１図 ７ NR３８bM１７ SM６０ 磨製石斧 ドレライ
ト ３８．３ 刃部側欠損 両側面平坦

第９１図 ８ NR３９cM３ （SM６０） 磨製石斧 玄武岩 ３２．０ 刃部側欠損 両側面平坦

第９１図 ９ NS３８cM１７ SM６０ 磨製石斧 無斑晶質
安山岩 １１．８ 基部破片 両側面僅かに湾曲気味

第９１図 １０ NR３９aM２２ SM６０ 磨製石斧 ドレライ
ト ２５．６ 緩やかな円刃両刃 両側面平坦 基端部欠損 基部一部剥離痕

第９１図 １１ NP３８dM１７ SM６０ 磨製石斧 ドレライ
ト ２８．６ 緩やかな円刃両刃 両側面平坦 基端部尖る 基部一部剥離痕・敲打痕 磨

製石斧再加工品か

第９１図 １２ NQ３８d SM６０ 磨製石斧 ドレライ
ト ３０．０ 両側面平坦 基端部尖る 刃部欠損 基部一部剥離痕

第９１図 １３ NQ３８dM５６ SM６０ 磨製石斧 ドレライ
ト ５．５ 円刃両刃 両側面僅かに湾曲 基端部欠損 刃部刃こぼれ

第９１図 １４ NR３９aM５７ SM６０ 磨製石斧 無斑晶質
安山岩 ２４１．０ 円刃両刃 両側面ほぼ平坦・一部敲打痕残る 左側敲打により全周くぼむ

左半側欠損 独鈷石か

第４１表 掲載石製品一覧（１）

挿図
番号

遺物
番号

出土区
層 遺構 器 種 石 質 重量（�） 特 徴

第９２図 １ NR４０c SM６０ 石剣 粘板岩 ６０９．０ 身部先端尖頭状 基端部尖る 基部横位線刻２条 線刻間くぼむ 横断面
円形～凸レンズ状 全体風化・破損著しい 完形品が埋没後に折損か

第９２図 ２
NR３９aM５７
NS３８cM５７
NS３９aM１７

SM６０ 石剣 菫青石ホルン
フェルス ４１０．２

身部先端尖頭状 基端部僅かに尖り気味 基部横位線刻２条痕跡 線刻間
くぼむ 横断面凸レンズ状 ３地点からの破片がほぼ完形に接合

第９２図 ３ NR３８dM５７ SM６０ 石剣 粘板岩 ３３３．６ 身部先端尖り気味 両側面平坦 身部中央被熱痕 基部側欠損

第９３図 １ NQ３９dM６３
NR３９aM５７ SM６０ 石剣 粘板岩 ５２２．０ 基部側先細 基端部平坦 基部身部境界２本１組横位線刻２条 線刻間敲打

痕僅かに残る 先端側欠損

第９３図 ２ NO３９dM６３
NO４０aM１５ SM６０ 石剣 緑色片岩 ４１２．６ 基部膨らむ 身部横断面凸レンズ状 一部敲打整形のくぼみ残る ２地点

からの破片がほぼ完形に接合

第９３図 ３ NR３９bM５７ SM６０ 石剣 頁岩 １５６．４
身部先端弧状 両側面僅かに平坦 研磨線状痕残る 基部側欠損 欠損
面アスファルト付着 欠損部取り巻き筋状にアスファルト付着 折損部
紐巻き付け・アスファルト塗りで補修か

第９３図 ４ NQ３９bM２３ SM６０ 石刀 粘板岩 １８８．０ ほぼ完形 基部膨らむ 身部左面尖り気味・右面やや丸み

第９４図 １ NR３９aM２０ SM６０ 石刀 緑色片岩 １３７．６ 基部側破片 基部瘤状突出 基部中央横位線刻１条巡る 基部下面「Ⅰ」
字形線刻 身部左側平坦・右側尖る

第９４図 ２ NP４０aM５９
NP４０bM１ （SM６０） 石剣（再加工品） 菫青石ホルン

フェルス ５４．０ 表面横位線刻６条 中央２条線刻裏面にも巡る 裏面剥離面（節理面） 下
面丸み 上面割れ面 石剣破片再加工品

第９４図 ３ NR38bM57 SM60 石棒 輝石安山岩 ７５１．０ 円筒状に全面研磨か 下面平坦 横断面僅かに扁平な円形 上側欠損
表面被熱痕

第９５図 １ NR３９bM５６ SM６０ 岩偶 変質流紋岩質
凝灰岩 ４９．６ 両腕三角形状に短く突出 胴部屈曲部尖り気味の渦巻き状線刻巡る 頭

部・両脚欠損

第９５図 ２ NR３９b SM６０ 岩版 変質流紋岩質
凝灰岩 ２３．８ 上端尖り気味 左側僅かに膨らむ 右側僅かに内湾 両側面丸み 竜面

渦巻き状線刻 下側欠損 岩偶腕部か

第９５図 ３ NR３９aM５６ SM６０ 岩版 変質流紋岩質
凝灰岩 １０１．２ 円形平面 表面中軸正中線線刻 両面扁平渦巻き状線刻 周縁両面から

打ち欠き整形

第９５図 ４ NQ３９bM２３ SM６０ 岩版 変質流紋岩質
凝灰岩 ５８．８ 円形平面か 上面から両側面平坦 両面扁平渦巻き状線刻 下半欠損

第９５図 ５ NR３９bM１７ SM６０ 岩版 変質流紋岩質
凝灰岩 ４９．４ 楕円形平面か 表面扁平渦巻き状線刻 左側・下側・裏面欠損

第４章 調査の記録
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第４２表 掲載石製品一覧（２）

挿図
番号

遺物
番号

出土区
層 遺構 器 種 石 質 重量（�） 特 徴

第９５図 ６ NR３８dM５７ SM６０ 岩版 変質流紋岩質
凝灰岩 １１．８ 楕円形平面 上面から両側面僅かに丸み 左面中軸正中線線刻・両側渦

巻き状線刻 右面中軸上位盲孔・両側渦巻き状線刻 下半欠損

第９５図 ７ NQ３９dM１７ SM６０ 岩版 変質流紋岩質
凝灰岩 ３４．４ 隅丸方形平面か 上面・左側面丸み 両面渦巻き状線刻 赤漆塗りか

右側欠損 欠損部アスファルト付着

第９５図 ８ NR３９aM１７ SM６０ 岩版 変質流紋岩質
凝灰岩 １５．４ 破片 側面丸み 両面扁平渦巻き状線刻 線刻内一部赤彩残る

第９６図 １ NQ３９bM５６
NR３８bM１７ SM６０ 岩版 変質流紋岩質

凝灰岩 ３９．６ 両側膨らむ方形平面 上下面・両側面平坦 左面中軸正中線線刻 両面
渦巻き状線刻各４ 線刻内一部赤彩残る

第９６図 ２ NR３８dM５７ SM６０ 岩版 変質流紋岩質
凝灰岩 ２７．８ 下端水平な円形平面か 上下面・右側面平坦 左半欠損 左面中軸正中線

線刻・右半渦巻き状線刻２ 右面左半渦巻き状線刻２・左端三角形状線刻

第９６図 ３ NR３８cM２２ SM６０ 岩版 変質流紋岩質
凝灰岩 ２２．２ 隅丸方形平面か 上面から左側面平坦 両面渦巻き状線刻 赤漆塗りか

右側・下側欠損

第９６図 ４ NR３９aM５７ SM６０ 岩版 変質流紋岩質
凝灰岩 １１５．４ 方形平面 両面Ｃ字状・逆Ｓ字状線刻 上面・左側面平坦・波状線刻

線刻内一部赤彩残る

第９６図 ５ NQ３８dM５７ SM６０ 岩版 変質流紋岩質
凝灰岩 ２５７．２ 上半三角形状突出平面 側面平坦 左面中軸正中線線刻・盲孔 両面渦

巻き状線刻 黒色物質（漆？）付着 下半欠損

第９７図 １ NS３８bM１７ SM６０ 岩版 砂岩 ３９２．２ 下方がやや広がる隅丸方形平面 上下面平坦 両側面丸み 左面中軸正
中線線刻

第９７図 ２ NR３８dM５７ SM６０ 線刻礫 変質流紋岩質
凝灰岩 ５９．４ 不整方形平面 左面左側弧状細線刻残る 全体摩滅著しい

第９７図 ３ NR３８dM１７ SM６０ 円盤状石製品 輝石安山岩 ７４．８ 扁平亜円礫素材 表面から上端・両側に急角度の二次加工施し円形平面
に整形

第９７図 ４ NR３８dM５７ SM６０ 円盤状石製品 輝石安山岩 １０４．９ 扁平亜円礫素材 両面周縁二次加工施し円形平面に整形
第９７図 ５ NS３８aM１７ SM６０ 円盤状石製品 輝石安山岩 １３４．５ 扁平円礫素材 両面周縁二次加工・敲打施し円形平面に整形
第９８図 １ NR３８dM５６ SM６０ 円盤状石製品 輝石安山岩 １６６．８ 扁平亜角礫素材か 両面周縁急角度の二次加工施し円形平面に整形

第９８図 ２ NQ３９bM５６ SM６０ 円盤状石製品 花崗閃緑岩 １８９．２ 扁平円礫素材 裏面周縁やや平坦な二次加工・表面周縁急角度の二次加
工施し円形平面に整形

第９８図 ３ NR３８cM５７ SM６０ 円盤状石製品 石英含有輝石
安山岩 ２００．２ 扁平円礫素材 両面周縁二次加工施し円形平面に整形

第９８図 ４ NR３９dM１７ SM６０ 円盤状石製品 輝石安山岩 ２１０．０ 扁平亜角礫素材 両面周縁急角度の二次加工施し不整円形平面に整形
第９８図 ５ NR３９bM１７ SM６０ 円盤状石製品 輝石安山岩 ２０７．０ 扁平亜角礫素材 両面周縁二次加工施し不整円形平面に整形
第９９図 １ NO４０aM６３ SM６０ 円盤状石製品 輝石安山岩 ３２７．０ 扁平円礫素材 両面縁辺急角度の二次加工・敲打施し円形平面に整形
第９９図 ２ NR３８bM５６ SM６０ 円盤状石製品 頁岩 １１２．９ 扁平亜角礫素材 両面周縁折断・急角度の二次加工施し円形平面に整形

第９９図 ３ NR３８cM５７ SM６０ 有孔円盤状石製品 変質流紋岩質
凝灰岩 １２．４ 円形平面板状に研磨整形 両面・全周平坦 中央両面穿孔 穿孔部一部

黒色物質付着

第９９図 ４ NR３８dM５７ SM６０ 有孔石製品 変質流紋岩質
凝灰岩 ３９．７ 不整楕円形平面荒い研磨整形 全体凹凸あり 両面中央碗状抉り施し小

穴貫通

第９９図 ５ NR３８dM５７ SM６０ 有孔石製品 変質流紋岩 １６８．６ 隅丸方形平面板状に研磨整形 表裏面・上下端・側面平坦 正面中央上
位両面穿孔１か所

第１００図 １ NR３８bM５７ SM６０ 有孔石製品 変質流紋岩質
凝灰岩 ４７．８ 扁平直方体状研磨整形 一部線状痕残る 表面上下位・両側に穿孔各１か

所 それぞれ上下端両側面からの穿孔と貫通

第１００図 ２ NQ３９bM５７ SM６０ 有孔石製品 変質流紋岩質
凝灰岩 １１．８

撥形平面に研磨整形 左側面・下端平坦 右側面尖り気味 表面上位
表面からの片面穿孔１か所 中央両側表面からの片面穿孔各１か所 下端
沿い両面穿孔３か所 穿孔部一部欠損

第１００図 ３ NQ３９bM５７ SM６０ 有孔石製品 流紋岩 ５．８ 下端抉りある碗形にケズリ・研磨整形 表面線状痕残る 中央両側表面
からの片面穿孔２か所

第１００図 ４ NQ４０dM５９ SM６０ 有孔石製品 頁岩 １６．０ 弧状扁平円礫素材か 表面丸み 裏面平坦 中央両側両面穿孔２か所 左
側欠損

第１００図 ５ NR４０aM５９ SM６０ 有孔石製品 デイサイト ２１．３ 不整円形平面扁平円礫素材 裏面両側二次加工痕 中央両側表面からの
片面穿孔２か所

第１００図 ６ NR３８cM５７ SM６０ 有孔石製品 変質流紋岩質
凝灰岩 ２．８ 上下端欠損し形状不明 中央大形の両面穿孔

第１００図 ７ NR３８b SM６０ 有孔石製品 変質流紋岩質
凝灰岩 ４．７

「Ｔ」字状に整形か 欠損のため詳細な形状不明 中央両面穿孔１か所
表面中央下位下向き三角形抉り 裏面左側上向き三角形抉り 側面平坦
表裏面一部線状痕残る

第１００図 ８ NR３８cM５７ SM６０ 有孔石製品 軽石 ４１．５ 棒状に研磨整形か 上位両面未貫通穿孔各１か所

第１００図 ９ NQ３８dM２２ SM６０ 棒状石製品 変質流紋岩質
凝灰岩 １７．４ 棒状に研磨整形 両側平坦 下端尖り気味

第１００図 １０ NR３８c SM６０ 鍵形石製品 変質流紋岩質
凝灰岩 １７．２ 「鍵」形に研磨整形 平面外側角張り内側湾曲 両端膨らむ 線状痕残

る

第１００図 １１ NR３８bM５６ SM６０ 板状石製品 頁岩 ８．５ 方形平面扁平板状に研磨整形 両面・上下端・両側面平坦 両面線状痕
残る 全面赤彩

第１０１図 １ NR３９aM１９ SM６０ 勾玉 碧玉 １．０ 下端尖り気味の弧状平面に研磨整形 下端欠損後一部研磨 中央両面穿
孔

第１０１図 ２ NR３８bM１７ SM６０ 勾玉 ヒスイ ２．２ 内側Ｂ字状に突出する弧状に研磨整形 表面丸み 裏面平坦 中央裏面
からの片面穿孔

第１０１図 ３ NR３９c SM６０ 勾玉 変質流紋岩質
凝灰岩 １．９ 「ノ」字状に研磨整形 両面平坦 上側表面からの片面穿孔

第１０１図 ４ NS３８aM１７ SM６０ 有孔石製品 珪化岩 １３．２ 弧状円礫素材未研磨 中央両面穿孔

第１０１図 ５ NR３８bM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．１ 両面中央平坦 両面穿孔

第１０１図 ６ NR３８bM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．１ 両面中央平坦 両面穿孔

第１０１図 ７ NR３９aM５６ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．１ 両面中央平坦 両面穿孔

第１０１図 ８ NS３８cM５７ SM６０ 小玉 ヒスイ ０．３ 両面丸み 表面からほぼ片面穿孔 裏面から僅かに穿孔
第１０１図 ９ NQ３９bM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．２ 両面中央平坦 両面穿孔
第１０１図 １０ NQ３８dM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．２ 両面中央平坦 穿孔円筒状

第１０１図 １１ NR３９aM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．２ 両面中央平坦 穿孔円筒状

第１０１図 １２ NQ３８dM１６ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．２ 両面中央平坦 両面穿孔

第１０１図 １３ NR３９aM５６ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．３ 両面中央平坦 両面穿孔

第１０１図 １４ NS３８aM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．３ 両面中央平坦 穿孔円筒状

第１０１図 １５ NR３８dM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．３ 両面中央平坦 穿孔円筒状

第１０１図 １６ NR３９cM５９ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．３ 両面丸み 両面穿孔

第１０１図 １７ NR３８bM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．５ 両面平坦 穿孔円筒状

第２節 検出遺構と出土遺物

―１７７―
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第１０１図 １８ NR３９aM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．５ 両面丸み 両面穿孔

第１０１図 １９ NR３９bM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．４ 両面中央僅かに平坦 両面穿孔

第１０１図 ２０ NR３９bM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．４ 両面僅かに丸み 両面穿孔

第１０１図 ２１ NR３９aM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．６ 両面丸み 両面穿孔
第１０１図 ２２ NR３９bM５７ SM６０ 小玉 碧玉 ０．８ 表面中央僅かに平坦 裏面丸み 表面からの片面穿孔 穿孔ロート状
第１０１図 ２３ NR３９aM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．４ 両面丸み 両面穿孔

第１０１図 ２４ NR３８cM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．４ 両面中央平坦 穿孔円筒状

第１０１図 ２５ NR３８bM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．４ 両面丸み 両面穿孔

第１０１図 ２６ NR３９aM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．４ 両面中央丸み 両面穿孔

第１０１図 ２７ NR３８bM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．４ 両面中央平坦 両面穿孔

第１０１図 ２８ NR３９aM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．５ 両面中央僅かに丸み 両面穿孔

第１０１図 ２９ NR３８dM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．５ 両面中央平坦 両面穿孔

第１０１図 ３０ NQ３８dM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．４ 両面中央平坦 穿孔円筒状

第１０１図 ３１ NQ３８dM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．５ 両面中央平坦 穿孔円筒状

第１０２図 １ NR３９aM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．５ 両面中央丸み 両面穿孔

第１０２図 ２ NR３９d SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．５ 両面中央僅かに丸み 両面穿孔

第１０２図 ３ NS３８aM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．５ 両面丸み 両面穿孔

第１０２図 ４ NR３９aM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．６ 両面中央僅かに丸み 両面穿孔

第１０２図 ５ NR３９aM５６ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．６ 両面中央丸み 両面穿孔

第１０２図 ６ NR３９aM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．７ 両面中央僅かに平坦 両面穿孔

第１０２図 ７ NR３９dM５９ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．５ 両面中央平坦 両面穿孔

第１０２図 ８ NR３９aM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．７ 両面中央平坦 両面穿孔

第１０２図 ９ NR３９aM５６ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．７ 両面僅かに丸み 両面穿孔

第１０２図 １０ NR３９aM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．７ 両面中央僅かに丸み 両面穿孔

第１０２図 １１ NR３９aM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．３ 両面中央丸み 両面穿孔

第１０２図 １２ NR３８cM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．８ 両面中央僅かに平坦 両面穿孔
第１０２図 １３ NQ３９aM５６ SM６０ 小玉 風化蛇紋岩 ０．５ 両面丸み 表面からの片面穿孔
第１０２図 １４ NQ３９bM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．９ 両面中央平坦 両面穿孔
第１０２図 １５ NQ３８dM５６ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．６ 両面中央僅かに平坦 両面穿孔
第１０２図 １６ NR３９cM５９ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．６ 両面中央僅かに丸み 両面穿孔
第１０２図 １７ NQ３９bM２３ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．８ 両面中央平坦 両面穿孔
第１０２図 １８ NR３８dM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．９ 両面中央平坦 両面穿孔
第１０２図 １９ NS３９aM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．８ 両面丸み 両面穿孔
第１０２図 ２０ NR３８dM５７ SM６０ 小玉 ヒスイ ３．７ 両面丸み 表面からの片面穿孔 穿孔ロート状

第１０２図 ２１ NQ３９bM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．１ 両面中央平坦 穿孔円筒状 欠損

第１０２図 ２２ NR３８aM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．１ 両面中央平坦 両面穿孔 欠損

第１０２図 ２３ NR３８bM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．１ 両面丸み 表面からのほぼ片面穿孔 欠損

第１０２図 ２４ NR３８dM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩 ０．４ 両面中央平坦 穿孔円筒状 欠損

第１０２図 ２５ NQ３８cM１７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．１ 両面中央平坦 表面からの片面穿孔 欠損

第１０２図 ２６ NQ３９bM２２ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．２ 両面中央平坦 両面穿孔 欠損

第１０２図 ２７ NR３９aM５７ SM６０ 小玉 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．１ 両面丸み 両面穿孔か 欠損

第１０３図 １ NR３８bM５６ SM６０ 小玉未製品 変質流紋岩 ０．３ 極小円礫素材か 両面中央未貫通穿孔
第１０３図 ２ NR３８bM５６ SM６０ 小玉未製品 珪化流紋岩 ０．５ 楕円形平面扁平円礫状に研磨 両面上側未貫通穿孔
第１０３図 ３ NR３８bM５６ SM６０ 小玉未製品 変質流紋岩 ０．４ 不整楕円形平面扁平円礫状に研磨整形か 両面中央未貫通穿孔
第１０３図 ４ NR３８aM５６ SM６０ 小玉未製品 変質流紋岩 １．２ 極小円礫素材か 両面中央未貫通穿孔

第１０３図 ５ NR３８bM５６ SM６０ 小玉未製品 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．２ 極小円礫状研磨整形 表面未貫通穿孔

第１０３図 ６ NR３８bM５６ SM６０ 小玉未製品 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．５ 不整極小円礫状研磨整形 表面中央未貫通穿孔 裏面中央石器による不

整方形切り欠き痕

第１０３図 ７ NR３８bM５６ SM６０ 小玉未製品 変質流紋岩質
凝灰岩 ０．４ 不整形平面極小扁平円礫状研磨整形 表面中央未貫通穿孔

第１０３図 ８ NR３８bM５６ SM６０ 小玉未製品 変質流紋岩 １．１ 楕円形平面極小円礫状研磨整形 表面未貫通穿孔
第１０３図 ９ NR３８bM５６ SM６０ 小玉未製品 珪化流紋岩 ０．６ 不整円形平面極小円礫状研磨整形 表面中央浅い未貫通穿孔
第１０３図 １０ NR３８bM５６ SM６０ 小玉未製品 変質流紋岩 ０．２ 楕円形平面極小扁平円礫状研磨整形 表面中央極小未貫通穿孔
第１０３図 １１ NR３８bM５６ SM６０ 小玉未製品 珪化岩 １．０ 極小円礫分割 加工痕なし 第１０３図１２と同一母岩か
第１０３図 １２ NR３８bM５６ SM６０ 小玉未製品 珪化岩 １．９ 極小円礫分割 加工痕なし 第１０３図１１と同一母岩か

第４４表 掲載骨角器一覧

挿図
番号

遺物
番号

出土区
層 遺構 器 種 重量（�） 特 徴

第１０３図 １３ NR３９aM１７ SM６０ 棒状骨角器 ０．２ 断面円形棒状に研磨整形 上下端欠損 被熱により白色化 資料NO．４
第１０３図 １４ NR３８bM５６ SM６０ 棒状骨角器 １．１ 断面円形棒状に研磨整形 上端側くびれ 上下端欠損 被熱により白色化 資料NO．２

第４章 調査の記録
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第５章 自然科学的分析

第１節 向様田Ｄ遺跡出土石器等の石質鑑定報告
パリノ・サーヴェイ株式会社

１ はじめに

向様田Ｄ遺跡の発掘調査では、竪穴住居跡、配石遺構、焼土遺構、土坑、土器埋設遺構などの遺構

が検出されたほか、多量の縄文土器片や２万点余の石器類などが出土した。石器類には長さ６０㎝をこ

える石剣、ヒスイ製勾玉、有孔石製品などが認められたことから、儀礼的な行為が行なわれていた可

能性も指摘されている。

今回の分析調査では、多数の中から選択された石器類および石製品類を肉眼鑑定し、石質に関する

資料の作成を行うとともに、可能な限りその石材の由来についても検討した。以下にその結果を報告

する。

２ 試料

肉眼による石質の鑑定を行った試料は、第４５～４８表に示される石器１２６点および第４９・５０表に示さ

れる石製品１１９点の計２４５点である。なお、第４５～４８表には整理担当者であるセンター職員による珪質

頁岩を中心とした鑑定結果も併記しており、同表で岩石名が斜体となっているものがこれに相当す

る。

石器類の器種別の数量は、石鏃５０点、スクレイパー３３点、石匙３３点、石錐３９点、石箆６点、石槍１１

点、二次加工ある剥片３０点、打製石斧３点、石核９点、楔形石器２点、磨製石斧２０点、敲石４点、凹

石類１０点、石皿４点および異形石器１９点である。石製品類は、小玉５４点、小玉未製品１２点、勾玉３点、

石剣７点、石刀２点、石棒１点、線刻礫２点、岩偶１点、岩版１２点、円盤状石製品１０点、有孔石製品

１１点、有孔円盤状石製品１点およびその他石製品３点である。

３ 分析方法

当社技師１名が平成２１年１月２３日に中央調査班事務所に赴き、野外用のルーペを用いて構成鉱物や

組織の特徴を観察し、肉眼で鑑定できる範囲の岩石名を付した。鑑定は、五十嵐（２００６）に示される分

類基準を参考にして行なっている。個々の石材の正確な岩石名は、薄片作製観察、Ｘ線回折試験、全

岩化学組成分析等を併用することにより調べることができるが、今回は肉眼鑑定のみに留めるため、

鑑定された岩石名は概査的な岩石名であることを留意されたい。

４ 結果

肉眼観察により明らかとなった石器および石製品の岩石名を、第４５～５０表に示す。石材組成を器種

別に集計したものを、石器類については第５１表に、石製品類については第５２表に示した。

今回調査対象とした石器類に使用されている石材は、深成岩類としてドレライト１０点、火山岩類と
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して黒曜石１点、無斑晶質安山岩３点、多孔質輝石安山岩２点、輝石安山岩５点、石英含有輝石安山

岩２点および玄武岩６点、火山砕屑岩類として火山礫凝灰岩１点および凝灰岩１点、堆積岩類として

砂岩２点、頁岩３４点および珪質頁岩１９１点、変質岩類として珪化岩３点、変質安山岩１点、および、

鉱物として玉髄９点および赤玉２点である。

一方石製品類では、深成岩類として花崗閃緑岩１点、火山岩類として流紋岩１点、デイサイト１点、

輝石安山岩８点および石英含有輝石安山岩１点、火山砕屑岩類として軽石１点、堆積岩類として砂岩

１点および頁岩４点、変成岩類として緑色片岩２点、菫青石ホルンフェルス２点および粘板岩４点、

変質岩類として珪化岩３点、珪化流紋岩２点、変質流紋岩２４点、変質流紋岩質凝灰岩５８点および風化

蛇紋岩１点、鉱物として碧玉２点およびヒスイ３点である。

５ 考察

（１）地質概要

本遺跡周辺における石材の入手先としては、遺跡近傍を流れる小又川の河床礫や段丘礫などが最も

考え易い。河床礫や段丘礫の起源となる小又川流域の地質については、大沢・須田（１９７８）の２０万分の１

地質図「弘前および深浦」および大沢・須田（１９８０）の２０万分の１地質図「秋田および男鹿」から概観

できる。

流域における基盤岩類は、中古生層の堆積岩類および花崗岩質岩である。堆積岩類は、頁岩（粘板

岩）からなり、ホルンフェルス化しているものが多く、砂岩、チャートなども伴う。花崗岩質岩は石

英閃緑岩、花崗閃緑岩、アダメロ岩などであり、新第三紀中新世に貫入した花崗岩類に貫かれている。

基盤岩類は、新第三紀中新世の火山岩類、火山砕屑岩類、堆積岩類などを中心として広く覆われて

おり、小又川の下流域や中上流域の右岸側に広く分布している。構成岩類は、安山岩～玄武岩質な溶

岩や火山砕屑岩を主とするほか、頁岩、砂岩などの堆積岩類も伴い、多様な岩相を有する。小又川の

最上流部には、２００万年前～１００万年前ごろまでに活動したとされる玉川溶結凝灰岩が分布している。

玉川溶結凝灰岩は、流紋岩～デイサイト質な火砕流堆積物からなる。

新第三系や玉川溶結凝灰岩は小又川左岸側において第四紀火山の森吉火山によって広く覆われてい

る。

森吉火山は、約１００万年から８０万年前までの２０万年に亘って活動したと推定されている複合成層火

山である。主要な岩相は、輝石安山岩～デイサイトであり、かんらん石、石英、角閃石などの斑晶を

伴うものもある。

（２）石材の由来

今回調査対象とした石器に使用されている石材の由来についての検討は、上記の地質分布を踏まえ

て行なうこととする。石器類および石製品類に分けて以下に述べる。

１）石器類

石器類として多様な器種に使用されている石材は、珪質頁岩および頁岩である。石鏃、スクレイ

パー、石匙、石錐、石槍、石核などに利用され、多量に出土している。このような石器に利用できる

珪質頁岩は新第三紀中新世の女川層相当層に伴う石材であり、その分布は主に阿仁川の左岸側より西

方の山地に分布する。小又川流域ではおそらく採取できないと考えられ、このような女川層相当層の

第５章 自然科学的分析
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分布域より運び込まれた石材とみることができる。頁岩類は、小又川流域の新第三系由来の河床礫な

どから採取可能である。しかし、石鏃、スクレイパー等に使用されているものについては、珪質頁岩

に近い岩質を有する必要があるため、珪質頁岩と同様に女川層相当層に由来していると推定される。

珪質頁岩および頁岩と同じような器種に使用されているものとしては玉髄があり、同様に石鏃、スク

レイパー、石匙、石錐、石核といった器種に使用されている。珪質頁岩から漸移する岩相を示すもの

も存在することから、珪質頁岩と同様な地質より採取された可能性が考えられる。

磨製石斧、敲石、凹石類、石皿などの器種には、ドレライト、安山岩類、火山砕屑岩類、砂岩といっ

た在地性の石材が使用されている。大部分は新第三系由来の石材であり、河床礫や段丘礫などから容

易に入手できる石材である。安山岩類については森吉火山のものと、新第三系のものとが混在して使

用されているが、顕著な利用の偏りは認められない。

二次加工のある剥片、楔形石器、敲石という石器には珪質頁岩や頁岩が使われているが、ほかに変

質岩類に属する珪化岩および変質安山岩が使われている。いずれも新第三系由来の在地性と考えられ

る石材である。

異形石器には珪質頁岩、頁岩のほか、赤玉が使用されている。赤玉は一般的な岩石と比べ、産出は

きわめて小規模であるため、特定産地のものが採取され、利用されたものと考えられる。赤玉の産出

は一般に流紋岩に伴うことが多いことから、新第三系の流紋岩分布域などに由来を求めることができ

るが、小又川流域において採取できるかどうかについては不明であり、詳細な現地調査が必要であろ

う。

明らかに搬入品とみることができる石材としては、スクレイパーに使用されている黒曜石がある。

近い産地としては、脇本海岸や大館、青森県の深浦など知られているが、成分分析からの検討を要す

る。

２）石製品類

石器類と同様、石製品類にも小又川の地質に由来する在地性のものが主要石材として使われてい

る。円盤状石製品や有孔円盤状石製品には多種類の石材が使われており、円盤状石製品には花崗閃緑

岩、安山岩類、頁岩が、有孔石製品には流紋岩、デイサイト、軽石、流紋岩質凝灰岩、変質流紋岩、

変質流紋岩質凝灰岩などが利用されている。小又川の地質分布を考慮すると、花崗閃緑岩は竜ヶ森の

花崗岩質岩に由来するものであり、安山岩類は新第三系または森吉火山に、流紋岩、デイサイト、変

質流紋岩、変質流紋岩質凝灰岩は新第三系に、流紋岩質凝灰岩は玉川溶結凝灰岩にそれぞれ由来をも

つものと考えられる。軽石については流域の地質には分布しない石材であることから、第四紀のテフ

ラ分布域より採取された可能性が考えられる。近い産地としては、十和田火山の軽石流堆積物が分布

する大館市付近が最寄である。

線刻礫、岩偶、岩版には流紋岩質凝灰岩、変質流紋岩質凝灰岩、砂岩などが使用されている。これ

らは在地性の石材であるが、いずれも軟質岩が使用されており、岩質的な面から選択採取された石材

といえる。

多量に出土している小玉および小玉未製品には、変質岩類が多用されている。変質岩類は珪化岩、

珪化流紋岩、変質流紋岩、変質流紋岩質凝灰岩および風化蛇紋岩である。風化蛇紋岩以外は、いずれ

第１節 向様田Ｄ遺跡出土石器等の石質鑑定報告
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第４５表 石器類の石質鑑定結果表（１）

整理番号 挿図番号 遺物番号
出土区・層
（遺構）

器 種 石 質 備 考

S１ 第８２図 ８ NQ３８cM５６ 異形石器 珪質頁岩
S２ 第８２図 ３ NR３８cM５７ 異形石器 珪質頁岩
S３ 第８２図 ６ NR３９aM１９ 異形石器 珪質頁岩
S４ 第８２図 ７ NR３８cM５７ 異形石器 赤玉
S５ 第８２図 ５ NN３９dM６４ 異形石器 赤玉
S６ 第８１図 ３ NR３８cM１７ 異形石器 頁岩
S７ 第８１図 ５ NP３９bM５７ 異形石器 頁岩
S８ 第８２図 ４ NQ３９dM２３ 異形石器 珪質頁岩
S９ 第８２図 １ NQ３９bM２１ 異形石器 珪質頁岩
S１０ 第８０図 ６ NR３８bM１７ 異形石器 珪質頁岩
S１１ 第８０図 ７ 異形石器 珪質頁岩
S１２ 第８２図 ２ NR３８dM１７ 異形石器 珪質頁岩
S１３ 第８０図 ３ NQ３８cM５６ 異形石器 珪質頁岩
S１４ 第８０図 ５ NS３８cM１７ 異形石器 珪質頁岩
S１５ 第８０図 ４ NR３８dM５７ 異形石器 珪質頁岩
S１６ 第８１図 １ NS３９aM１７ 異形石器 珪質頁岩
S１７ 第８１図 ２ NR３８dM５７ 異形石器 頁岩
S１８ 第８１図 ４ NR３９bM５７ 異形石器 珪質頁岩
S１９ 第８１図 ６ NQ３９aM１７ 異形石器 珪質頁岩
S２０ 第６７図 ８ NP３９aM１８ 石錐 珪質頁岩
S２１ 第６７図 １ NN３９aM５７ 石錐 珪質頁岩
S２２ 第６７図 ９ NQ３９bM１７ 石錐 珪質頁岩
S２３ 第６７図 １２ NQ３８dM５７ 石錐 珪質頁岩
S２４ 第６７図 ３ NN３９aM１５ 石錐 珪質頁岩
S２５ 第６８図 ８ NP３８dM５５ 石錐 珪質頁岩
S２６ 第６７図 ２１ NO３９bM５７ 石錐 珪質頁岩
S２７ 第６８図 ６ NR３８dM１７ 石錐 珪質頁岩
S２８ 第６７図 ２０ NP３９bM３ 石錐 珪質頁岩
S２９ 第６８図 ４ NS３８cM１７ 石錐 玉髄
S３０ 第６８図 ２ NQ３８cM１７ 石錐 珪質頁岩
S３１ 第６７図 １８ NS３８aM１７ 石錐 珪質頁岩
S３２ 第６７図 １０ NR３８cM５７ 石錐 珪質頁岩
S３３ 第６７図 ２ NR３９aM５７ 石錐 珪質頁岩
S３４ 第６８図 ７ NS３８dM３ 石錐 珪質頁岩
S３５ 第６８図 ９ NR３９bM２０ 石錐 頁岩
S３６ 第６８図 ５ NR３８dM１７ 石錐 珪質頁岩
S３７ 第６７図 １９ NR３８dM１７ 石錐 珪質頁岩
S３８ 第６７図 ２２ NP３８dM３ 石錐 珪質頁岩
S３９ 第６８図 １ NR３９bM１７ 石錐 珪質頁岩
S４０ 第６８図 ３ NR３９aM２０ 石錐 珪質頁岩
S４１ 第６７図 ７ NR３９aM１７ 石錐 珪質頁岩
S４２ 第６７図 １１ NQ３８dM５７ 石錐 珪質頁岩
S４３ 第６７図 １７ NR３８cM１７ 石錐 珪質頁岩
S４４ 第６７図 １６ NR３８cM２２ 石錐 珪質頁岩
S４５ 第６７図 １５ NO４０bM５７ 石錐 珪質頁岩
S４６ 第６７図 ５ NR３８dM１７ 石錐 珪質頁岩
S４７ 第６７図 ６ NP３９dM５７ 石錐 珪質頁岩
S４８ 第６７図 ４ NR３９cM５９ 石錐 珪質頁岩
S４９ 第６８図 １０ NQ３９aM５７ 石錐 珪質頁岩
S５０ 第６８図 １２ NQ３９bM２３ 石錐 珪質頁岩
S５１ 第６８図 １１ NR３９cM３ 石錐 頁岩
S５２ 第６７図 １４ NR３８dM１７ 石錐 珪質頁岩 玉髄質
S５３ 第６８図 １３ NS３９aM５７ 石錐 珪質頁岩
S５４ 第６８図 １４ NS３８aM１７ 石錐 珪質頁岩
S５５ 第６８図 １５ NR３８cM２２ 石錐 珪質頁岩
S５６ 第６８図 １７ NR３８dM５７ 石錐 珪質頁岩
S５７ 第６７図 １３ NR３８dM１７ 石錐 珪質頁岩
S５８ 第６８図 １６ NS３９aM１７ 石錐 珪質頁岩
S５９ 第６２図 ３ NP３９aM１７ 石鏃 珪質頁岩
S６０ 第６２図 ２ NQ３８dM１７ 石鏃 珪質頁岩
S６１ 第６２図 １ NR４０aM５９ 石鏃 珪質頁岩
S６２ 第６４図 ５ NR３８dM５７ 石鏃 珪質頁岩
S６３ 第６４図 ２ NR３８dM１７ 石鏃 珪質頁岩
S６４ 第６４図 ４ NR３９bM１７ 石鏃 珪質頁岩
S６５ 第６４図 ３ NP３９aM１８ 石鏃 珪質頁岩
S６６ 第６４図 ８ NR３９bM５６ 石鏃 珪質頁岩
S６７ 第６５図 １ NS３８cM１７ 石鏃 珪質頁岩
S６８ 第６５図 ７ NR３８cM１７ 石鏃 珪質頁岩
S６９ 第６５図 ５ NO３９bM１７ 石鏃 珪質頁岩
S７０ 第６５図 ３ NR３８cM２２ 石鏃 珪質頁岩
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第４６表 石器類の石質鑑定結果表（２）

整理番号 挿図番号 遺物番号
出土区・層
（遺構）

器 種 石 質 備 考

S７１ 第６４図 １１ NR３９aM５６ 石鏃 玉髄
S７２ 第６４図 ６ NQ３８dM１７ 石鏃 珪質頁岩
S７３ 第６４図 １２ NR３９aM５７ 石鏃 珪質頁岩
S７４ 第６４図 １４ NR３８dM５７ 石鏃 珪質頁岩
S７５ 第６４図 １３ NS３９dM３ 石鏃 珪質頁岩
S７６ 第６５図 ４ NQ３９bM２２ 石鏃 珪質頁岩
S７７ 第６３図 １２ NQ３８cM５６ 石鏃 珪質頁岩
S７８ 第６４図 １ NR３９aM５７ 石鏃 玉髄
S７９ 第６３図 １０ NN３９aM５７ 石鏃 頁岩
S８０ 第６３図 １ NQ３９bM５７ 石鏃 珪質頁岩
S８１ 第６３図 ９ NR３９aM２１ 石鏃 珪質頁岩
S８２ 第６３図 ５ NR３９aM５７ 石鏃 珪質頁岩
S８３ 第６３図 ４ NQ３８dM５６ 石鏃 頁岩
S８４ 第６２図 １０ NQ３８cM１７ 石鏃 珪質頁岩
S８５ 第６２図 ８ NR３８dM１７ 石鏃 珪質頁岩
S８６ 第６３図 ６ NP３９bM５７ 石鏃 珪質頁岩
S８７ 第６５図 ２ NR３９cM５９ 石鏃 珪質頁岩
S８８ 第６５図 ８ NR３８bM１７ 石鏃 珪質頁岩
S８９ 第６４図 １０ NR３９aM２０ 石鏃 珪質頁岩
S９０ 第６４図 ９ NR３９cM１７ 石鏃 珪質頁岩
S９１ 第６５図 ６ NQ３９aM５７ 石鏃 頁岩
S９２ 第６４図 ７ NQ３９bM２２ 石鏃 珪質頁岩
S９３ 第６３図 ７ NR３９aM１７ 石鏃 珪質頁岩
S９４ 第６３図 １１ NQ３９bM５７ 石鏃 珪質頁岩
S９５ 第６３図 ８ NR３８dM１７ 石鏃 珪質頁岩
S９６ 第６５図 １０ NR３８bM１７ 石鏃 珪質頁岩
S９７ 第６５図 ９ NQ３８dM５７ 石鏃 珪質頁岩
S９８ 第６２図 ４ NR３９dM５９ 石鏃 珪質頁岩
S９９ 第６２図 ５ NQ３８dM１６ 石鏃 玉髄
S１００ 第６２図 ７ NR３８cM５７ 石鏃 玉髄
S１０１ 第６２図 ６ NP３９aM５７ 石鏃 珪質頁岩
S１０２ 第６３図 ３ NR３８cM２２ 石鏃 珪質頁岩
S１０３ 第６２図 １２ NP３９bM５７ 石鏃 珪質頁岩
S１０４ 第６２図 １３ NP３９cM５７ 石鏃 珪質頁岩
S１０５ 第６２図 １１ NS３８cM１７ 石鏃 玉髄
S１０６ 第６３図 ２ NR３９aM５７ 石鏃 珪質頁岩
S１０７ 第６２図 ９ NR３８bM１７ 石鏃 珪質頁岩
S１０８ 第１２図 ９ SKP１１４ 石鏃 珪質頁岩
S１０９ 第６６図 ６ NO４０bM５７ 石槍 珪質頁岩
S１１０ 第６６図 ４ NR３８cM３ 石槍 頁岩
S１１１ 第６６図 ３ NR３９aM５６ 石槍 珪質頁岩
S１１２ 第６６図 ５ NQ３９cM５９ 石槍 珪質頁岩
S１１３ 第６６図 １ NR３９aM１９ 石槍 珪質頁岩

S１１４ 第６６図 ９
NQ３９aM１７
NR３９cM５９

石槍 珪質頁岩

S１１５ 第６６図 ２ NR３８cM２２ 石槍 珪質頁岩
S１１６ 第６６図 １０ NQ３８dM１６ 石槍 珪質頁岩
S１１７ 第６６図 ７ NS３８cM１７ 石槍 珪質頁岩
S１１８ 第６６図 ８ NQ３８cM５７ 石槍 珪質頁岩
S１１９ 第６６図 １１ NQ３９cM５９ 石槍 珪質頁岩
S１２０ 第７５図 １２ NS３８cM１７ 楔形石器 珪化岩 玉髄質
S１２１ 第７５図 １１ NR３９bM１７ 楔形石器 珪質頁岩
S１２２ 第９０図 ２ NS３９aM１７ 打製石斧 頁岩
S１２３ 第９０図 １ NP３９dM１ 打製石斧 頁岩
S１２４ 第９０図 ３ NP３９cM５７ 打製石斧 頁岩
S１２５ 第７２図 ８ NQ４０aM３ 石箆 珪質頁岩
S１２６ 第７２図 ７ NQ３９bM５７ 石箆 珪質頁岩
S１２７ 第７２図 ６ NQ３９bM１７ 石箆 珪質頁岩
S１２８ 第７２図 ５ NQ４０bM３ 石箆 珪質頁岩
S１２９ 第７２図 ９ NR３８cM５７ 石箆 頁岩
S１３０ 第７２図 １０ NP４１bM１ 石箆 珪質頁岩
S１３１ 第６９図 ３ NR３９bM１７ 石匙 珪質頁岩
S１３２ 第６９図 ２ NR３９bM１７ 石匙 珪質頁岩
S１３３ 第６９図 ５ NS３９aM１７ 石匙 珪質頁岩
S１３４ 第６９図 １ NR３９cM５９ 石匙 珪質頁岩
S１３５ 第７０図 ４ NR３８bM５７ 石匙 珪質頁岩
S１３６ 第６９図 １１ NQ３９bM２１ 石匙 珪質頁岩
S１３７ 第６９図 １０ NR３８cM５７ 石匙 珪質頁岩
S１３８ 第７０図 １ NQ３９bM２３ 石匙 珪質頁岩
S１３９ 第７０図 ２ NS３９aM１７ 石匙 珪質頁岩
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第４７表 石器類の石質鑑定結果表（３）

整理番号 挿図番号 遺物番号
出土区・層
（遺構）

器 種 石 質 備 考

S１４０ 第７２図 ３ NR４０aM５９ 石匙 珪質頁岩
S１４１ 第７２図 ２ NS３７cM１７ 石匙 珪質頁岩
S１４２ 第６９図 ４ NQ３８dM５７ 石匙 珪質頁岩
S１４３ 第６９図 ８ NR３８dM５７ 石匙 珪質頁岩
S１４４ 第６９図 ６ NR４０aM５９ 石匙 珪質頁岩
S１４５ 第６９図 ７ NP３９aM１８ 石匙 珪質頁岩
S１４６ 第６９図 ９ NQ３９bM２２ 石匙 珪質頁岩
S１４７ 第７０図 ７ NR３８dM１７ 石匙 珪質頁岩
S１４８ 第７０図 ６ NQ４０dM５９ 石匙 珪質頁岩
S１４９ 第７１図 ２ NR３８bM５６ 石匙 珪質頁岩
S１５０ 第７０図 ８ NR３９cM５９ 石匙 珪質頁岩
S１５１ 第７２図 １ NR３８dM１７ 石匙 珪質頁岩
S１５２ 第７１図 ６ NQ３９dM２３ 石匙 珪質頁岩
S１５３ 第７１図 ８ NQ３９aM５７ 石匙 珪質頁岩
S１５４ 第７１図 ５ NQ４０aM３ 石匙 珪質頁岩
S１５５ 第７０図 ３ NN３９c 石匙 珪質頁岩
S１５６ 第７２図 ４ NS３９aM１７ 石匙 珪質頁岩
S１５７ 第７０図 ９ NR３９aM５７ 石匙 珪質頁岩
S１５８ 第７０図 １０ NR３８cM５７ 石匙 珪質頁岩
S１５９ 第７１図 １ NR３８dM１７ 石匙 珪質頁岩 玉髄質
S１６０ 第７１図 ３ NQ３９dM１７ 石匙 珪質頁岩
S１６１ 第７１図 ７ NQ３９bM１６ 石匙 玉髄
S１６２ 第７０図 ５ NQ４０bM３ 石匙 珪質頁岩
S１６３ 第７１図 ４ NR３９M１７ 石匙 珪質頁岩
S１６４ 第７８図 ６ NR３９aM２２ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１６５ 第７６図 ２ NQ３９bM５６ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１６６ 第７６図 １ NR３９bM１７ 二次加工ある剥片 頁岩
S１６７ 第７９図 ４ NS３８cM１７ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１６８ 第７９図 ５ NQ３９bM２２ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１６９ 第７９図 ６ NT３８dM５９ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１７０ 第７６図 ３ NR３９bM５７ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１７１ 第７７図 １ NQ３９aM５６ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１７２ 第７９図 ３ NR３９aM１７ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１７３ 第７７図 ５ NS３８bM３ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１７４ 第７９図 ７ NQ３９cM５９ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１７５ 第７８図 ３ NS３８dM１７ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１７６ 第７６図 ５ NP３９aM５７ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１７７ 第７７図 ２ NQ３９aM１７ 二次加工ある剥片 頁岩
S１７８ 第７６図 ４ NQ３９bM５７ 二次加工ある剥片 頁岩
S１７９ 第７７図 ３ NS３９aM１７ 二次加工ある剥片 頁岩
S１８０ 第７８図 ７ NQ３８cM１７ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１８１ 第７８図 ５ NP３９bM１７ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１８２ 第８０図 ２ NN３９dM１５ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１８３ 第７８図 ４ NR３８bM５６ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１８４ 第７９図 １ NQ３８dM１６ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１８５ 第７７図 ４ NQ３９aM１７ 二次加工ある剥片 頁岩
S１８６ 第７９図 ２ NQ３９bM５７ 二次加工ある剥片 珪化岩 玉髄質
S１８７ 第７９図 １０ NN３９bM１５ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１８８ 第７９図 ９ NR３８bM１７ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１８９ 第７８図 １ NR３９aM１７ 二次加工ある剥片 頁岩
S１９０ 第７７図 ６ NR３８cM２２ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１９１ 第７８図 ２ NQ３９aM１７ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１９２ 第８０図 １ NQ３８cM１７ 二次加工ある剥片 変質安山岩
S１９３ 第７９図 ８ NR３８cM２２ 二次加工ある剥片 珪質頁岩
S１９４ 第７３図 １ NR３９bM５７ スクレイパー 玉髄
S１９５ 第７３図 ６ NN３９cM５７ スクレイパー 珪質頁岩
S１９６ 第７３図 ２ NR３９cM５９ スクレイパー 珪質頁岩
S１９７ 第７３図 ３ NR３９aM２０ スクレイパー 珪質頁岩
S１９８ 第７３図 ７ NR３８bM１７ スクレイパー 珪質頁岩
S１９９ 第７４図 ７ NP３９aM５７ スクレイパー 珪質頁岩
S２００ 第７５図 ２ NR３８cM１７ スクレイパー 珪質頁岩
S２０１ 第７４図 ３ NS３８aM５７ スクレイパー 珪質頁岩
S２０２ 第７３図 １１ NQ４０aM３ スクレイパー 珪質頁岩
S２０３ 第７４図 ６ NR３９bM１９ スクレイパー 珪質頁岩
S２０４ 第７３図 １３ NS３８aM５７ スクレイパー 珪質頁岩
S２０５ 第７３図 １２ NQ３９bM５７ スクレイパー 頁岩
S２０６ 第７５図 ９ NR３８bM１７ スクレイパー 黒曜石
S２０７ 第７５図 １０ NO３９cM５７ スクレイパー 頁岩
S２０８ 第７４図 ８ NQ４０bM５９ スクレイパー 珪質頁岩
S２０９ 第７３図 １４ NS３８aM１７ スクレイパー 珪質頁岩
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第４８表 石器類の石質鑑定結果表（４）

整理番号 挿図番号 遺物番号
出土区・層
（遺構）

器 種 石 質 備 考

S２１０ 第７４図 １ NQ３８cM１７ スクレイパー 珪質頁岩
S２１１ 第７５図 ３ NP４０bM５７ スクレイパー 珪質頁岩
S２１２ 第７３図 １０ NQ３８dM１７ スクレイパー 珪質頁岩
S２１３ 第７３図 １５ NQ３９aM５７ スクレイパー 珪質頁岩
S２１４ 第７５図 １ NR３９aM２０ スクレイパー 珪質頁岩
S２１５ 第７５図 ５ NR３８cM１７ スクレイパー 珪質頁岩
S２１６ 第７５図 ４ NR３９aM５６ スクレイパー 珪質頁岩
S２１７ 第７３図 ８ NS３８cM１７ スクレイパー 珪質頁岩
S２１８ 第７３図 ９ NR３９aM１７ スクレイパー 珪質頁岩
S２１９ 第７３図 ４ NS３８cM１７ スクレイパー 珪質頁岩 玉髄質
S２２０ 第７５図 ８ NS３８aM１７ スクレイパー 珪質頁岩
S２２１ 第７４図 ２ NQ３８dM５６ スクレイパー 頁岩
S２２２ 第７５図 ６ NQ３９aM１７ スクレイパー 頁岩
S２２３ 第７３図 ５ NR３９bM１７ スクレイパー 珪質頁岩
S２２４ 第７４図 ５ NR３９bM２０ スクレイパー 珪質頁岩
S２２５ 第７４図 ４ NP４０aM５９ スクレイパー 珪質頁岩
S２２６ 第７５図 ７ NR４０bM５９ スクレイパー 珪質頁岩
S２２７ 第８３図 １ NS３９aM１７ 石核 頁岩 マッドボール
S２２８ 第８５図 ２ NQ３９aM１７ 石核 珪質頁岩
S２２９ 第８３図 ２ NR３９bM１７ 石核 玉髄
S２３０ 第８４図 １ NQ３９dM１７ 石核 頁岩
S２３１ 第８４図 ２ NR３９bM１７ 石核 頁岩
S２３２ 第８５図 ３ NR３８dM５７ 石核 頁岩
S２３３ 第８４図 ３ NR３９aM５７ 石核 頁岩
S２３４ 第８５図 １ NP３９bM１７ 石核 珪質頁岩
S２３５ 第８３図 ３ NQ４０aM５９ 石核 頁岩
S２３６ 第８６図 ２ NR３８dM５７ 凹石類 輝石安山岩 森吉火山
S２３７ 第８６図 ４ NR３９bM１７ 凹石類 多孔質輝石安山岩 森吉火山
S２３８ 第８６図 ６ NS３８aM５７ 凹石類 火山礫凝灰岩
S２３９ 第８６図 ３ NR３８dM１７ 凹石類 砂岩
S２４０ 第８７図 １ NR３８bM５７ 凹石類 多孔質輝石安山岩 森吉火山
S２４１ 第８７図 ２ NR３９bM１７ 凹石類 輝石安山岩 新第三紀
S２４２ 第８６図 ５ NR３８dM５７ 凹石類 砂岩
S２４３ 第８６図 １ NR３９aM５６ 凹石類 凝灰岩 グリーンタフ
S２４４ 第８７図 ３ NS３８aM１７ 凹石類 輝石安山岩 森吉火山
S２４５ 第８７図 ４ NR３８cM５７ 凹石類 石英含有輝石安山岩 森吉火山
S２４６ 第８８図 １ NR３８bM５７ 敲石 珪化岩 一部、鉱化
S２４７ 第８８図 ２ NR３８aM５７ 敲石 頁岩
S２４８ 第８８図 ３ NR３９aM５７ 敲石 石英含有輝石安山岩 新第三紀
S２４９ 第８８図 ４ NR３８bM１７ 敲石 無斑晶質安山岩 新第三紀
S２５０ 第８８図 ５ NR３８cM５７ 石皿 輝石安山岩 新第三紀
S２５１ 第８９図 ２ NR３８cM５７ 石皿 頁岩

S２５２ 第８９図 ３
NR３８dM５７
NR３９bM１７
NS３９aM１７

石皿 頁岩

S２５３ 第８９図 １
NQ３８dM５６
NS３８aM１７

石皿 ドレライト

S２５４ 第９０図 ４ NR３９cM５７ 磨製石斧 玄武岩 新第三紀
S２５５ 第９０図 ６ NO３９cM５７ 磨製石斧 ドレライト
S２５６ 第９０図 ５ NR３９aM５７ 磨製石斧 頁岩
S２５７ 第９０図 ８ NR３８bM１７ 磨製石斧 玄武岩 新第三紀
S２５８ 第９０図 ９ NR３９cM１７ 磨製石斧 玄武岩 新第三紀
S２５９ 第９１図 ２ NR３８dM５７ 磨製石斧 ドレライト 新第三紀
S２６０ 第９１図 ４ NT３７dM３ 磨製石斧 ドレライト 新第三紀
S２６１ 第９１図 ５ NQ３８bM２２ 磨製石斧 玄武岩 新第三紀
S２６２ 第９１図 ７ NR３８bM１７ 磨製石斧 ドレライト 新第三紀
S２６３ 第９１図 ６ NS３８dM３ 磨製石斧 玄武岩 新第三紀
S２６４ 第９１図 ３ NT３７cM３ 磨製石斧 輝石安山岩 新第三紀
S２６５ 第９１図 ８ NR３９cM３ 磨製石斧 玄武岩 新第三紀
S２６６ 第９０図 ７ NQ３８dM１７ 磨製石斧 ドレライト 新第三紀
S２６７ 第９１図 １ NQ３９bM５６ 磨製石斧 頁岩
S２６８ 第９１図 １０ NR３９aM２２ 磨製石斧 ドレライト 新第三紀
S２６９ 第９１図 １１ NP３８dM１７ 磨製石斧 ドレライト 新第三紀
S２７０ 第９１図 １２ NQ３８d 磨製石斧 ドレライト
S２７１ 第９１図 ９ NS３８cM１７ 磨製石斧 無斑晶質安山岩
S２７２ 第９１図 １３ NQ３８dM５６ 磨製石斧 ドレライト
S２７３ 第９１図 １４ NR３９aM５７ 磨製石斧 無斑晶質安山岩
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第４９表 石製品類の石質鑑定結果表（１）

整理番号 挿図番号
遺物
番号

出土区・層 器 種 石 質 備 考

SS１ 第１０１図 １５ NR３８dM５７ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS２ 第１０１図 ９ NQ３９bM１７ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS３ 第１０２図 １４ NQ３９bM５７ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS４ 第１０１図 １８ NR３９aM５７ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS５ 第１０１図 １９ NR３９bM５７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS６ 第１０２図 ９ NR３９aM５６ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS７ 第１０１図 ２３ NR３９aM５７ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS８ 第１０１図 １７ NR３８bM１７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS９ 第１０２図 ２０ NR３８dM５７ 小玉 ヒスイ
SS１０ 第１０２図 ８ NR３９aM５７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS１１ 第１０１図 ２１ NR３９aM５７ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS１２ 第１０１図 ２０ NR３９bM５７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS１３ 欠番
SS１４ 第１０２図 １８ NR３８dM１７ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS１５ 第１０１図 ２２ NR３９bM５７ 小玉 碧玉
SS１６ 第１０２図 ７ NR３９dM５９ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS１７ 第１０１図 ２９ NR３８dM１７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS１８ 第１０１図 ６ NR３８bM１７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS１９ 第１０１図 ５ NR３８bM１７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS２０ 第１０２図 ４ NR３９aM５７ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS２１ 第１０１図 ８ NS３８cM５７ 小玉 ヒスイ
SS２２ 第１０２図 １９ NS３９aM５７ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS２３ 第１０２図 ６ NR３９aM５７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS２４ 第１０１図 １３ NR３９aM５６ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS２５ 第１０１図 ２４ NR３８cM１７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS２６ 第１０１図 １２ NQ３８dM１６ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS２７ 第１０２図 ３ NS３８aM１７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS２８ 第１０１図 １０ NQ３８dM１７ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS２９ 第１０１図 ３０ NQ３８dM１７ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS３０ 第１０１図 ３１ NQ３８dM１７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS３１ 第１０２図 １６ NR３９cM５９ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS３２ 第１０１図 １６ NR３９cM５９ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS３３ 第１０２図 １７ NQ３９bM２３ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS３４ 第１０１図 ７ NR３９aM５６ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS３５ 第１０２図 １５ NQ３８dM５６ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS３６ 第１０２図 ５ NR３９aM５６ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS３７ 第１０２図 １２ NR３８cM５７ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS３８ 第１０１図 １１ NR３９aM５７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS３９ 第１０２図 １０ NR３９aM５７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS４０ 第１０２図 １ NR３９aM５７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS４１ 第１０２図 １１ NR３９aM５７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS４２ 第１０１図 ２６ NR３９aM５７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS４３ 第１０１図 ２８ NR３９aM５７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS４４ 第１０１図 １４ NS３８aM１７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS４５ 第１０１図 ２５ NR３８bM１７ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS４６ 第１０１図 ２７ NR３８bM１７ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS４７ 第１０２図 １３ NQ３９aM５６ 小玉 風化蛇紋岩
SS４８ 第１０２図 ２ NR３９d 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS４９ 第１０２図 ２２ NR３８aM５７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS５０ 第１０２図 ２７ NR３９aM５７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS５１ 第１０２図 ２１ NQ３９bM１７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS５２ 第１０２図 ２６ NQ３９bM２２ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS５３ 第１０２図 ２４ NR３８dM１７ 小玉 変質流紋岩 グリーンタフ
SS５４ 第１０２図 ２３ NR３８bM１７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS５５ 第１０２図 ２５ NQ３８cM１７ 小玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS５６ 第１０３図 １ NR３８bM５６ 小玉未製品 変質流紋岩 グリーンタフ
SS５７ 第１０３図 ４ NR３８aM５６ 小玉未製品 変質流紋岩 グリーンタフ
SS５８ 第１０３図 ２ NR３８bM５６ 小玉未製品 珪化流紋岩 グリーンタフ
SS５９ 第１０３図 ３ NR３８bM５６ 小玉未製品 変質流紋岩 グリーンタフ
SS６０ 第１０３図 ５ NR３８bM５６ 小玉未製品 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS６１ 第１０３図 ６ NR３８bM５６ 小玉未製品 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS６２ 第１０３図 ８ NR３８bM５６ 小玉未製品 変質流紋岩 グリーンタフ
SS６３ 第１０３図 ９ NR３８bM５６ 小玉未製品 珪化流紋岩 グリーンタフ
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第５０表 石製品類の石質鑑定結果表（２）

整理番号 挿図番号
遺物
番号

出土区・層 器 種 石 質 備 考

SS６４ 第１０３図 １０ NR３８bM５６ 小玉未製品 変質流紋岩 グリーンタフ
SS６５ 第１０３図 ７ NR３８bM５６ 小玉未製品 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS６６ 第１０３図 １１ NR３８bM５６ 小玉未製品 珪化岩
SS６７ 第１０３図 １２ NR３８bM５６ 小玉未製品 珪化岩
SS６８ 第１０１図 １ NR３９aM１９ 勾玉 碧玉
SS６９ 第１０１図 ３ NR３９c 勾玉 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS７０ 第１０１図 ２ NR３８bM１７ 勾玉 ヒスイ
SS７１ 第１０１図 ４ NS３８aM１７ 有孔石製品 珪化岩
SS７２ 第１００図 ３ NQ３９bM５７ 有孔石製品 流紋岩
SS７３ 第１００図 ５ NR４０aM５９ 有孔石製品 デイサイト
SS７４ 第１００図 ４ NQ４０dM５９ 有孔石製品 頁岩
SS７５ 第１００図 ６ NR３８cM５７ 有孔石製品 流紋岩質凝灰岩
SS７６ 第１００図 ７ NR３８b 有孔石製品 流紋岩質凝灰岩
SS７７ 第９９図 ５ NR３８dM５７ 有孔石製品 変質流紋岩 グリーンタフ
SS７８ 第１００図 ２ NQ３９bM５７ 有孔石製品 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS７９ 第１００図 １ NR３８bM５７ 有孔石製品 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS８０ 第９９図 ４ NR３８dM５７ 有孔石製品 流紋岩質凝灰岩
SS８１ 第１００図 ８ NR３８cM５７ 有孔石製品 軽石 斜長石・輝石斑晶
SS８２ 第１００図 １１ NR３８bM５６ 板状石製品 頁岩
SS８３ 第９９図 ３ NR３８cM５７ 有孔円盤状石製品 流紋岩質凝灰岩
SS８４ 第９８図 ２ NQ３９bM５６ 円盤状石製品 花崗閃緑岩
SS８５ 第９８図 ３ NR３８cM５７ 円盤状石製品 石英含有輝石安山岩 新第三紀
SS８６ 第９８図 １ NR３８dM５６ 円盤状石製品 輝石安山岩 新第三紀
SS８７ 第９９図 １ NO４０aM６３ 円盤状石製品 輝石安山岩 森吉火山
SS８８ 第９８図 ５ NR３９bM１７ 円盤状石製品 輝石安山岩 新第三紀
SS８９ 第９７図 ３ NR３８dM１７ 円盤状石製品 輝石安山岩 森吉火山
SS９０ 第９８図 ４ NR３９dM１７ 円盤状石製品 輝石安山岩 新第三紀
SS９１ 第９９図 ２ NR３８bM５６ 円盤状石製品 頁岩
SS９２ 第９７図 ５ NS３８aM１７ 円盤状石製品 輝石安山岩 森吉火山
SS９３ 第９７図 ４ NR３８dM５７ 円盤状石製品 輝石安山岩 新第三紀
SS９４ 第１００図 ９ NQ３８dM２２ 棒状石製品 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS９５ 第１００図 １０ NR３８c 鍵形石製品 流紋岩質凝灰岩
SS９６ 第９５図 １ NR３９bM５６ 岩偶 流紋岩質凝灰岩
SS９７ 第９５図 ７ NQ３９dM１７ 岩版 流紋岩質凝灰岩
SS９８ 第９６図 ３ NR３８cM２２ 岩版 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS９９ 第９５図 ８ NR３９aM１７ 岩版 流紋岩質凝灰岩

SS１００ 第９６図 １
NQ３９bM５６
NR３８bM１７

岩版 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ

SS１０１ 第９６図 ５ NQ３８dM５７ 岩版 流紋岩質凝灰岩
SS１０２ 第９５図 ４ NQ３９bM２３ 岩版 流紋岩質凝灰岩
SS１０３ 第９５図 ３ NR３９aM５６ 岩版 流紋岩質凝灰岩
SS１０４ 第９６図 ４ NR３９aM５７ 岩版 流紋岩質凝灰岩
SS１０５ 第９５図 ５ NR３９bM１７ 岩版 流紋岩質凝灰岩
SS１０６ 第９５図 ６ NR３８dM５７ 岩版 流紋岩質凝灰岩
SS１０７ 第９６図 ２ NR３８dM５７ 岩版 変質流紋岩質凝灰岩 グリーンタフ
SS１０８ 第９５図 ２ NR３９b 岩版 流紋岩質凝灰岩
SS１０９ 第９７図 ２ NR３８dM５７ 線刻礫 流紋岩質凝灰岩
SS１１０ 第９７図 １ NS３８bM１７ 線刻礫 砂岩 新第三紀
SS１１１ 第９４図 ３ NR３８bM５７ 石棒 輝石安山岩 森吉火山
SS１１２ 第９４図 １ NR３９aM２０ 石刀 緑色片岩
SS１１３ 第９３図 ４ NQ３９dM２３ 石刀 粘板岩

SS１１４ 第９３図 ２
NO３９dM６３
NO４０aM１５

石剣 緑色片岩

SS１１５ 第９３図 ３ NR３９bM５７ 石剣 頁岩 古期
SS１１６ 第９２図 １ NR４０c 石剣 粘板岩

SS１１７ 第９２図 ２
NR３９aM５７
NS３８cM５７
NS３９aM１７

石剣 菫青石ホルンフェルス

SS１１８ 第９３図 １
NQ３９dM６３
NR３９aM５７

石剣 粘板岩

SS１１９ 第９２図 ３ NR３８dM５７ 石剣 粘板岩 塩基性

SS１２０ 第９４図 ２
NP４０aM５９
NP４０bM１

石剣 菫青石ホルンフェルス
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第５１表 石器類の器種別石材組成

器種

石質

石
鏃

ス
ク
レ
イ
パ
ー

石
匙

石
錐

石
箆

石
槍

二
次
加
工
あ
る
剥
片

打
製
石
斧

石
核

楔
形
石
器

磨
製
石
斧

敲
石

凹
石
類

石
皿

異
形
石
器

合
計

半深成岩類
ドレライト ９ １ １０
火山岩類
黒曜石 １ １
無斑晶質安山岩 ２ １ ３
多孔質輝石安山岩 ２ ２
輝石安山岩 １ ３ １ ５
石英含有輝石安山岩 １ １ ２
玄武岩 ６ ６
火山砕屑岩類
火山礫凝灰岩 １ １
凝灰岩 １ １
堆積岩類
砂岩 ２ ２
頁岩 ３ ４ ２ １ １ ６ ３ ６ ２ １ ２ ３ ３４
珪質頁岩 ４２ ２７ ３２ ３６ ５ １０ ２２ ２ １ １４ １９１
変質岩類
珪化岩 １ １ １ ３
変質安山岩 １ １
鉱物
玉髄 ５ １ １ １ １ ９
赤玉 ２ ２

合計 ５０ ３３ ３３ ３９ ６ １１ ３０ ３ ９ ２ ２０ ４ １０ ４ １９ ２７３

第５２表 石製品類の器種別石材組成

器種

石質

小
玉

小
玉
未
製
品

勾
玉

石
剣

石
刀

石
棒

線
刻
礫

岩
偶

岩
版

円
盤
状
石
製
品

有
孔
石
製
品

有
孔
円
盤
状
石
製
品

そ
の
他
石
製
品

合
計

深成岩類
花崗閃緑岩 １ １
火山岩類
流紋岩 １ １
デイサイト １ １
輝石安山岩 １ ７ ８
石英含有輝石安山岩 １ １
火山砕屑岩類
軽石 １ １
流紋岩質凝灰岩 １ １ ９ ３ １ １ １６
堆積岩類
砂岩 １ １
頁岩 １ １ １ １ ４
変成岩類
緑色片岩 １ １ ２
菫青石ホルンフェルス ２ ２
粘板岩 ３ １ ４
変質岩類
珪化岩 ２ １ ３
珪化流紋岩 ２ ２
変質流紋岩 １８ ５ １ ２４
変質流紋岩質凝灰岩 ３２ ３ １ ３ ２ １ ４２
風化蛇紋岩 １ １
鉱物
碧玉 １ １ ２
ヒスイ ２ １ ３

合計 ５４ １２ ３ ７ ２ １ ２ １ １２ １０ １１ １ ３ １１９
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も新第三系の地質に由来する在地性石材であるが、変質流紋岩質凝灰岩や変質流紋岩は岩相が漸移的

であり、類似した岩相を示すことから、特定の露頭から採取されていたことが指摘される。同質の変

質流紋岩質凝灰岩は勾玉にも使用されている。一方、風化蛇紋岩は小又川流域の地質には含まれない

石材であり、搬入品とみることができる。風化蛇紋岩は、遺跡の土中において風化した石材であり、

初生的には蛇紋岩であったと考えられる。

蛇紋岩の最も近い産地としては、岩手県の盛岡市から早池峰山にかけての地域や、紫波から宮守村

にかけての地域が知られている。

小玉および勾玉には上記の変質岩類のほか、碧玉およびヒスイも使用されている。碧玉は緑色系の

玉髄または石英であり、各種の地質に伴って細脈などとして一般に産出することから、小又川流域の

地質より入手できたものと推測される。ヒスイは小又川流域には産出しない鉱物であり、かつ希少な

鉱物である。ヒスイの産地としては、新潟県から富山県にかけての糸魚川－青海地域が有名な産地と

して知られている。その他、北海道神居古潭などにも産地が知られているが、出土品のヒスイ輝石の

純度は高く、良質と判断されることから、糸魚川－青海地域産とみるのが妥当である。

石剣・石刀には頁岩、緑色片岩、菫青石ホルンフェルスおよび粘板岩という石材が使用されている。

頁岩、菫青石ホルンフェルスおよび粘板岩は、いずれも泥質な堆積物を起源物質とする岩石である。

これらは、竜ヶ森周辺に分布する中古生層の堆積岩類からも入手可能であるが、石剣・石刀として使

用できるほどの節理のない大材が採取できるかどうかについては、現地調査を行なった上で検討する

ことが望まれる。また、石剣・石刀は流通性のある器種であるとの指摘もあることから、今後遠方か

ら持ち込まれた可能性についても検証してゆくことが必要と考える。緑色片岩は小又川流域の地質に

おいては採取できない石材であり、明白な搬入石材と捉えられる。最も近い産地としては、岩手県花

巻市に分布する母体変成岩類の分布域が知られているが、本試料の場合その岩相は関東地域の三波川

帯に産出する緑色片岩と酷似しており、関東地域から出土する石剣・石刀との比較が望まれる。

引用文献

五十嵐俊雄，２００６，考古資料の岩石学．パリノ・サーヴェイ株式会社，１９４p.

大沢�・須田芳朗，１９７８，２０万分の１地質図「弘前および深浦」，地質調査所．

大沢�・須田芳朗，１９８０，２０万分の１地質図「秋田および男鹿」，地質調査所．

第２節 向様田Ｄ遺跡出土黒曜石製石器の産地同定
株式会社パレオ・ラボ

１ はじめに

向様田Ｄ遺跡より出土した黒曜石製石器について、エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置による元素

分析を行い、産地を推定した。

２ 試料と方法

分析試料は向様田Ｄ遺跡より出土した縄文時代の黒曜石製石器計３点である（第１０７図）。
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試料は、測定前にメラミンフォーム製のスポンジを用いて、表面の洗浄を行った。

分析装置は、（株）セイコーインスツルメンツ社製のエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析計SEA－２００１L

を使用した。装置の仕様は、Ｘ線管ターゲットはロジウム、Ｘ線検出器はSi（Li）半導体検出器である。

測定条件は、測定時間３００�、照射径１０㎜、電流自動設定（１～６３μA、デッドタイムが２０％未満になる

よう自動設定）、電圧５０kV、試料室内雰囲気真空に設定した。

黒曜石の産地推定には、蛍光Ｘ線分析によるＸ線強度を用いた黒曜石産地推定法である判別図法を

用いた（望月，２００４など）。本方法は、まず各試料を蛍光Ｘ線分析装置で測定し、その測定結果のうち、

カリウム（K）、マンガン（Mn）、鉄（Fe）とルビジウム（Rb）、ストロンチウム（Sr）、イットリウム（Y）、

ジルコニウム（Zr）の合計７元素のＸ線強度（cps;count per second）について、以下に示す指標値を計

算する。

１）Rb分率＝Rb強度×１００／（Rb強度＋Sr強度＋Y強度＋Zr強度）

２）Sr分率＝Sr強度×１００／（Rb強度＋Sr強度＋Y強度＋Zr強度）

３）Mn強度×１００／Fe強度

４）log（Fe強度／K強度）

そしてこれらの指標値を用いた２つの判別図（横軸Rb分率－縦軸Mn強度×１００／Fe強度の判別図と

横軸Sr分率－縦軸log（Fe強度／K強度）の判別図）を作成し、各地の原石データと遺跡出土遺物のデー

タを照合して、産地を推定するものである。この判別図法は、原石同士の判別図が重複した場合、分

離は不可能となるが、現在のところ、同一エリア内の多少の重複はあってもエリア間の重複はほとん

どないことから、産地エリアの推定には十分である。また、指標値に蛍光Ｘ線のエネルギー差ができ

る限り小さい元素同士を組み合わせて算出しているため、形状や厚みなどの影響を比較的受けにくい

という利点があり、非破壊分析を原則とし、形状が不規則で薄い試料も多く存在する出土遺物の測定

に対して非常に有効な方法であるといえる。なお、厚みについては、かなり薄くても測定可能である

が、それでも０．５㎜以下では影響をまぬかれないといわれる（望月，１９９９）。極端に薄い試料の場合、K

強度が相対的に強くなるため、log（Fe強度／K強度）の値が減少する。また、風化試料の場合でも、log

（Fe強度／K強度）の値が減少する（同上）。そのため、試料の測定面はなるべく奇麗で平坦な面を選び、

測定した。測定結果が判別群からかけ離れた値を示した場合は、測定面を変更するか、あるいはメラ

ミンフォーム製スポンジで再度表面の洗浄を行った後、何回か再測定を行って検証した。原石試料は、

採取原石を割り新鮮な面を表出させた上で、産地推定対象試料と同様の条件で測定した。第５３表に各

原石産地とそれぞれの試料点数、ならびにこれらのエリアと判別群名を示す。また、第１０４図に各原

石の採取地分布図を示す。

３ 分析結果

第１０５・１０６図に、黒曜石原石の判別図に分析試料３点をプロットした図を示す。なお、図は視覚的

にわかりやすくするため、各判別群を楕円で取り囲んである。分析№１が男鹿エリア金ヶ崎群OGKS、

分析№２が木造エリア出来島群KDDKの範囲内にプロットされた。一方、分析№３は該当する判別群
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第５３表 黒曜石産地（東日本）の判別群名称

都道府県 エリア 判別群 記 号 原石採取地

北海道
白滝

八号沢群 STHG
赤石山山頂・八号沢露頭・八号沢・黒曜の沢・幌加林道（３６）

黒曜の沢群 STKY
赤井川 曲川群 AIMK 曲川・土木川（１２）

青森
木造 出来島群 KDDK 出来島海岸（１０）
深浦 八森山群 HUHM 岡崎浜（７）、八森山公園（８）

秋田 男鹿
金ヶ崎群 OGKS 金ヶ崎温泉（１０）
脇本群 OGWM 脇本海岸（４）

岩手 北上川 北上折居２群 KKO２ 北上川（９）
山形 羽黒 月山群 HGGS 月山荘前（１０）

宮城

宮崎 湯ノ倉群 MZYK 湯ノ倉（４０）
色麻 根岸群 SMNG 根岸（４０）

仙台
秋保１群 SDA１

土蔵（１８）
秋保２群 SDA２

塩釜 塩竃群 SGSG 塩竃（１０）

新潟
新発田 板山群 SBIY 板山牧場（１０）
新津 金津群 NTKT 金津（７）

栃木 高原山
甘湯沢群 THAY 甘湯沢（２２）
七尋沢群 THNH 七尋沢（３）、宮川（３）、枝持沢（３）

長野

和田（WD）
鷹山群 WDTY 鷹山（２０）、東餅屋（２０）
小深沢群 WDKB 小深沢（１８）
土屋橋西群 WDTN 土屋橋西（１１）

和田（WO）
ブドウ沢群 WOBD ブドウ沢（２０）
牧ヶ沢群 WOMS 牧ヶ沢下（２０）
高松沢群 WOTM 高松沢（１９）

諏訪 星ヶ台群 SWHD 星ヶ台（３５）、星ヶ塔（２０）
蓼科 冷山群 TSTY 冷山（２０）、麦草峠（２０）、麦草峠東（２０）

神奈川
箱根

芦ノ湯群 HNAY 芦ノ湯（２０）
畑宿群 HNHJ 畑宿（５１）
鍛冶屋群 HNKJ 鍛冶屋（２０）

静岡
上多賀群 HNKT 上多賀（２０）

天城 柏峠群 AGKT 柏峠（２０）

東京 神津島
恩馳島群 KZOB 恩馳島（２７）
砂糠崎群 KZSN 砂糠崎（２０）
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第２節 向様田Ｄ遺跡出土黒曜石製石器の産地同定

第１０７図 黒曜石産地推定対象資料
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が存在せず、産地は不明であった
（註１）

。第５４表に、判別図法により推定された判別群名とエリア名を示す。

４ おわりに

向様田Ｄ遺跡出土の黒曜石製石器３点について蛍光Ｘ線分析による産地推定を行った結果、うち２

点はそれぞれ男鹿エリア産、木造エリア産と推定された。残り１点は産地不明であった。

註１ なお、当社では第５３表に示した原石以外に下記の北海道産原石も未整理ながら分析データを所持している。しかし、こ

れら原石も判別図法により出土資料と比較してみたものの、分析№３と一致する原石は無かった。

上士幌町：十勝三股、置戸町：置戸山・所山、豊浦町：豊泉、旭川市：近文台、名寄市：忠烈布川、秩父別町：中山、遠軽町：

社名淵川河床、生田原町：仁田布川河床、留辺蘂町：ケショマップ川河床、釧路市：釧路市営スキー場・阿寒川右岸・阿寒川

左岸

引用文献

望月明彦（１９９９）上和田城山遺跡出土の黒曜石産地推定．「埋蔵文化財の保管と活用のための基礎的整理報告書２ ―上和田城

山遺跡篇―」：１７２－１７９，大和市教育委員会．
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第３節 向様田Ｄ遺跡の動物遺体
株式会社パレオ・ラボ

１ はじめに

秋田県北秋田市森吉町に位置する向様田Ｄ遺跡は、森吉山ダム建設にともない発掘調査された縄文

時代の遺跡である。配石遺構、焼土遺構、土坑、土器埋設遺構などが検出されたほか、盛土から３０万

点もの土器片や２万点もの石器など大量の遺物が出土した。

ここでは、縄文時代晩期の遺物包含層から採集された動物遺体の同定結果を報告する。

２ 資料と方法

資料は、２×２�のグリッドから層位別に取り上げられた動物遺体９点で、いずれも洗浄前の状態

であった。資料の採集方法の詳細は不明である。

クリーニングは、表面の土を取り除いた後、筆に水を付けて部分洗浄をした。また、№９は洗浄と

第５４表 産地推定結果

分析№ 遺 物 採取地区 採取層 判別群 エリア
１ 二次加工ある剥片 NR３８b M１７層 OGKS 男鹿
２ 石核 NP３９a M１８層 KDDK 木造
３ 剥片 NR３８d M５７層 ？ 不明

第５章 自然科学的分析

―１９４―



接合を並行しながら作業を行なった。同定された動物遺体は秋田県埋蔵文化財センターに保管されて

いる。

３ 結果

資料はすべて焼けた骨の破片で、白色～灰色のチョーク状を呈している。とくに№６・№７は焼け

た際に生じたと考えられる顕著な亀裂がみられたことから、有機成分を多量に含んだ「生」の状態の

骨が強い加熱によって急激に焼かれたものと推定される。

種・部位を判別できた資料は№５（シカ角破片）、№７・№９（ともにイノシシ中節骨）の３点で、№２

も確実ではないがシカ角破片の可能性が高い。他の資料は小破片のため種・部位を判定できなかった

が、№６を除き比較的大型の哺乳類の骨であり、シカまたはイノシシである可能性が強い。№６はや

や小型の骨で、緻密質が硬質でやや薄いことから、小型哺乳類または鳥類の可能性もある。

№２（第１０３図１４）と№４（同１３）はいずれも棒状に加工された骨製品の断片である（第１０８図１）。いず

れも断面はほぼ円形、直径は№２が約７．０㎜、№４が約４．０㎜で、表面は平滑に研磨されており、№２

では一端にくびれを作出する加工が認められた。小破片のため器種は不明である。

４ おわりに

向様田Ｄ遺跡から採集された９点の動物遺体を同定した。資料はすべて焼骨破片で、このうち２点

はイノシシ、１点はシカと同定された。また棒状の骨製品が２点確認された。

第５５表 向様田Ｄ遺跡出土動物遺体の同定結果

資料
番号

地区 層
取上
番号

種 類 部位 残存位置 数 焼 備 考

１ NR３８b M１７層 哺乳類・同定不可 不明（長骨） 骨幹破片 １ ＋

２ NR３８b M５６層 シカ？ 角？ 破片 １ ＋

加工品（棒状製品の

断片，一端に括れ加

工あり．器種不明）

３ NR３８d M１７層 №２３２ 哺乳類・同定不可 不明 破片 １ ＋

４ NR３９a M１７層 №２３４ 哺乳類・同定不可 不明 破片 １ ＋
加工品（棒状製品の

断片．器種不明）

５ NR３９a M１７層 №２３５ シカ 角 破片 １ ＋ 加工痕なし

６ NQ３８d M１７層 №２５９ 哺乳類？・同定不可 不明 破片 １ ＋ 亀裂顕著

７ NR３８c M１７層 №２６０ イノシシ 中節骨 完存 １ ＋ 亀裂顕著

８ NS３８d M１７層 №３２３ 哺乳類・同定不可 不明 破片 １ ＋

９ NR３８d M１７層 イノシシ 中節骨 完存 １ ＋ 潰れ変形
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第１０８図 向様田Ｄ遺跡出土骨角器・動物遺体
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第６章 まとめ

向様田Ｄ遺跡は、縄文時代前期から断続的に利用され、縄文時代晩期前半には最盛期を迎える。当

該期には同一段丘面上に隣接して立地する向様田Ａ遺跡等とあわせて、延べ２０，０００㎡余りに及ぶ向様

田遺跡群を形成する。その後遺跡は断絶し、古代以降に遺跡は短期間利用されるにとどまるものと考

えられる。今回の第２次調査では、遺跡の北東端部に遺存していたSM６０盛土北端部を主として調査

したこととなる
（註１）

。

検出遺構・遺物の概要

第１次調査および第２次調査をあわせた向様田Ｄ遺跡全体の検出遺構の内訳は、縄文時代中期およ

び後期の竪穴住居跡各１軒、縄文時代の土坑１０基、古代および時期不明の土坑３基、縄文時代中期お

よび晩期の土器埋設遺構各１基、縄文時代晩期の配石遺構２基、縄文時代晩期の立石遺構１基、縄文

時代晩期の焼土遺構２基、縄文時代晩期の赤色顔料撒布跡３か所、柱穴様ピット（柱穴・小穴）５４基、

縄文時代晩期の盛土および捨て場各１か所である。このうち、縄文時代の土坑は縄文時代中期に属す

る１基を除き、縄文時代晩期前半に属し、柱穴様ピットのほとんども同じく晩期前半に属すると推定

される。また、遺物は縄文時代前期～後期に属するものが僅かに出土したほかは、ほとんどが縄文時

代晩期前半に属し、その過半がSM６０盛土（およびその周囲の遺物集中地点）からの出土である。当該

地点からは、全体で縄文時代晩期前半の縄文土器破片が約３１１，０００点、約４，０００㎏、土製品約１２０点、

石器約３，８００点、石製品約２７０点などが出土した。

第２次調査の新知見

今回の第２次調査によって、新たに次のような所見を得た。

①SM６０盛土形成前の旧地形は、北側が崖錐堆積層から成る緩斜面となり、北側緩斜面と南側の微高

地との間が相対的に浅い窪地状を呈すること。

②SM６０盛土形成前に土器埋設遺構や土坑墓等が造営され、そのうちのSK１０４土坑墓は第１次調査で確

認したSK２５土坑墓と形態が類似し、相互に関連することが推測されること。

③SM６０盛土形成前に上記①の窪地状地点にSQ１２７環状配石遺構が構築され、その上に大量の遺物が堆

積することによって当該遺構は埋没すること。

④SM６０盛土の北限が北側緩斜面の裾部周辺であること。

⑤SM６０盛土形成が大洞C２式期まで継続し、当該期には第１次調査で確認したST７０捨て場が併存する

こと。

以下、第１次調査結果もあわせて、SM６０盛土を中心にその特徴を改めて概観し、まとめとする。

SM６０盛土形成前の旧地形

今回の調査区周辺の旧地形は、南側が最低位段丘面形成時の小又川起源の砂を基盤とする微高地、

北側がグライ化したシルトが堆積する後背低地となる。さらに後者には縄文時代晩期初頭前後に発生
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した上方崖面からの崩落土である崖錐堆積物が不整に堆積し、当該時期には細かな起伏があり、裾部

が樹枝状に入り組む南向きの緩斜面が形成されていた。この崖錐堆積物は、大量の大小の安山岩円礫

および凝灰岩亜角礫を含む。盛土の土砂および配石遺構・礫群構成礫は直近の当該崖錐堆積物から採

取したものと推定される。また、上述のように、北側の緩斜面裾部と南側の微高地との間には、部分

的に浅い窪地状を呈する地点が存在した。

SM６０盛土形成前の遺構と遺物

SM６０盛土周辺で検出した遺構は、いずれも盛土形成前もしくは盛土形成の初期段階の所産である。

そのうち、SR１３０土器埋設遺構は大洞B２式期に属し、現時点での縄文時代晩期遺構の初現である。

SR１３０土器埋設遺構に隣接する、上面に配石を伴うSK１２９土坑も同時期の可能性がある。また、大洞

B２式期には、遺物のまとまった廃棄が開始されている。

SK１０４土坑墓は大洞BC式期の相対的に新しい段階に属する。形態が類似する第１次調査のSK２５土

坑墓は大洞BC式期の古い段階に属する。両土坑墓の被葬者には直系親族等の系譜関係があったとする

想定があり得よう。このほか、SK１２９土坑や第１次調査SK４３S土坑は配石を伴う小形の土坑墓であっ

た可能性もあろう。土坑墓と認めた場合、その規模からは、被葬者は成人ではなく、未成人であった

ものと推定される。

SQ１２７環状配石遺構は、北側緩斜面と南側微高地との間の浅い窪地状地点に構築される。その下限

時期は大洞BC式期である。構築面からは、第１次調査で盛土形成前後の旧地表面周辺で確認した礫群

と大きくは連続するものと想定される。SQ１２７環状配石遺構は、遅くとも大洞C１式期には大量の遺物

に完全に覆われて埋没する
（註２）

。この大量の遺物（遺物包含層）はSQ１２７環状配石遺構周辺から北側緩斜面

にかけての旧表土直上が分布の中心である。遺物包含層の基質は黒色のシルトで、基本的に人為堆積

ではなく風成塵等による自然堆積物と推定される。本層直下にはSN１２０などの焼土遺構が形成され、

さらに本層中には大量の遺物のほか、赤色顔料撒布跡３か所が伴う。これらの遺構および大量の遺物

群からは、当該地域周辺は、SM６０盛土形成前の大洞B２式期から大洞C１式期にかけて、墓域として利

用され、さらに遺物の大量廃棄を伴う葬送や祖先祭祀などに関わる儀礼的行為が執り行われた場で

あったと想定される。

SM６０盛土の形成

大洞C１式期以降に盛土形成が本格化する。遺物廃棄に加えて人為による土砂の積み上げが繰り返し

行われ、最終的に全体で基底面積およそ１９０㎡、高さ０．８�、推定体積１００ ３�前後の盛土が形成される。

盛土中には確実な遺構は未確認である。また、盛土周辺においても盛土形成時期の居住施設・居住域

は未確認である。狭義の盛土形成が開始される段階以降には、埋葬施設や儀礼的行為の明瞭な痕跡は

認め難く、場の性格は大きく変容したものと考えられる。

盛土は、上位を除き、主として層厚１０～２０㎝前後の薄層が累積する。堆積は上記の旧表土直上の遺

物包含層とは異なり、NQ３７区周辺を起点とし、周囲に向かって傾斜する。推定で体積０．４～２ ３�前後

の堆積単位が累積するものと想定される。北側の堆積は３９ライン付近までで、以北は遺物は堆積する

ものの、基本的に土砂の人為的な堆積は及ばない。盛土形成層には微高地部基盤もしくは後背の崖錐

第６章 まとめ
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堆積物起源と推定される褐色シルト粒を比較的多量に含む層もあるが、いずれも腐植に富み、その基

調となる色調は黒色から黒褐色を呈する。盛土上位層は相対的により厚く広範囲に堆積し、その成因

は変化しているものと推測される。盛土上面に施設を構築するための整地層とする推定もあり得よう

が、盛土上面は開田により削平されていることもあり、その性格は特定できない。

盛土の形成は大洞C１式期に盛行し、第２次調査対象の盛土北端側形成は大洞C２式期まで下るものと

推定される。遺物廃棄は大洞C２式期まで継続し、盛土外の遺跡北東端にも広がる。また、大洞C２式期

には第１次調査で確認したST７０捨て場も併存する。当該期では、SM６０盛土では浅鉢形土器が顕著で

あるのに対し、ST７０捨て場では、粗製深鉢形土器が過半を占め、その他には僅かな鉢形土器・壺形土

器等が伴うに過ぎない。後者では浅鉢形土器は認められず、さらに土器以外の出土遺物がない。その

実態は不明であるが、両者は性格が異なるものと判断される
（註３）

。遅くとも大洞A式期には盛土の形成は

終了し、同時に遺跡自体も断絶する。

SM６０盛土出土土器の特徴

SM６０盛土全体の土器器種組成では、大洞BC式では注口土器が比較的多出するのに対し、大洞C１式

以降激減する。一方、大洞C１式～大洞C２式では浅鉢形土器が優勢となる。また、小形の鉢形もしくは

台付鉢形土器も多く、これらでは煮沸痕跡を残すものが過半を占める。

大洞系土器（JB群１類）に伴い、北海道南西部周辺中心に分布する土器群と類似する土器群（JB群２

類）が少量出土する。深鉢形および鉢形土器が主体で、壺形土器および浅鉢形土器が僅かに伴うが、

その他の器種は認められない。当該土器群は、現状では時期比定の確実な根拠は乏しいが、大洞B２式

に併行する例が過半を占め、大洞BC式期以降は減少するようである。搬入が比較的容易な小形の鉢形

土器だけではなく大形の深鉢形土器が存在すること、文様要素・構成・施文技法などに北海道南西部

出土資料などと直接対比し難い独自例も存在することなどから、少なくとも一部は小又川流域あるい

は米代川流域などの遺跡の近隣地域で製作された可能性を考慮すべきであろう。また、一部の深鉢形

土器口縁部などに施される連弧文は、東北北部の大洞B１式深鉢形土器口縁端部に施される弧状沈線の

系譜を引く可能性があること、さらには、当該期の深鉢形土器では入念なミガキ調整を施さない例も

少なくないことなどから、JB群２類は本来JB群１類と共通の土器群を母体とし、大洞B１式期から大

洞B２式期にかけて、有文の大洞系土器群から分岐したものと想定される。現時点では、JB群２類およ

びこれと類似する土器群は、北海道南西部から東北地方北部にかけての地域において独自の土器製作

情報が疎密の違いはあるものの共有されていたことを示唆しているが、その製作は基本的にはより細

かな小地域単位ごとで行われ、その結果、これらの土器群は小地域ごとに個別の変遷を辿った可能性

が推測される
（註４）

。おそらく、従来から指摘されている大洞系土器分布圏における粗製土器の細かな地方

差と関係する部分があろう。その一方で、縄文時代晩期には、現象として、いわば「大洞系精製土器

広域分布圏」が出現し、本遺跡さらには小又川流域の遺跡群は、大洞BC式期以降、北海道南西部とは

異なり、この「大洞系精製土器広域分布圏」に基本的に組み込まれるものと評価されよう。この「大

洞系精製土器広域分布圏」については、専業的集団による大洞系精製土器の集中的な生産体制とその

供給体制の成立などが関わることが推測されるが、今後の検討課題である
（註５）

。なお、第１次調査資料の

胎土分析結果からは、JB群１類・２類を問わず、少なくとも小形の鉢形土器のうちの一定量は小又川

SM６０盛土の形成
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流域外から搬入された可能性が強いものと想定される。

土器を始めとした出土遺物の組成は、遺跡あるいは盛土の性格を反映しているものと予想され、そ

の遺物組成の変化は遺跡や盛土の性格の変化を示唆するものと考えられる。しかしながら、向様田Ｄ

遺跡の発掘調査では、細別時期ごと、あるいは廃棄単位ごとなどの一括遺物を認定することが困難で

あったため、現状では遺物組成をもとに遺跡や盛土の性格やその変遷について積極的に言及すること

は難しい
（註６）

。

小結

平成１９年度で森吉山ダム建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査はすべて完了した。小又川流域の縄文

時代晩期遺跡群の動向や向様田Ｄ遺跡の評価については、基本的に第１次調査報告での所見と大きく

は変わらない。

盛土形成以前を前半期、盛土形成時を後半期とすると、盛土形成地点の性格は両時期では変容して

いる。前半期では、SK２５・SK１０４土坑墓をおそらく２世代にわたる直系親族の成人墓、SK４３S･SK１２９

土坑を未成人を被葬者とする土坑墓、SR１３０土器埋設遺構を乳幼児の土器棺墓、そしてSQ１２７環状配

石遺構やSN１２０焼土遺構などをこれらの埋葬施設と関係する儀礼的な施設、さらに大量の遺物廃棄も

これらの諸施設と関わる儀礼的行為とするならば、当該地点は、埋葬施設が造営される墓域であり、

加えて、それと関係する葬送あるいは祖先祭祀等の儀礼的行為が行われた場所であったと推定され

る。大洞B２式期から大洞BC式期に及ぶと推定される墓域としての利用期間に比して、埋葬施設と推

定される遺構は僅少で、限定的である。直系親族の中でも特定の人物のみが分離されて埋葬された可

能性があろう。埋葬施設には威信財や被葬者固有の装身具等の所有物が伴うとは認め難いが、第１次

調査報告で有力者の権威が単一の系譜で受け継がれるような集団関係は成立していなかったものとし

た予想は見直す必要があるかもしれない。

後半期には調理具・飲食具を中心とする遺物の大量廃棄、炭化物・有機物の廃棄、焼骨など食料残

渣廃棄、土砂の積み上げ等が行われる。主体となるのは、調理具・飲食具などの遺物の大量廃棄であ

る。示威的な大量消費行為の痕跡と捉えることも可能であろう。土砂の積み上げは、第１次調査報告

で触れたように生ゴミの腐臭を抑えることを目的とすると同時に、盛土の高まりを顕示することも意

図したものとする想定もあり得ようか。当該時期の居住施設は向様田遺跡群周辺には未確認であるこ

とから、特定時季に遺跡群に集合し、調理・飲食を中心とした大量消費活動を集中的に行ったものと

推定される。小又川流域では当該期の大規模な集落跡が依然として確認されていない状況を勘案すれ

ば、当該活動には小又川流域だけでなく、より遠隔地に居住した集団も関与した可能性が強い。これ

らの活動の一部は、おそらく、近隣さらには遠隔地から様々な物品を携えて人々が参加する「祝宴」

であったと評価できる側面もあろう
（註７）

。ただし、向様田Ｄ遺跡の発掘調査では、大規模な調理・飲食の

場の具体的な痕跡は特定できず、未解決の課題として残っている。隣接する向様田Ａ遺跡の捨て場中

の焼土遺構（SN９９など）や焼土面を伴う石囲炉状の配石遺構（SQ７８など
（註８）

）、あるいは「ウッドサークル」

内の焼土遺構（SA３０３０・３０３１SN１
（註９）

）などにその痕跡を求めるとすると、両遺跡の関係についての評価も

改めて検討課題となろう。
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註１ 本章の向様田Ｄ遺跡に関する記述は、今回の第２次調査による所見と下記の第１次調査報告書とに基づく。

秋田県教育委員会 『向様田Ｄ遺跡 －森吉山ダム建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書ⅩⅢ－』 秋田県文化財

調査報告書第３９２集 平成１７（２００５）年

註２ SQ１２７環状配石遺構は、向様田Ａ遺跡のSQ１０１８東部環状配石中心配石と規模・形態は類似する。前者が大洞BC式期には

ほぼ埋没したと推定できるのに対し、後者は少なくとも大洞C１式期には使用されていたとされる。両者が併存した時期

があったかは不明で、その性格が相同なものかも現状では判断し難い。ただし、両者は相対的に低位の地点を選んで構

築する点は共通しており、SQ１２７環状配石遺構とその周辺に礫群を伴う景観は、向様田Ａ遺跡の砂礫層上面に立地する

中心配石とその周辺の景観の祖型であったととらえることができるかもしれない。

秋田県教育委員会 『向様田Ａ遺跡 －森吉山ダム建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書ⅩⅩ－』 秋田県文化財

調査報告書第４４５集 平成２１（２００９）年

註３ 後述するように、大規模な調理・飲食を伴う祝宴が、狭義の盛土形成に関わることを想定すると、ST７０捨て場の粗製深

鉢形土器は、祝宴準備のために大量に使用した調理具（煮沸具）が廃棄されたものとする想定もあり得るかもしれない。

ただし、深鉢形土器破片の中には底部が穿孔された例が存在すること、周辺に大規模な調理を行った痕跡が認め難いこ

となどの検討すべき問題点がある。

註４ 鈴木克彦は、JB群２類に大きくは対応する土器群とJB群１類とについて（鈴木文献ではそれぞれ「上ノ国式」と「亀ヶ

岡式」）、前者の文様要素は東北地方の同時期に存在し、前者の系譜はおそらく本州にあり、両者は共通のベースから分

岐した関係にあるとする。さらに、津軽地方に分布する前者は、北海道から南下したものではなく、在地集団が製作し

たものとする趣旨の見解を既に述べている。

また、金子昭彦は、JB群２類と類似する、岩手県大芦Ⅰ遺跡発掘調査報告書で「異形統土器」とされた土器群を主要河

川から離れた拠点集落で製作された在地の土器群とする。

鈴木克彦 「亀ヶ岡式土器分布論序説」 『研究紀要』第１号 青森県埋蔵文化財調査センター 平成８（１９９６）年

金子昭彦 『遮光器土偶と縄文社会』 同成社 平成１３（２００１）年

註５ 例えば、金子昭彦は、註４文献で、大洞系精製土器は専門的な工人が大量に製作し、供給されたものとしている。

註６ 向様田Ｄ遺跡の北西約１０㎞に位置し、米代川の一次支流である阿仁川の右岸段丘上に立地する白坂遺跡では、縄文時代

晩期前葉の捨て場が調査されている。捨て場からは、凹石類が１，６７４点と大量に出土し、石皿・台石類が６９点出土してい

るのに対し、石鏃は１３６点の出土である。一方、向様田Ｄ遺跡では、第４章第６表の通り、全体で石鏃が７３３点出土した

のに対し、凹石類が１５６点、石皿・台石類が１６点の出土である。米代川の支流流域に比較的隣接して位置する、ほぼ同時

期の二つの遺跡において、石鏃と凹石類および石皿・台石類との出土点数比には顕著な相違が認められる。大勢として、

石鏃を狩猟具、凹石類および石皿・台石類を植物質食料加工具ととらえるならば、この相違は、向様田Ｄ遺跡が米代川

水系上流域の山間部に立地するのに対し、白坂遺跡は相対的に広い段丘面が発達した米代川水系のより中流域に立地す

ることから、両遺跡ではそれぞれの周辺環境に対応して狩猟と植物採集の比重が異なった生業活動が行われたことを反

映している可能性も想定し得るであろう。ただし、白坂遺跡では調査地点に隣接して溝で区画された居住域が存在した

ことが想定されているのに対し、向様田遺跡群周辺には、本章小結で触れるように居住施設は未確認である。白坂遺跡

の出土石器の多くは、居住活動に関わって廃棄された可能性があるのに対し、向様田Ｄ遺跡では、白坂遺跡とは異なっ

て、石器の多くはあるいは儀礼的行為等に関わって遺跡外から持ち込まれて廃棄された可能性も推測される。この場合、

持ち込み易い、相対的に軽量の石器がより多く選択されて廃棄された可能性も考慮すべきであろう。

また、盛土（遺構）２か所を伴う縄文時代晩期中葉集落とされる岩手県北上市所在大橋遺跡においては、定型的な剥片石

器では、石鏃、石匙、石錐が多出し、石箆（報告書では「箆状石器」）、楔形石器（同「両極石器」）、石槍（同「尖頭器」）な

どが伴い、このほか、石核が１３３点、剥片が６１，２３４点出土している。主な礫石器には石皿６０点、凹石類（同「磨石類」）７２３

点、磨製石斧１４６点などがある。土製品では、土偶が３０１点と多出し、円盤状土製品（同「土器片円板」）１０７点、土製耳飾

６５点などが出土し、石製品では石剣等（同「石棒類」）が３８０点（総括の項では３８５点）、岩版が１３４点と多出し、玉類が２５点

小結
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出土している。向様田Ｄ遺跡と比較すると、大橋遺跡では凹石類のほか、土偶、石剣等が向様田Ｄ遺跡の４倍以上出土

していることが注目される。凹石類の多出は、集落における生業活動の一部を反映しているものと考えられる。一方、

土偶、石剣等の多出は、集落内において祭祀具の大量廃棄が行われたこと、さらには、居住域内もしくは居住域に隣接

した地点で儀礼的行為が実施されたことを示すこととなろうか。

なお、大橋遺跡では、盛土（遺構）の主として最下面と最上面に柱穴様ピットあるいは石囲炉や貼床面などが検出される

ことから、関東地方の盛土遺構に関する近年の議論も踏まえ、当該盛土（遺構）が居住面を包含する生活の累積であると

判断し、これを一つの根拠として遺跡が集落遺跡であったと評価しているようである。ただし、関東地方の（環状）盛土

遺構については、川島尚宗のように、高まりの部分の堆積は居住域として形成されたのではなく、廃棄という行為を通

じて形成されたとする、向様田Ｄ遺跡の盛土についての評価と通じる考えもある。また、盛土（遺構）形成以前に遺構が

構築され、盛土の主体となる部分にはほとんど遺構が認められないという点は、大橋遺跡の盛土（遺構）と向様田Ｄ遺跡

の盛土は共通している。今後、向様田Ｄ遺跡の盛土の再評価には、大橋遺跡の盛土（遺構）との比較検討が必要であろう。

秋田県教育委員会 『白坂遺跡発掘調査報告書 －県営圃場整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査－』 秋田県文化財調

査報告書第２４４集 １９９４（平成６）年

（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『大橋遺跡発掘調査報告書 中山間総合整備事業岩間地区関連遺跡発

掘調査』 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第４８１集 平成１８（２００６）年

川島尚宗 「霞ヶ浦周辺地域の縄文時代後・晩期遺跡と「環状盛土遺構」」 『物質文化』８５ 物質文化研究会 平成２０

（２００８）年

註７ 川島尚宗は、関東地方における環状盛土遺構形成の大きな要因の一つとして、祝宴（川島文献では「饗宴」）に伴う食料の

加工・消費を想定している。

註６川島文献

註８ 秋田県教育委員会 『向様田Ａ遺跡 遺構篇 －森吉山ダム建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅷ－』 秋田県

文化財調査報告書第３４６集 平成１５（２００３）年

註９ 註２文献
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図
版
１

１ 平成１３年度の向様田遺跡群全景（南西から） ２ 平成１３年度の向様田Ｄ遺跡全景（上が北）

３ 平成１９年度の向様田Ｄ遺跡（路盤掘削後）遠景（南東から）



図
版
２

１ SK１０４土坑確認状況（南から） ２ SK１０４土坑土層断面（南から）

３ SK１０４土坑土層断面（南から） ４ SK１０４土坑覆土上面浅鉢形土器出土状況
（南から）

５ SK１０４土坑完掘状況（南西から） ６ SK１０４土坑完掘状況（南西から）

７ SQ１０１立石遺構確認状況（南から） ８ SQ１０１立石遺構土層断面（南から）



図
版
３

１ SQ１２７配石遺構確認状況（南東から） ２ SQ１２７配石遺構断ち割り状況
（南東から）

３ SK１２９土坑確認状況（北西から） ４ SR１３０土器埋設遺構確認状況（西から）

５ SR１３０土器埋設遺構土器埋設状況
（西から）

６ SM６０盛土第１次調査南北断面②
（西から）

７ SM６０盛土第１次調査NR３８区東西断面②
（南から）

８ SM６０盛土第１次調査NQ３８区南北断面②
（西から）



図
版
４

１ SM６０盛土確認状況（南西から） ２ SM６０盛土NQ３８c区南北断面②
（西から）

３ SM６０盛土NQ３９区南北断面②（西から） ４ SM６０盛土NS３９区東西断面①
（南西から）

５ SM６０盛土NQ・NR３９区東西断面①
（南から）

６ SM６０盛土NP・NQ３９区東西断面①
（南から）

７ SM６０盛土NQ・NR３９区東西畦①
北壁土層断面（北から）

８ SM６０盛土NR３８・３９区南北断面①
（南東から）



図
版
５

１ SN１２０焼土遺構確認状況（北から） ２ SX１２２赤色顔料撒布跡確認状況
（西から）

３ SX１２３赤色顔料撒布跡確認状況
（南から）

４ SX１２４赤色顔料撒布跡確認状況
（東から）

５ SX１２４赤色顔料撒布跡土層断面
（北西から）

６ SM６０盛土Ｅ区（NR３９b区）M１７層
遺物確認状況（東から）

７ SM６０盛土Ａ区（NS３８区）M１７層
遺物確認状況（南から）

８ SM６０盛土Ｂ区（NQ３９a・b区）M５７層
遺物確認状況（東から）



図
版
６

１ SM６０盛土Ｂ区（NQ３８d区）M１７層
土偶確認状況

２ SM６０盛土Ｂ区（NQ３９a区）M１７層
壺形土器・石鏃確認状況

３ SM６０盛土Ｃ区（NQ３８d・NR３９a区）
M１７層焼骨確認状況

４ SM６０盛土Ｂ区（NR３８b区）M１７層
勾玉確認状況

５ SM６０盛土Ｅ区（NR３９d区）M１７層
壺形土器確認状況

６ SM６０盛土Ｂ区（NQ３９b区）M２３層
石刀確認状況

７ SM６０盛土Ｂ区（NR３８c区）M５６層
岩版確認状況

８ SM６０盛土Ｃ区（NP３８a区）M５７層
浅鉢形土器確認状況



図
版
７

１ SM６０盛土Ｂ区（NR３８b区）M５７層
小玉群確認状況

２ SM６０盛土Ｂ区（NQ３９b区）M５７層
岩版確認状況

３ SM６０盛土Ｂ区（NR３９a区）M５７層
土偶確認状況

４ SM６０盛土Ｂ区（NR３８b区）M５７層
遮光器土偶確認状況

５ SM６０盛土Ｂ区（NR３８b区）M５７層
浅鉢形土器・注口土器確認状況

６ SM６０盛土Ｂ区（NR３８c区）M５７層
有孔石製品確認状況

７ SM６０盛土Ａ区（NR３８b・d区）M５７層
深鉢形土器・壺形土器確認状況

８ SM６０盛土NR３９区東西畦①北壁
土壌試料採取状況



１ 縄文土器
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版
１０

３８－１
３７－９

３９－１

３８－２

３９－３

３９－２

４８－４
４７－２



１ 縄文土器

図
版
１１

１３－２０

１２－８

１４－７ １６－１

１７－１

１６－２

１７－４
１７－２



１ 縄文土器

図
版
１２

１７－１０１７－７

１７－１５

１８－１

１８－２ １８－３

１８－５１８－４



１ 縄文土器

図
版
１３

１８－６
１８－７

１８－１４１８－１３

１９－７１９－６

１９－１０
１９－１２



１ 縄文土器

図
版
１４

２０－９ ２０－１０

２１－１
２１－２

２１－６

２１－８

２２－１ ２２－２



１ 縄文土器

図
版
１５

２２－６２２－５

２２－６２２－５

２２－８

２２－７

２２－７ ２２－８



１ 縄文土器

図
版
１６

２３－１
２２－９

２３－１２２－９

２３－４２３－２

２３－２
２３－４



１ 縄文土器

図
版
１７

２４－２

２４－１

２４－６

２４－５

２５－２

２５－１

２５－３

２５－２



１ 縄文土器

図
版
１８

２５－４ ２５－５

２５－４
２５－５

２６－２
２６－１

２６－２２６－１



１ 縄文土器

図
版
１９

２６－３ ２８－３

２６－３
２８－３

２９－２ ２９－３

３０－３ ３０－４

３１－１
３０－５



１ 縄文土器

図
版
２０

３３－２
３３－１

３３－５３３－３

３４－１３３－６

３５－１３４－２

３５－２

３６－１



１ 縄文土器

図
版
２１

３６－４３６－２

３６－６
３６－５

３７－１ ３７－２

３７－１

３７－６

３７－７ ３７－１０



１ 縄文土器

図
版
２２

３７－１１

３８－３

３８－４

３８－６

３８－５

３９－４

３８－７



１ 縄文土器

図
版
２３

３９－６

３９－５

３９－１０

３９－８

４０－４

４０－３

４０－７４０－５



１ 縄文土器

図
版
２４

４１－３
４１－４

４１－６
４１－５

４２－３
４２－１

４３－１

４２－４



１ 縄文土器

図
版
２５

４３－３
４３－２

４３－４ ４４－１

４５－２

４５－１

４６－２
４６－１



１ 縄文土器

図
版
２６

４６－４４６－３

４６－５ ４６－７

４７－３４７－１

４７－３
４７－１



１ 縄文土器

図
版
２７

４８－３
４８－５

４９－１
４９－１

４９－２４９－２

４９－３４９－３



１ 縄文土器

図
版
２８

５１－１４

５２－２

５４－１

５４－８

５５－４

５４－９

５６－１

５５－１５

５６－３



１ 縄文土器

図
版
２９

５７－２

５６－１３

５７－９

５７－７

５８－７５８－２

５８－１１
５８－１０



１ 縄文土器

２ 縄文土器

図
版
３０

１２－２
１２－５

１２－３
１２－１

１２－７
１２－４

１３－１５
１３－１３

１３－１２

１３－１４ １３－１６

１３－１７

１３－１８ １３－１９

１３－２２
１３－２１

１４－３



１ 縄文土器

２ 縄文土器

図
版
３１

５１－４

５１－２

５１－１

５１－３

５１－８５１－７５１－６

５１－１０５１－９
５１－１３５１－５

５１－１１

５１－１６５１－１２
５１－１５

５２－１ ５２－３

５２－６
５２－４

５２－５

５２－８
５２－７



１ 縄文土器

２ 縄文土器

図
版
３２

５３－６
５３－５

５３－３
５３－２

５３－１

５３－７

５３－８

５３－４

５３－１１
５３－１０５３－９

５３－１４
５３－１２

５３－１３

５４－４

５４－３
５４－２

５４－５
５４－７

５４－６



１ 縄文土器

２ 縄文土器

図
版
３３

５５－２

５５－３

５５－１

５５－６ ５５－１０５５－５
５５－９５５－８

５５－７

５５－１３５５－１１

５５－１４

５６－７

５６－６ ５６－８５６－４ ５６－５

５６－１０５６－９

５６－１２

５６－１１

５７－４

５７－１

５７－６

５７－５
５７－８

５７－３



１ 縄文土器

２ 有孔円盤状土製品・円盤状土製品ほか

図
版
３４

５８－１ ５８－６５８－４
５８－３

５８－５

５８－８

５８－９ ５８－１２

５８－１３

５８－１４ ５８－１５
５８－１６

５８－１８５８－１７

６１－１３６１－１５６１－２ ６１－３６１－１ ６１－１４

６１－１１
６１－１２ ６１－８

６１－１０
６１－９

６１－７ ６１－６

６１－１６ ６１－５ ６１－４

６１－１７



１ 石鏃・石槍

２ 石錐

図
版
３５

６２－１ ６２－２
６２－４１２－９

６２－８
６２－６ ６２－９

６２－１０

６３－１０ ６３－１２６３－８６３－４
６３－５ ６３－９６３－２ ６３－３

６４－１

６４－２ ６４－３ ６４－５ ６４－８ ６４－１０ ６４－１２
６５－１６４－１４

６５－２

６５－９

６５－１０６５－６
６５－５６５－３ ６５－４

６５－８６５－７

６６－３ ６６－６ ６６－１１６６－８６６－１ ６６－５

６７－２
６７－３

６７－１ ６７－４
６７－１０６７－５ ６７－７６７－６ ６７－８ ６７－９

６７－１４
６７－１５

６７－１１ ６７－１８６７－１７ ６７－１９６７－１６６７－１３
６７－１２ ６７－２０

６７－２２ ６８－７
６７－２１

６８－６６８－３ ６８－５
６８－２ ６８－４６８－１

６８－８

６８－１０ ６８－１１ ６８－１２６８－９ ６８－１３ ６８－１４ ６８－１６
６８－１５ ６８－１７



１ 石匙

２ 石匙

図
版
３６

６９－１

６９－５
６９－２

６９－４

６９－３ ６９－７６９－６

６９－１０６９－８ ６９－１１６９－９ ７０－１

７０－４ ７０－２ ７０－５
７０－３

７０－１０７０－９
７０－８

７０－６ ７０－７

７１－４ ７１－５７１－３

７１－２７１－１

７２－１７１－７
７１－８

７１－６

７２－４

７２－３
７２－２



１ 石箆・スクレイパー

２ スクレイパー

図
版
３７

７２－５

７２－１０７２－６
７２－７

７３－１ ７３－２ ７２－８７３－３

７３－１３

７２－９

７３－５
７３－４

７３－１０
７３－６

７３－８
７３－１２

７３－９ ７３－１１ ７３－１４ ７３－１５７３－７

７４－５

７４－２
７４－４

７４－３７４－１ ７５－２
７５－１

７５－３ ７５－５７４－８

７５－４
７４－６

７５－８７５－７

７５－９ ７５－１０７４－７ ７５－６



１ 楔形石器・二次加工ある剥片

２ 二次加工ある剥片

図
版
３８

７５－１１

７６－２
７６－４

７６－３

７６－１

７５－１２

７７－４

７７－３

７７－１
７７－２

７６－５

７８－２
７７－５ ７８－１７７－６

７８－５７８－３ ７８－６

７８－４

７９－１
７９－３

７９－２ ７９－４７８－７ ７９－５

７９－７

７９－６

７９－１０
８０－１

７９－９ ８０－２
７９－８



１ 異形石器

２ 石核

図
版
３９

８０－３
８０－５ ８０－６

８１－３８１－２
８０－７

８１－１８０－４

８１－６ ８２－２８２－１
８１－５８１－４

８２－５８２－３ ８２－４ ８２－７８２－６

８２－８

８３－２

８３－３

８３－１

８４－２

８４－１ ８４－３

８５－１
８５－２ ８５－３



１ 凹石類

２ 敲石・石皿

図
版
４０

８６－１ ８６－２

８６－３
８６－４

８６－５

８７－３

８７－１８６－６
８７－４

８７－２

８８－３
８８－２ ８８－４

８８－１

８９－３

８９－１

８９－２８８－５



１ 打製石斧・磨製石斧

２ 磨製石斧

図
版
４１

９０－３

９０－２
９０－１

９０－５ ９０－７

９０－６
９０－４

９１－３
９０－９ ９１－２９０－８ ９１－１

９１－９
９１－７９１－６９１－５ ９１－８

９１－４

９１－１３
９１－１２ ９１－１４９１－１１９１－１０



１ 石剣・石棒

図
版
４２

９４－３

９３－１

９２－２

９２－１



１ 土版・岩偶・岩版（表）

２ 土版・岩偶・岩版（裏）

図
版
４３

６０－２３
９５－２

９５－１
６０－２２ ９５－３

９５－６

９５－８

９５－５９５－４ ９５－７

９６－３

９６－２ ９６－４９６－１ ９６－５

６０－２３
９５－２

９５－１
９５－３

６０－２２

９５－６
９５－８

９５－４
９５－７９５－５

９６－３

９６－２

９６－４９６－１
９６－５



１ 円盤状石製品

２ 有孔円盤状石製品・有孔石製品ほか

図
版
４４

９７－３
９７－４ ９８－１９７－５

９８－２ ９８－３ ９８－４

９８－５ ９９－１
９９－２

９９－３

９９－４ １００－１

９９－５

１００－２

１００－３

１００－１０１００－４ １００－６

１００－９１００－７
１００－５

１００－１１１００－８



１ 小玉未製品（表）

２ 小玉未製品（裏）

図
版
４５

１０３－１ １０３－５１０３－２ １０３－３
１０３－４

１０３－１０１０３－６ １０３－７ １０３－９１０３－８

１０３－１１

１０３－１２

１０３－１
１０３－５１０３－２ １０３－４１０３－３

１０３－１０１０３－９１０３－７ １０３－８１０３－６

１０３－１１ １０３－１２
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ふ り が な ふ り が な コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村 遺跡番号 °′″ °′″ ㎡

むかいさま だ い せき

向 様田Ｄ遺跡
あき た けん

秋田県
きたあき た し

北秋田市
もりよしあざむかいさま だ

森吉字向様田
いえ の し も

家ノ下モ

１４－１外

０５２１３２ ２１３－１３－９６ ４０°

２′

２７″

１４０°

２８′

３０″

２００７０７０２

～

２００７１０２２

３３８㎡ 森吉山ダム建

設事業に係る

埋蔵文化財発

掘調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

向様田Ｄ遺跡 祭祀

墓

縄文時代

盛土 １

土坑 ２

土器埋設遺構 １

配石遺構 １

立石遺構 １

焼土遺構 １

赤色顔料撒布跡 ３

柱穴様ピット １４

縄文土器

土製品

石器

石製品

盛土およびその周辺

から大量の縄文時代

晩期前葉～中葉の遺

物が出土した。出土

縄文土器には、大洞

系以外に北海道南西

部地域と関連する土

器群が含まれる。

要 約

平成１３年の発掘調査で検出した盛土の未調査であった北端部周辺を調査した。盛土は全

体で約１９０㎡の範囲に広がり、土量は約１００ ３�に達し、今回、全体の約１／３を調査した。二

度の調査全体では、盛土およびその周辺で縄文時代晩期大洞B２式～大洞C２式期に属する

土器破片約３０万点、石器類約４，０００点が出土し、盛土直下からは土坑墓、環状配石遺構、

焼土遺構等を検出した。盛土形成前の縄文時代晩期前葉には、埋葬等に関わる儀礼的な場

として利用され、その後、調理および飲食に使用した土器などを土砂とともに大量に廃棄

する場所に変容し、結果として盛土が形成されたものと想定される。

―２４８―
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